
 

 

 

 

 

 

平成 1６年度 

国語に関する世論調査 

〔平成 1７年１月調査〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化庁文化部国語課 

世 論 調 査 報 告 書          



目  次 

 

Ⅰ 調査の概要 ····································································  １ 

Ⅱ 調査結果の概要 

1．言葉の使い方に対する意識 ··················································  ３ 

2．敬語に関して困っていること ················································  ５ 

3．敬語の使い方の間違い ······················································  ８ 

4．これからの敬語の在り方 ····················································  12 

5．敬語か否か ································································  14 

6．人間関係と敬語（敬語を使って話すべき相手か否か） ··························  20 

7．場面と敬語（生徒が先生に対して） ··········································  27 

8．場面と敬語（部下が上司に対して） ··········································  29 

9．外部の人への言い方（会社の受付の人の場合） ································  31 

10．外部の人への言い方（学校の先生の場合） ····································  33 

11．外部の人への言い方（病院の医師の場合） ····································  35 

12．敬語の正誤（「ただいま会長が申された」など） ······························  37 

13．文字に対する関心 ··························································  42 

14．漢字についての意識 ························································  44 

15．常用漢字表の漢字の数 ······················································  47 

16．表記の仕方（手書きの場合とパソコン・ワープロ等の場合） ····················  49 

17．手書きをする場合 ··························································  58 

18．今後の手紙のあるべき作法 ··················································  60 

19．慣用句の言い方 ····························································  64 

20．言葉の意味 ································································  68 

21．言い方の使用頻度（「わたし的には・・・」など） ····························  75 

22．ふだん使う言い方 ··························································  79 

Ⅲ 調査票 ······································································  85 

Ⅳ 標本抽出方法 ································································  97 

Ⅴ 集計表 ·····································································  101 



 

 

 

 

 

 

Ⅰ  調 査 の 概 要 



 (1)

調 査 の 概 要 

 

 

 

１．調査の目的   現代の社会状況の変化に伴う，日本人の国語意識の現状について調査し，国語

施策の立案に資する。 

 

２．調 査 項 目 （1）敬語の使い方について 

 （2）常用漢字表について 

 （3）手書きや手紙について 

 （4）慣用句等の言葉遣いについて 

 

３．調 査 対 象 （1）母 集 団 全国 16歳以上の男女個人 

 （2）標 本 数 3,000人 

 （3）抽出方法 層化２段無作為抽出法 

 

４．調 査 時 期 平成１７年１月１４日～２月７日 

 

５．調 査 方 法 調査員による面接聴取法 

 

６．調査実施機関 社団法人 中 央 調 査 社 

 

７．回 収 結 果 （1）有効回収数（率） 2,179人（72.6％） 

 （2）調査不能数（率） 821人（27.4％） 

   ―不能内訳― 

    転  居 ６９  長期不在  ４４  一時不在 ２８８ 

    住所不明 １７  拒  否 ３８１  そ の 他  ２２ 
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〔本報告書を読む際の注意〕 

１．百分比は回答者（ｎ）を 100％として算出し，小数点第２位を四捨五入したため百分比の合計が

100％にならない場合がある（「ｎ」は各問いの回答者数を示す）。 

 

２．１回答者が二つ以上の回答をすることができる質問（調査票では「Ｍ．Ａ．」(Multiple Answers

の略)と表示）では，回答率の合計が 100％を超えることがある。 

 

３．〔回答票〕の表示は，回答の選択肢を列挙したリスト（回答票）を対象者に示して，その中から

回答を選ばせる質問を示す。 

 

４．「付問」は，前問で特定の回答をした一部の回答者のみに対して続けて行った質問である（調査

票では「ＳＱ」(Sub-Questionの略)と表示）。 

 

５．図表等に「－」と表示してあるのは，回答者がいなかった場合である。 

 

６．本調査で用いた都市規模区分は次のとおりである。 

  大 都 市（東京都区部，政令指定都市） 

  中 都 市（人口 10万人以上の市） 

  小 都 市（人口 10万人未満の市） 

  町 村 

 

７．本調査で用いた地域ブロック区分は次のとおりである。 

  北海道―――北海道 

  東 北―――青森県，岩手県，宮城県，秋田県，山形県，福島県 

  関 東―――茨城県，栃木県，群馬県，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県 

  北 陸―――新潟県，富山県，石川県，福井県 

  中 部―――山梨県，長野県，岐阜県，静岡県，愛知県，三重県 

  近 畿―――滋賀県，京都府，大阪府，兵庫県，奈良県，和歌山県 

  中 国―――鳥取県，島根県，岡山県，広島県，山口県 

  四 国―――徳島県，香川県，愛媛県，高知県 

  九 州―――福岡県，佐賀県，長崎県，大分県，熊本県，宮崎県，鹿児島県，沖縄県 

 

８．調査結果の誤差の計算は，２段抽出法による標準偏差の計算式（信頼度 95％） 

ｎ

Ｐ（１－Ｐ）

Ｎ－１

ｎＮ
２２ •

−
±

 で計算できる。 

上記の式について，Ｎ＝母集団数 ｎ＝実回収数 Ｐ＝回答率 である。 

 なお， １≒

Ｎ－１

Ｎ－ｎ
 で計算できる。 
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1．言葉の使い方に対する意識 

 

問 1〔回答票〕あなたは，ふだん，あなた自身の言葉の使い方について，どの程度気を遣っています

か。この中から選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふだん，自分自身の言葉の使い方について，どの程度気を遣っているかを尋ねた。 

「非常に気を遣っている」が 9.5％，「ある程度気を遣っている」が 61.0％で，両方を合わせた「気

を遣っている(計)」は 70.6％を占めている。一方，「全く気を遣っていない」が 4.3％，「余り気を遣っ

ていない」が 25.0％で，これらを合わせた「気を遣っていない（計）」は 29.3％となっている。 

平成 9年度調査結果と比較すると，「気を遣っている(計)」は 3ポイント増，「気を遣っていない（計）」

は 3ポイント減となっている。 

地域ブロック別に見ると，ほとんどの地域ブロックで「気を遣っている（計）」の割合が「気を遣っ

ていない（計）」の割合を上回るが，四国では「気を遣っている」(50.7％)と「気を遣っていない（計）」

(49.3％)の割合が同程度となっている。 

性別に見ると，「気を遣っている（計）」の割合は男女で余り差がないが，そのうち，「非常に気を遣

っている」（男性 11.5％，女性 7.9％）は男性の方が高く，「ある程度気を遣っている」（男性 57.5％，

女性 63.9％）は女性の方が高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「気を遣っている（計）」の割合は，男性の 40代と女性の 40～50代で 8割前後

となっているが，女性の 16～19歳（50.0％）で 5割と他の性・年代に比べ目立って低い（図 1参照）。 

 

(%)

9.5 61.0 25.0 4.3 0.1
(n=2,179)

非常に気を

遣っている

余り気を

遣っていない

全く気を

遣っていない

分から

ない
ある程度気を

遣っている
気を遣っ

ている

（計）

気を遣っ

ていない

（計）

70.6 29.3

【7.9】 【29.4】【59.4】 【3.3】【0.1】【67.3】 【32.6】

【  】内は平成9年度調査結果(n=2,190)
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図 1 言葉の使い方に対する意識（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

総 数 (2,179) 70.6 29.3

北 海 道 (   94) 76.6 23.4

東 北 (  164) 65.2 34.8

関 東 (  709) 73.1 26.9

北 陸 (  102) 63.7 36.3

中 部 (  308) 73.4 26.3

近 畿 (  347) 72.0 28.0

中 国 (  128) 70.3 29.7

四 国 (   75) 50.7 49.3

九 州 (  252) 68.3 31.0

男 性 (  982) 69.0 30.9

女 性 (1,197) 71.8 28.0

男性・ 16～ 19歳 (   45) 64.4 35.6

20～29歳 (   89) 68.5 31.5

30～39歳 (  156) 74.4 25.6

40～49歳 (  141) 82.3 17.7

50～59歳 (  192) 74.0 25.5

60歳以上 (  359) 59.6 40.4

女性・ 16～ 19歳 (   38) 50.0 50.0

20～29歳 (  111) 73.9 26.1

30～39歳 (  205) 71.2 28.8

40～49歳 (  219) 79.9 20.1

50～59歳 (  233) 79.4 20.6

60歳以上 (  391) 64.7 34.8
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2．敬語に関して困っていること 

 

問 2〔回答票〕だれかを尊敬したり，自分が謙そんしたり，ものごとを丁寧に言ったりするときに

使う言葉を敬語と言います。あなたは，この敬語や敬語の使い方に関して，困っていること

や気になっていることがありますか。ここに挙げた中にあれば幾つでも選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敬語の使い方に関して，困っていることや気になっていることを尋ねた（選択肢の中から幾つでも回

答）。 

「正しい敬語を使っているか自信がない」が 37.1％で最も高く，次いで「周りの人が使っている敬語

の使い方が気になる」が 26.7％，「テレビ等の出演者の敬語の使い方が気になる」が 24.2％，「正しい

敬語の使い方が分からない」が 20.1％と 2割台で続いている。以下，「知らない敬語がたくさんある」

(15.4％)，「心のこもっていない敬語がよく使われる」(14.0％)，「敬語を使うとうまく自分の気持ちを

表現できない」(11.6％)が 1 割台で挙がっている。また，「特に困っていることや気になっていること

はない」は 27.8％となっている。 

正しい敬語を使っているか自信
がない

周りの人が使っている敬語の使
い方が気になる

テレビ等の出演者の敬語の使い
方が気になる

正しい敬語の使い方が分からな
い

知らない敬語がたくさんある

心のこもっていない敬語がよく
使われる

敬語を使うとうまく自分の気持
ちを表現できない

その他

特に困っていることや気になっ
ていることはない

分からない

(%)

26.7

24.2

20.1

15.4

14.0

11.6

0.9

27.8

0.8

37.1

0 10 20 30 40

(n=2,179)
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地域ブロック別に見ると，「正しい敬語を使っているか自信がない」は四国(20.0％)と東北（29.3％）

で低くなっているが，他の地域ブロックではいずれも 1位に挙げられている。四国では「特に困ってい

ることや気になっていることはない」（52.0％）が 5 割を超えており，具体的に困っている項目の割合

が他の地域ブロックより低い傾向にある。「テレビ等の出演者の敬語の使い方が気になる」は関東

(28.3％)で高くなっている。 

性別では，男女とも同様の傾向となっているが，「正しい敬語を使っているか自信がない」は男性

(33.6％)よりも女性(40.0％)の方が高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「正しい敬語を使っているか自信がない」は男性の 30 代と女性の 20～40 代で

ほぼ 5割以上と高くなっている。「正しい敬語の使い方が分からない」は男女とも 20代で最も高く 4割

前後となっている。「知らない敬語がたくさんある」は男女とも年齢が低いほど割合が高くなる傾向が

ほぼ見られ，特に男性の 16～19 歳と 20 代で 3 割を超えている。「周りの人が使っている敬語の使い方

が気になる」と「テレビ等の出演者の敬語の使い方が気になる」は，男性では若年層に比べ 50 代，60

歳以上で 3割前後と高く，女性では 50代で 3割を超えている。また，「特に困っていることや気になっ

ていることはない」は男女とも 60歳以上でほぼ 4割，次いで 16～19歳で 3割強と高くなっている。 

言葉の使い方に対する意識別に見ると，すべての項目で「気を遣っている（計）」と回答した人で高

くなっているが，中でも「正しい敬語を使っているか自信がない」，「周りの人が使っている敬語の使い

方が気になる」，「テレビ等の出演者の敬語の使い方が気になる」は「気を遣っていない（計）」と回答

した人よりも 10ポイント以上の差で高くなっている（表 1参照）。 

 



 
(
7
)

  

      

表1　敬語に関して困っていること（地域ブロック別，性別，性・年齢別，言葉の使い方に対する意識別）
(%)

ｎ

正しい敬語
を使ってい
るか自信が
ない

周りの人が
使っている
敬語の使い
方が気にな
る

テレビ等の
出演者の敬
語の使い方
が気になる

正しい敬語
の使い方が
分からない

知らない敬
語がたくさ
んある

心のこもっ
ていない敬
語がよく使
われる

敬語を使う
とうまく自
分の気持ち
を表現でき
ない

その他 特に困って
いることや
気になって
いることは
ない

総 数 2,179 37.1 26.7 24.2 20.1 15.4 14.0 11.6 0.9 27.8

〔 地 域 ブ ロ ッ ク 〕

北 海 道 94 36.2 28.7 19.1 17.0 17.0 9.6 3.2 3.2 28.7

東 北 164 29.3 19.5 16.5 23.2 14.0 13.4 12.8  - 36.6

関 東 709 39.9 29.9 28.3 22.8 17.6 15.2 12.0 0.6 22.4

北 陸 102 34.3 25.5 21.6 22.5 13.7 12.7 8.8 2.0 32.4

中 部 308 38.6 23.7 22.7 19.2 12.3 17.2 11.4  - 26.3

近 畿 347 38.3 29.4 25.1 16.4 15.9 14.7 12.4 2.3 28.0

中 国 128 39.8 28.9 21.9 20.3 16.4 12.5 14.1  - 28.1

四 国 75 20.0 17.3 22.7 10.7 14.7 9.3 10.7  - 52.0

九 州 252 36.1 23.8 23.0 19.8 13.1 10.7 11.9 0.8 29.0

〔 性 〕

男 性 982 33.6 26.6 22.6 19.1 17.0 14.4 10.8 0.9 29.8

女 性 1,197 40.0 26.8 25.6 21.0 14.1 13.8 12.2 0.8 26.1

〔 性 ・ 年 齢 〕

男 性 ・ 16 ～ 19 歳 45 46.7 8.9 6.7 33.3 35.6 8.9 15.6  - 35.6

20 ～ 29 歳 89 40.4 16.9 14.6 38.2 32.6 15.7 14.6  - 16.9

30 ～ 39 歳 156 53.8 19.9 17.3 23.7 23.7 9.6 15.4  - 19.2

40 ～ 49 歳 141 37.6 29.1 19.1 22.0 19.9 14.2 13.5 1.4 23.4

50 ～ 59 歳 192 35.4 32.3 25.5 18.2 15.1 14.1 12.5 1.0 27.6

60 歳 以 上 359 18.9 30.1 28.7 10.0 7.8 17.0 5.3 1.4 40.7

女 性 ・ 16 ～ 19 歳 38 34.2 13.2 23.7 23.7 23.7 7.9 13.2  - 36.8

20 ～ 29 歳 111 59.5 25.2 12.6 44.1 19.8 10.8 20.7  - 10.8

30 ～ 39 歳 205 49.8 21.5 19.5 21.5 11.7 12.2 11.2  - 22.9

40 ～ 49 歳 219 50.7 29.7 28.8 24.7 17.4 13.7 12.8 1.4 14.6

50 ～ 59 歳 233 36.5 37.8 32.6 16.7 11.6 18.9 15.5 1.7 22.7

60 歳 以 上 391 26.1 23.3 26.6 14.3 12.5 13.0 7.9 0.8 39.4

〔言葉の使い方に対する意識〕

気 を 遣 っ て い る （ 計 ） 1,538 40.1 32.3 28.7 20.4 16.6 16.2 11.8 1.1 20.3

気を遣っていない（計） 638 30.1 13.3 13.5 19.6 12.7 8.9 11.1 0.3 45.6
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3．敬語の使い方の間違い 

 

問 3〔回答票〕最近，敬語の使い方に間違いが多くなってきているという指摘がありますが，あな

たはそう思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「そう思う」「少しそう思う」と答えた人に） 

付問〔回答票〕では，どのような間違いが多いと思いますか。ここに挙げた中にあれば幾つでも選

んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敬語の使い方に間違いが多くなってきていると思うかを尋ねた。 

「そう思う」が 43.0％，「少しそう思う」が 38.0％で，両方を合わせた「そう思う(計)」は 81.0％と

8割を占めている。一方，「そう思わない」が 4.4％，「余りそう思わない」が 11.0％で，これらを合わ

せた「そう思わない（計）」は 15.4％となっている。 

地域ブロック別に見ると，すべての地域ブロックで「そう思う（計）」の割合が「そう思わない（計）」

の割合を大きく上回っているが，特に北海道（85.1％）と中部（84.1％）で高くなっている。一方，四

国（70.7％）では 7割と他の地域ブロックよりも低くなっている。 

性別に見ると，男女差はほとんど見られない。 

性・年齢別に見ると，「そう思う（計）」の割合は，女性の 40～50代でほぼ 9割と高く，男女の 16～

19歳と女性の 60歳以上で 7割台前半と低くなっている。 

言葉の使い方に対する意識別に見ると，「気を遣っている（計）」と回答した人で「そう思う（計）」

の割合が高くなっている（図 2参照）。 

尊敬語，謙譲語，丁寧語の使い
方が間違っている

敬語が必要な場面なのに敬語が
使われていないことが多い

敬語が不必要な場面なのに敬語
を使っていることが多い

二重敬語などの過剰な敬語を用
いた表現が多い

分からない

(%)

51.1

35.6

25.1

2.2

55.2

0 20 40 60

(n=1,766)

(%)

43.0 38.0 11.0 4.4 3.6(n=2,179)

そう思う 余りそう

思わない

そう

思わない

分から

ない

少しそう

思う

そう

思う

（計）

そう

思わない

（計）

81.0 15.4
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図 2 敬語の使い方の間違い（地域ブロック別，性別，性・年齢別，言葉の使い方に対する意識別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

総 数 (2,179) 81.0 15.4

北 海 道 (   94) 85.1 14.9

東 北 (  164) 79.3 17.7

関 東 (  709) 82.2 13.5

北 陸 (  102) 80.4 14.7

中 部 (  308) 84.1 13.6

近 畿 (  347) 81.6 17.0

中 国 (  128) 77.3 16.4

四 国 (   75) 70.7 20.0

九 州 (  252) 78.2 17.5

男 性 (  982) 79.7 16.1

女 性 (1,197) 82.1 14.8

男 性 ・ 16 ～ 19 歳 (   45) 71.1 24.4

20 ～ 29 歳 (   89) 79.8 16.9

30 ～ 39 歳 (  156) 85.3 10.3

40 ～ 49 歳 (  141) 78.7 17.7

50 ～ 59 歳 (  192) 82.8 13.0

60 歳 以 上 (  359) 77.2 18.4

女 性 ・ 16 ～ 19 歳 (   38) 71.1 26.3

20 ～ 29 歳 (  111) 86.5 9.9

30 ～ 39 歳 (  205) 84.4 13.7

40 ～ 49 歳 (  219) 90.0 8.2

50 ～ 59 歳 (  233) 89.3 9.9

60 歳 以 上 (  391) 72.1 22.3

気を遣っている(計) (1,538) 86.8 11.4

気を遣っていない(計) (  638) 67.2 25.1
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多いと思う間違い 

 

敬語の使い方に間違いが多くなってきていると思うかについて「そう思う」「少しそう思う」と答え

た人（全体の 81.0％）に，どのような間違いが多いかを尋ねた（選択肢の中から幾つでも回答）。 

「尊敬語，謙譲語，丁寧語の使い方が間違っている」（55.2％）と「敬語が必要な場面なのに敬語が

使われていないことが多い」（51.1％）が 5割強で挙げられている。以下，「敬語が不必要な場面なのに

敬語を使っていることが多い」（35.6％），「二重敬語などの過剰な敬語を用いた表現が多い」（25.1％）

となっている。 

地域ブロック別に見ると，「尊敬語，謙譲語，丁寧語の使い方が間違っている」は関東（57.6％），中

部（57.1％），近畿（59.0％）で高く，「敬語が必要な場面なのに敬語が使われていないことが多い」は

北陸（59.8％），四国（60.4％）で高くなっている。 

性別に見ると，「二重敬語などの過剰な敬語を用いた表現が多い」(男性 21.5％，女性 28.0％)は女性

が高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「尊敬語，謙譲語，丁寧語の使い方が間違っている」は男性の 16～19歳，30～

40 代と女性の 20 代，40 代で 6 割を超えている。「敬語が必要な場面なのに敬語が使われていないこと

が多い」は女性の 16～19歳で 7割となっている。「敬語が不必要な場面なのに敬語を使っていることが

多い」は男女とも若年層に比べ高年層で高くなっており，男性の 50代，女性の 50代，60歳以上で 4割

を超えている。「二重敬語などの過剰な敬語を用いた表現が多い」は男性の 20代，女性の 20～30代で 3

割を超えている。 

言葉の使い方に対する意識別に見ると，「敬語が必要な場面なのに敬語が使われていないことが多い」

は「気を遣っている（計）」と回答した人と「気を遣っていない（計）」と回答した人で差が見られない

が，「尊敬語，謙譲語，丁寧語の使い方が間違っている」，「敬語が不必要な場面なのに敬語を使ってい

ることが多い」，「二重敬語などの過剰な敬語を用いた表現が多い」はいずれも「気を遣っている（計）」

と回答した人が「気を遣っていない（計）」と回答した人よりも高い割合になっている（表 2参照）。 
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表 2 多いと思う間違い（地域ブロック別，性別，性・年齢別，言葉の使い方に対する意識別） 

 (%)

ｎ

尊敬語，謙
譲語，丁寧
語の使い方
が間違って
いる

敬語が必要
な場面なの
に敬語が使
われていな
いことが多
い

敬語が不必
要な場面な
のに敬語を
使っている
ことが多い

二重敬語な
どの過剰な
敬語を用い
た表現が多
い

総 数 1,766 55.2 51.1 35.6 25.1

〔 地 域 ブ ロ ッ ク 〕

北 海 道 80 40.0 55.0 37.5 15.0

東 北 130 52.3 53.1 27.7 20.0

関 東 583 57.6 50.6 37.6 27.6

北 陸 82 54.9 59.8 31.7 24.4

中 部 259 57.1 44.4 32.8 25.5

近 畿 283 59.0 54.1 38.2 28.3

中 国 99 54.5 47.5 40.4 19.2

四 国 53 39.6 60.4 18.9 18.9

九 州 197 52.8 49.7 37.6 24.9

〔 性 〕

男 性 783 54.0 51.0 34.2 21.5

女 性 983 56.2 51.2 36.6 28.0

〔 性 ・ 年 齢 〕

男 性 ・ 16 ～ 19 歳 32 62.5 56.3 12.5 9.4

20 ～ 29 歳 71 56.3 46.5 25.4 31.0

30 ～ 39 歳 133 63.2 49.6 28.6 24.1

40 ～ 49 歳 111 63.1 51.4 33.3 21.6

50 ～ 59 歳 159 49.7 52.8 45.9 20.1

60 歳 以 上 277 46.9 50.9 35.4 19.9

女 性 ・ 16 ～ 19 歳 27 48.1 70.4 14.8 25.9

20 ～ 29 歳 96 61.5 50.0 30.2 34.4

30 ～ 39 歳 173 57.2 41.6 34.7 34.1

40 ～ 49 歳 197 66.0 53.8 32.5 27.4

50 ～ 59 歳 208 59.6 51.4 42.3 26.9

60 歳 以 上 282 45.0 53.5 40.8 23.4

〔言葉の使い方に対する意識〕

気 を 遣 っ て い る （ 計 ） 1,335 57.4 51.3 37.6 26.8

気を遣っていない（計） 429 48.7 50.3 29.4 19.8
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4．これからの敬語の在り方 

 

問 4〔回答票〕あなたは，これからの時代の敬語はどうあるべきだと思いますか。あなたの考えが 

(a)と(b)のどちらに近いかをお答えください。 

 

 

(a) 新しい時代にふさわしく，敬語は簡単で分かりやすいものであるべきだ（＊1） 

(b) 敬語は伝統的な美しい日本語として，豊かな表現が大切にされるべきだ（＊2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（＊1）平成 9年度調査では「(a) 敬語は簡単で分かりやすいものであるべきだ」 

（＊2）平成 9年度調査では「(b) 敬語は美しい日本語として，豊かな表現が大切にされるべきだ」 

 

 

これからの時代の敬語の在り方について，「(a) 新しい時代にふさわしく，敬語は簡単で分かりやす

いものであるべきだ」と「(b) 敬語は伝統的な美しい日本語として，豊かな表現が大切にされるべきだ」

の二つの考え方のどちらに近いかを尋ねた。 

(a)の「簡単で分かりやすいものであるべきだ」に近いと答えた人は 33.6％にとどまり，(b)の「豊か

な表現が大切にされるべきだ」に近いと答えた人が 53.6％と 20ポイント上回る結果となった。また，｢ど

ちらとも言えない｣と意見を保留した人の割合は 11.0％となっている。 

平成 9 年度調査結果と比較すると，「簡単で分かりやすいものであるべきだ」と答えた人が 8 ポイン

ト減少し，「豊かな表現が大切にされるべきだ」と答えた人が 7 ポイント増加して，両者の差が 5 ポイ

ントから 20ポイントに広がっている。 

地域ブロック別に見ると，すべての地域ブロックで「豊かな表現が大切にされるべきだ」と答えた人

が過半数を占める結果となっているが，中でも北海道（59.6％），東北（56.1％），四国（57.3％），九

州（58.3％）で 6割に近い。 

性別による差は見られない。 

性・年齢別に見ると，男性では 16～19 歳で「簡単で分かりやすいものであるべきだ」への回答が 5

割を超え，「豊かな表現が大切にされるべきだ」の割合を 24ポイント上回るのに対し，60歳以上では「豊

かな表現が大切にされるべきだ」がほぼ 6割を占め，「簡単で分かりやすいものであるべきだ」を 34ポ

イント上回っている。女性では 30代でのみ「豊かな表現が大切にされるべきだ」が 5割を切り，「簡単

で分かりやすいものであるべきだ」が 4割を超えている。その他の年代では「豊かな表現が大切にされ

るべきだ」が過半数を占め，特に 40代で 6割強となっている。 

言葉の使い方に対する意識別に見ると，「豊かな表現が大切にされるべきだ」は「気を遣っている（計）」

と回答した人で 6割近くとなっているが，「気を遣っていない（計）」と回答した人では 5割を下回って

いる（図 3参照）。 

(%)

33.6 53.6 11.0 1.8
(n=2,179)

(a)の考え方に近い どちらとも

言えない

分から

ない

(b)の考え方に近い

【41.4】 【10.2】【46.9】 【1.4】

【  】内は平成9年度調査結果(n=2,190)
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図 3 これからの敬語の在り方（地域ブロック別，性別，性・年齢別，言葉の使い方に対する意識別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

総 数 (2,179)

北 海 道 (   94)

東 北 (  164)

関 東 (  709)

北 陸 (  102)

中 部 (  308)

近 畿 (  347)

中 国 (  128)

四 国 (   75)

九 州 (  252)

男 性 (  982)

女 性 (1,197)

男 性 ・ 16 ～ 19 歳 (   45)

20 ～ 29 歳 (   89)

30 ～ 39 歳 (  156)

40 ～ 49 歳 (  141)

50 ～ 59 歳 (  192)

60 歳 以 上 (  359)

女 性 ・ 16 ～ 19 歳 (   38)

20 ～ 29 歳 (  111)

30 ～ 39 歳 (  205)

40 ～ 49 歳 (  219)

50 ～ 59 歳 (  233)

60 歳 以 上 (  391)

気を遣っている(計) (1,538)

気を遣っていない(計) (  638)

30.9

28.0

37.7

35.3

33.1

35.2

34.4

18.7

28.6

34.3

33.0

51.1

37.8

33.3

44.8

26.2

28.9

32.4

23.3

33.0

34.5

32.3

36.7

53.6

56.1

50.6

53.9

54.5

53.0

50.0

57.3

58.3

52.1

54.8

26.7

47.2

48.7

53.9

47.4

59.9

55.3

54.1

48.8

63.5

53.2

57.3

44.7

11.0

10.9

10.7

10.1

21.3

9.5

10.6

18.0

12.3

12.6

9.3

11.4

10.7

10.0

9.5

14.6

0.9

0.8

4.1

31.5

33.6

41.5

54.9

59.6 8.5

9.9

12.2

13.3

13.2

6.8

11.6

7.8

14.8

11.4

2.3

1.3

1.8

0.5

2.6

1.7

1.0

2.8

1.3

3.4

1.1

1.8

4.3

0.8

2.9

1.6

1.7

0.8

2.7

3.6

2.1

1.6

8.9

(%)

〔 地 域 ブ ロ ッ ク 〕

〔 性 〕

〔 性 ・ 年 齢 〕

ｎ

簡単で分かりやすい
ものであるべき

どちらとも
言えない

分からない

豊かな表現が大切
にされるべき

〔言葉の使い方に対する意識〕



 (14)

5．敬語か否か 

 

問 5〔回答票〕あなたは，ここに挙げる(1)から(10)の下線部分が敬語だと思いますか，それとも敬

語だとは思いませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）から（10）の言い方について，それが敬語だと思うかどうかを尋ねた。 

（１）は，聞き手に対する丁寧な気持ちを表す丁寧語で，敬語の一種である。（３）は，美化語とも

言い，自分の言葉遣いを上品なものにする敬語の一種である。（４）は，謙譲表現である「お願いする」

の敬意を更に高めた言い方に丁寧語の「ます」を加えたものである。（５）は，「知っている」ことを敬

って言う尊敬語である。（７）は，動詞「する」の尊敬語である「なさる」の命令形で，話し手と同等

(n=2,179)

(１) 私は野菜を食べます

(２) あしたは晴れてほしい

(３) お茶を飲みましょう

(４) よろしくお願い申し上げます

(５) あの方は何でも御存じだ

(６) あの方にはとても感謝している

(７) そこに座りなさい

(８) そこに座ってもらえる？

(９)
すまないが，そこの鉛筆を取って
くれないか

(10) 社会のために微力を尽くしたい

(%)

18.1

11.1

9.5

7.1

17.6

65.8

84.2

32.4

6.2

18.3 77.9

90.0

64.3

14.1

30.6

79.7

89.9

76.0

86.4

85.5

5.9

3.9

3.3

3.8

4.1

3.4

1.7

3.6

3.0

2.7

敬語だと思う 分からない敬語だと思わない

【10.9】 【85.3】 【3.8】

【2.9】 【93.8】 【3.3】

【24.1】 【72.7】 【3.2】

【89.2】 【9.3】【1.5】

【62.9】 【32.4】 【4.7】

【19.7】 【76.4】 【3.9】

【4.3】 【93.0】 【2.7】

【  】内は平成8年度調査結果(n=2,240)

【8.3】 【87.1】 【4.6】

【11.3】 【85.0】 【3.7】

【16.6】 【77.9】 【5.5】
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以下の相手に対して用いられるのが普通である。（10）は，「微力」を自分の力量をへりくだって言う場

合の謙譲語的な用法と見る考えもある。（２）（６）（８）（９）には，敬語形式は用いられていない。 

以下，（１）から（10）の言い方について，平成 8 年度調査結果との比較，及び地域ブロック別，性

別，性・年齢別の割合を，個々に見ていく（表 3参照）。 

 

(１)私は野菜を食べます 

「敬語だと思う」が 18.3％，「敬語だと思わない」が 77.9％と 8割近くを占めている。 

平成 8年度調査結果と比較すると，「敬語だと思う」が 7ポイント増加し，「敬語だと思わない」が 7

ポイント減少している。 

地域ブロック別に見ると，いずれの地域でも「敬語だと思わない」が 7 割以上を占めており，四国

（84.0％）で最も高い。 

性別による差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「敬語だと思う」は男女の 16～19 歳と女性の 20 代で 3 割台となっている。一

方，「敬語だと思わない」は男女とも 30～50代で 8割を超えている。 

 

(２)あしたは晴れてほしい 

「敬語だと思う」が 6.2％，「敬語だと思わない」が 90.0％と 9割を占めている。 

平成 8年度調査結果と比較すると，「敬語だと思う」が 3ポイント増加し，「敬語だと思わない」が 4

ポイント減少している。 

地域ブロック別に見ると，四国でのみ「敬語だと思う」が 1割を超えている。 

性別による差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「敬語だと思う」は男女の 60歳以上で高いほか，男性の 16～19歳と 50代でも

やや高くなっている。 

 

(３)お茶を飲みましょう 

「敬語だと思う」が 32.4％，「敬語だと思わない」が 64.3％と 6割強を占めている。 

平成 8年度調査結果と比較すると，「敬語だと思う」が 8ポイント増加し，「敬語だと思わない」が 8

ポイント減少している。 

地域ブロック別に見ると，いずれの地域でも「敬語だと思わない」が過半数を占めているが，四国

（78.7％）で高く，北陸（57.8％），九州（57.1％）で低い。 

性別による差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「敬語だと思わない」は男性の 40～50代，女性の 30代，50代で 7割近くとな

っているのに対し，男性の 16～19歳と 20代では 5割強になり，「敬語だと思う」が 4割を超えている。 

 

(４)よろしくお願い申し上げます 

「敬語だと思う」が 84.2％と大半を占め，「敬語だと思わない」が 14.1％となっている。 

平成 8年度調査結果と比較すると，「敬語だと思う」が 5ポイント減少し，「敬語だと思わない」が 5

ポイント増加している。 

地域ブロック別に見ると，いずれの地域でも「敬語だと思う」が多数を占めているが，北陸（88.2％），

中部（87.0％），四国（89.3％），九州（86.5％）で高く，北海道（79.8％）と中国（79.7％）で低くな

っている。 

性別による差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「敬語だと思う」は女性の 16～19歳（94.7％）で高くなっている。 
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(５)あの方は何でも御存じだ 

「敬語だと思う」が 65.8％と，「敬語だと思わない」の 30.6％を上回っている。 

平成 8年度調査結果と比較すると，「敬語だと思う」が 3ポイント増加し，「敬語だと思わない」が 2

ポイント減少している。 

地域ブロック別に見ると，「敬語だと思う」は最も高い四国で 70.7％，最も低い中国で 57.0％と 14

ポイントの差が開いている。 

性別に見ると，「敬語だと思う」（男性 63.6％，女性 67.6％）は女性で高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「敬語だと思う」の割合は男性では余り差がないが，女性では 16～19歳で 8割

強，30代で 7割強と高くなっているのに対し，20代で 6割を切っている。 

 

(６)あの方にはとても感謝している 

「敬語だと思う」が 17.6％，「敬語だと思わない」が 79.7％とほぼ 8割を占めている。 

平成 8年度調査結果と比較すると，「敬語だと思う」が 2ポイント減少し，「敬語だと思わない」が 3

ポイント増加している。 

地域ブロック別に見ると，「敬語だと思わない」は東北（71.3％）と中国（69.5％）で 7 割前後と低

く，それ以外の地域ブロックでは 8割前後となっている。 

性別による差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「敬語だと思わない」は男性では 20～40 代，女性では 50 代以下のすべての年

代で 8割以上の割合になっているが，男女とも 60歳以上で 7割を下回っている。 

 

(７)そこに座りなさい 

「敬語だと思う」が 7.1％，「敬語だと思わない」が 89.9％とほぼ 9割を占めている。 

平成 8年度調査結果と比較すると，「敬語だと思う」が 3ポイント増加し，「敬語だと思わない」が 3

ポイント減少している。 

地域ブロック別に見ると，いずれの地域でも「敬語だと思わない」が圧倒的に多いが，東北（84.1％）

と中国（83.6％）で他の地域ブロックより低くなっている。中国では「敬語だと思う」の割合が唯一 1

割を超えている。 

性別による差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「敬語だと思わない」は男女の 30～50 代及び女性の 16～19 歳で 9 割を超える

ほか他の年代でも 8 割以上となっている。「敬語だと思う」は男性の 16～19 歳，男女の 60 歳以上で 1

割前後となっている。 

 

(８)そこに座ってもらえる？ 

「敬語だと思う」が 9.5％，「敬語だと思わない」が 86.4％を占めている。 

平成 8年度調査結果と比較すると，ほとんど変化は見られない。 

地域ブロック別に見ると，「敬語だと思わない」は，四国（98.7％）で最も高く，東北（79.3％）で

最も低い。 

性別に見ると，「敬語だと思わない」（男性 84.4％，女性 88.1％）は女性の方が高く，「敬語だと思う」

（男性 11.7％，女性 7.7％）は男性の方が高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「敬語だと思わない」は男性の 30代，女性の 20～40代で 9割を超えているが，

男性の 60代では 8割を下回っている。「敬語だと思う」は男女とも 50代以上の年代で高くなっている。 
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(９)すまないが，そこの鉛筆を取ってくれないか 

「敬語だと思う」が 11.1％，「敬語だと思わない」が 85.5％を占めている。 

平成 8年度調査結果と比較しても，ほとんど変化はない。 

地域ブロック別に見ると，いずれの地域でも「敬語だと思わない」が 8 割以上を占めており，四国

（92.0％）では 9割を超えている。 

性別による差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「敬語だと思わない」は男性の 30 代，女性の 30～40 代で 9 割を超えている。

男女とも 60歳以上で「敬語だと思わない」が 8割を下回り，「敬語だと思う」の割合が他の年代よりも

高くなっている。このほか，男女の 16～19歳でも「敬語だと思う」の割合が高くなっている。 

 

(10)社会のために微力を尽くしたい 

「敬語だと思う」が 18.1％，「敬語だと思わない」が 76.0％と約 4分の 3を占めている。 

平成 8年度調査結果と比較すると，「敬語だと思う」が 2ポイント増加し，「敬語だと思わない」が 2

ポイント減少している。 

地域ブロック別に見ると，「敬語だと思わない」は北海道（80.9％），北陸（81.4％），近畿（81.6％）

で 8割を超えるのに対し，東北（68.3％），中国（68.0％）では 7割を下回っている。 

性別に見ると，「敬語だと思う」（男性 20.1％，女性 16.5％）は男性の方が高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「敬語だと思わない」は男性の 40 代と女性の 20～50 代で 8 割を超えている。

男性の 16～19歳では「敬語だと思わない」が 6割にとどまり，「敬語だと思う」が 3割を超えている。 

 



 
(
1
8
)

  
表3　敬語か否か（地域ブロック別，性別，性・年齢別）

(%)

ｎ
敬語だと
思う

敬語だと
思わない

敬語だと
思う

敬語だと
思わない

敬語だと
思う

敬語だと
思わない

敬語だと
思う

敬語だと
思わない

敬語だと
思う

敬語だと
思わない

総 数 2,179 18.3 77.9 6.2 90.0 32.4 64.3 84.2 14.1 65.8 30.6

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 12.8 80.9 6.4 89.4 28.7 69.1 79.8 18.1 61.7 34.0

東 北 164 23.2 73.2 7.9 87.2 33.5 62.2 83.5 13.4 68.3 26.8

関 東 709 16.4 78.7 6.2 89.8 32.0 64.0 83.5 14.2 63.8 32.2

北 陸 102 20.6 74.5 2.9 93.1 38.2 57.8 88.2 10.8 61.8 33.3

中 部 308 19.5 77.9 7.5 89.0 34.4 63.6 87.0 12.3 67.9 29.5

近 畿 347 18.7 79.5 5.2 92.5 29.1 67.7 82.4 16.7 69.5 28.5

中 国 128 16.4 80.5 7.8 89.1 30.5 68.0 79.7 19.5 57.0 39.8

四 国 75 13.3 84.0 14.7 80.0 20.0 78.7 89.3 8.0 70.7 25.3

九 州 252 21.8 73.4 3.2 92.5 38.9 57.1 86.5 11.9 68.7 27.4

〔 性 〕

男 性 982 17.7 78.4 6.7 89.6 32.5 63.3 84.1 14.0 63.6 32.9

女 性 1,197 18.7 77.4 5.8 90.3 32.4 65.1 84.3 14.3 67.6 28.7

〔 性 ・ 年 齢 〕

男性・ 16～ 19歳 45 31.1 66.7 8.9 88.9 42.2 51.1 86.7 11.1 62.2 35.6

20～ 29歳 89 23.6 73.0 4.5 92.1 40.4 55.1 84.3 13.5 66.3 30.3

30～ 39歳 156 18.6 80.1 2.6 95.5 37.2 59.6 87.2 12.8 61.5 36.5

40～ 49歳 141 12.8 85.1 3.5 95.7 27.7 69.5 83.7 15.6 64.5 32.6

50～ 59歳 192 17.7 80.2 7.8 89.6 28.6 68.2 83.3 16.1 61.5 36.5

60歳以上 359 16.2 76.9 9.5 84.1 31.2 63.5 83.0 13.1 64.9 29.8

女性・ 16～ 19歳 38 31.6 68.4  - 100.0 36.8 63.2 94.7 5.3 84.2 15.8

20～ 29歳 111 30.6 64.9 2.7 94.6 37.8 60.4 82.0 16.2 59.5 36.0

30～ 39歳 205 15.6 81.0 3.4 94.6 29.3 68.8 82.9 16.1 72.2 24.9

40～ 49歳 219 17.8 80.4 3.2 94.1 30.6 65.8 82.6 17.4 64.8 32.0

50～ 59歳 233 15.5 82.8 5.6 92.3 29.6 69.1 86.3 12.4 66.1 31.3

60歳以上 391 18.2 75.2 10.2 82.6 34.8 61.9 84.4 13.0 68.3 26.6

(5) あの方は何でも
御存じだ

(1) 私は野菜を食べ
ます

(2) あしたは晴れて
ほしい

(3) お茶を飲みま
しょう

(4) よろしくお願い
申し上げます



 
(
1
9
)

表3（続き）　敬語か否か（地域ブロック別，性別，性・年齢別）
(%)

ｎ
敬語だと
思う

敬語だと
思わない

敬語だと
思う

敬語だと
思わない

敬語だと
思う

敬語だと
思わない

敬語だと
思う

敬語だと
思わない

敬語だと
思う

敬語だと
思わない

総 数 2,179 17.6 79.7 7.1 89.9 9.5 86.4 11.1 85.5 18.1 76.0

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 18.1 79.8 2.1 95.7 11.7 83.0 10.6 83.0 14.9 80.9

東 北 164 25.0 71.3 9.1 84.1 12.2 79.3 12.8 84.1 25.6 68.3

関 東 709 15.1 82.1 7.2 90.1 8.5 88.2 10.9 84.5 18.2 75.7

北 陸 102 15.7 80.4 9.8 88.2 13.7 82.4 13.7 84.3 14.7 81.4

中 部 308 20.5 78.9 6.5 90.6 9.1 86.4 14.3 83.8 17.5 77.3

近 畿 347 15.0 82.4 6.3 91.6 11.0 86.7 9.5 88.5 15.3 81.6

中 国 128 28.1 69.5 13.3 83.6 8.6 85.9 11.7 83.6 21.1 68.0

四 国 75 20.0 78.7 4.0 94.7  - 98.7 6.7 92.0 17.3 70.7

九 州 252 14.7 81.0 5.6 90.1 9.9 85.3 9.1 87.3 18.7 74.2

〔 性 〕

男 性 982 19.0 78.4 6.8 90.2 11.7 84.4 12.3 84.5 20.1 74.7

女 性 1,197 16.5 80.8 7.3 89.6 7.7 88.1 10.1 86.2 16.5 77.0

〔 性 ・ 年 齢 〕

男性・ 16～ 19歳 45 22.2 75.6 11.1 86.7 6.7 88.9 15.6 82.2 31.1 62.2

20～ 29歳 89 10.1 86.5 4.5 89.9 9.0 87.6 7.9 87.6 16.9 76.4

30～ 39歳 156 10.3 89.7 3.2 95.5 7.1 91.0 5.1 94.2 20.5 76.9

40～ 49歳 141 11.3 88.7 2.1 97.2 8.5 89.4 10.6 88.7 14.9 83.0

50～ 59歳 192 21.4 77.1 8.3 90.1 13.5 83.9 11.5 86.5 17.2 77.1

60歳以上 359 26.5 68.5 9.5 85.8 15.3 78.6 17.3 77.2 22.8 70.5

女性・ 16～ 19歳 38 5.3 92.1 2.6 94.7 5.3 89.5 7.9 89.5 15.8 78.9

20～ 29歳 111 10.8 87.4 7.2 87.4 3.6 93.7 8.1 88.3 15.3 80.2

30～ 39歳 205 13.7 84.9 5.4 94.1 5.4 93.7 4.9 94.1 15.1 82.4

40～ 49歳 219 10.5 86.8 3.7 93.6 5.9 92.2 5.9 91.8 11.9 81.7

50～ 59歳 233 12.9 85.0 4.7 93.1 9.9 86.7 10.7 87.1 12.4 82.4

60歳以上 391 26.1 69.8 12.3 83.1 10.0 81.8 15.6 77.5 22.5 67.3

(10) 社会のために
微力を尽くしたい

(6) あの方にはとて
も感謝している

(7) そこに座りなさ
い

(8) そこに座っても
らえる？

(9) すまないが，そ
この鉛筆を取ってく
れないか



 (20)

6．人間関係と敬語（敬語を使って話すべき相手か否か） 

 

問 6〔回答票〕ここに挙げた(1)から(10)で，(a)にとって(b)は敬語を使って話すべきだと思います

か。それとも，そうは思いませんか。まず，「子にとって親は敬語を使って話すべき相手だと

思いますか」については，どうですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　(n=2,179)

(１) (a)子→(b)親

(２)
(a)年下のきょうだい→
 (b)年上のきょうだい

(３) (a)学生・生徒→(b)教師

(４)
(a)学校のクラブの後輩→
 (b)同じクラブの先輩

(５) (a)年下の人→(b)年上の人

(６) (a)店の人→(b)店の客

(７) (a)店の客→(b)店の人

(８) (a)患者→(b)医師

(９) (a)医師→(b)患者

(10)
(a)ものを頼む立場の人→
 (b)ものを頼まれる立場の人

(%)

74.3

44.1

62.1

22.7

77.1

68.7

62.8

85.6

10.7

23.0 44.7

34.2

10.8

26.6

25.7

13.5

37.3

20.5

22.6

32.0

4.5

31.7

2.9

54.1

14.5

22.3

9.2

5.0

38.8

8.5

0.8

1.5

0.7

1.1

0.9

0.7

1.4

0.6

1.1

0.6

敬語を使って
話すべき相手
だと思う

分から
ない

敬語を使って
話すべき相手
だと思わない

場合による
と思う

【22.9】 【42.3】 【0.8】

【15.0】 【57.7】 【1.2】

【83.7】 【4.8】【10.8】

【60.4】 【14.1】【2.6】

【68.5】 【6.3】【0.5】

【75.9】 【8.7】【0.9】

【26.5】 【36.8】 【1.3】

【74.7】 【10.3】【0.9】

【42.7】 【23.2】 【1.7】

【75.8】 【4.2】【0.8】

【33.9】

【26.1】

【0.7】

【22.9】

【24.7】

【14.6】

【35.4】

【14.2】

【32.4】

【19.1】

【  】内は平成9年度調査結果(n=2,190)

(６)～(10)は，(a)と(b)の年齢は同じくらいとします
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それぞれの立場や関係によって，敬語を使って話すべき相手だと思うかどうかを，10の例を挙げて尋

ねた。 

「敬語を使って話すべき相手だと思う」の割合が最も高いのは，「学生・生徒にとって教師」で 85.6％

と 8割を超えている。次いで，「店の人にとって店の客」（77.1％），「ものを頼む立場の人にとってもの

を頼まれる立場の人」（74.3％）も 7 割以上の人が「敬語を使って話すべき相手だと思う」と答えてい

る。以下，「年下の人にとって年上の人」（68.7％），「学校のクラブの後輩にとって同じクラブの先輩」

（62.8％），「患者にとって医師」（62.1％）も 6 割以上が「敬語を使って話すべき相手だと思う」と答

えている。「医師にとって患者」（44.1％）は「敬語を使って話すべき相手だと思う」が半数を下回り，

「子にとって親」（23.0％），「店の客にとって店の人」（22.7％），「年下のきょうだいにとって年上のき

ょうだい」（10.7％）は「敬語を使って話すべき相手だと思わない」の割合の方が高くなっている。 

以下，それぞれの関係や立場について，平成 9 年度調査結果との比較，及び地域ブロック別，性別，

性・年齢別に見ていく（表 4参照）。 

 

(１)子にとって親 

「子にとって親」は「敬語を使って話すべき相手だと思う」人の割合が 23.0％で，「敬語を使って話

すべき相手だと思わない」（31.7％）人の割合が上回るが，「場合によると思う」が 44.7％で最も高くな

っている。 

平成 9 年度調査結果と比較すると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」の割合に変化は見られな

いが，「敬語を使って話すべき相手だと思わない」が 11ポイントの減少，「場合によると思う」が 11ポ

イントの増加となっている。 

地域ブロック別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は中部（28.6％）で高く，四国

（13.3％）で低い。 

性別に見ると，女性で「場合によると思う」（男性 41.9％，女性 47.0％）が高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は男性の 40 代と 60 歳以上で 3 割近く

となっている。一方，男女とも 16～19歳と 20代で 1割台にとどまっている。 

 

(２)年下のきょうだいにとって年上のきょうだい 

「年下のきょうだいにとって年上のきょうだい」は「敬語を使って話すべき相手だと思う」人の割合

が 10.7％で，「敬語を使って話すべき相手だと思わない」は 54.1％と過半数に及んでいる。「場合によ

ると思う」は 34.2％となっている。 

平成 9 年度調査結果と比較すると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」，「敬語を使って話すべき

相手だと思わない」共に 4ポイント減少し，「場合によると思う」が 8ポイントの増加となっている。 

地域ブロック別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は北陸（14.7％），中国（14.1％），

九州（13.1％）でやや高く，四国（4.0％）で低い。 

性別による差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は男性は 50 歳代，女性は 60 歳以上で

最も高くなっている。 

 

(３)学生・生徒にとって教師 

「学生・生徒にとって教師」は「敬語を使って話すべき相手だと思う」人の割合が 85.6％を占め，「敬

語を使って話すべき相手だと思わない」は 2.9％，「場合によると思う」は 10.8％となっている。 

平成 9年度調査結果と比較すると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」が 2ポイント増加，「敬語

を使って話すべき相手だと思わない」が 2ポイントの減少となっている。 
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地域ブロック別に見ると，いずれの地域でも「敬語を使って話すべき相手だと思う」が 8割以上を占

めているが，九州（89.3％）で最も高く，四国（80.0％）で最も低い。 

性別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」（男性 84.0％，女性 87.0％）は女性でやや高

くなっている。 

性・年齢別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は女性の 20 代と 40 代で 9 割を超えて

いるが，男性の 20代と 40代，女性の 16～19歳では 7割台となっている。 

 

(４)学校のクラブの後輩にとって同じクラブの先輩 

「学校のクラブの後輩にとって同じクラブの先輩」は「敬語を使って話すべき相手だと思う」人の割

合が 62.8％と過半数に及んでいる。「敬語を使って話すべき相手だと思わない」は 9.2％，「場合による

と思う」は 26.6％となっている。 

平成 9年度調査結果と比較すると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」が 2ポイント増加，「敬語

を使って話すべき相手だと思わない」が 5 ポイント減少，「場合によると思う」が 4 ポイント増加とな

っている。 

地域ブロック別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は近畿（70.9％）で高く，四国

（52.0％）で低い。 

性別ではほとんど差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は男性の 20 代と女性の 16～19 歳で 7

割を超えているが，男性の 16～19歳，男女の 60歳以上で 5割台となっている。 

 

(５)年下の人にとって年上の人 

「年下の人にとって年上の人」は「敬語を使って話すべき相手だと思う」人の割合が 68.7％と 7割近

くを占め，「敬語を使って話すべき相手だと思わない」が 5.0％，「場合によると思う」が 25.7％となっ

ている。 

平成 9年度調査結果と比較すると，ほとんど変化は見られない。 

地域ブロック別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は東北（73.8％），中国（75.0％），

九州（73.4％）で高く，四国（61.3％）で低い。 

性別に見ると，余り差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は男女ともそれぞれ 50 代で最も高く，

男性は 30代より上の年代で，女性は 40代より上の年代で 7割前後となっている。男性では 16～19歳，

女性は 20代で最も低く 5割台となっている。 

 

(６)店の人にとって店の客 

「店の人にとって店の客」は「敬語を使って話すべき相手だと思う」人の割合が 77.1％で 8割近くを

占め，「敬語を使って話すべき相手だと思わない」が 8.5％，「場合によると思う」が 13.5％となってい

る。 

平成 9年度調査結果との比較では変化は見られない。 

地域ブロック別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は中部（80.2％），近畿（81.8％）

で 8割を超えているが，中国（68.8％）で 7割を切っている。 

性別による差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は男性は 30 代，女性は 20 代で 9 割近

くと最も高いが，女性の 60歳以上では 7割を下回っている。 
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(７)店の客にとって店の人 

「店の客にとって店の人」は「敬語を使って話すべき相手だと思う」人の割合が 22.7％で，「敬語を

使って話すべき相手だと思わない」（38.8％）人の割合が上回っている。「場合によると思う」は 37.3％

となっている。 

平成 9年度調査結果と比較すると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」が 4ポイント減少，「敬語

を使って話すべき相手だと思わない」，「場合によると思う」がそれぞれ 2ポイントの増加となっている。 

地域ブロック別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は東北（32.3％）で高く，四国

（13.3％）で低い。 

性別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」（男性 20.1％，女性 24.9％）は女性で高くな

っている。 

性・年齢別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は男女とも若年層で高くなっており，

特に男性の 16～19歳と女性の 20代で 4割を超えている。 

 

(８)患者にとって医師 

「患者にとって医師」は「敬語を使って話すべき相手だと思う」人の割合が 62.1％と過半数を超えて

いる。「敬語を使って話すべき相手だと思わない」が 14.5％，「場合によると思う」が 22.6％となって

いる。 

平成 9年度調査結果と比較すると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」が 13ポイントの減少，「敬

語を使って話すべき相手だと思わない」が 4 ポイント，「場合によると思う」が 8 ポイントの増加とな

っている。 

地域ブロック別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は近畿（67.7％），中国（71.9％）

で 7割前後となっているが，北海道（54.3％）で低くなっている。 

性別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」（男性 59.7％，女性 64.2％）は女性で高くな

っている。 

性・年齢別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は女性の 60歳以上で 7割強と高く，男

性の 40代で 5割を下回っている。 

 

(９)医師にとって患者 

「医師にとって患者」は「敬語を使って話すべき相手だと思う」人の割合が 44.1％で，「敬語を使っ

て話すべき相手だと思わない」（22.3％）人の割合を上回っている。「場合によると思う」は 32.0％とな

っている。 

平成 9年度調査結果と比較すると，ほとんど変化は見られない。 

地域ブロック別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は東北（54.3％），九州（54.4％）

で高く，中部（37.3％），四国（30.7％）で低い。 

性別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」（男性 46.2％，女性 42.4％）は男性で高くな

っている。 

性・年齢別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は男性の 30代より下の年代と女性の 20

代で 6割前後となっているが，男女とも 60歳以上では 3割台にとどまっている。 

 

(10)ものを頼む立場の人にとってものを頼まれる立場の人 

「ものを頼む立場の人にとってものを頼まれる立場の人」は「敬語を使って話すべき相手だと思う」

人の割合が 74.3％を占め，「敬語を使って話すべき相手だと思わない」が 4.5％，「場合によると思う」

が 20.5％となっている。 
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平成 9年度調査結果との比較では余り変化は見られない。 

地域ブロック別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」は北陸（79.4％）と中国（80.5％）

でほぼ 8割となっているが，中部（68.5％）で 7割を下回っている。 

性別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」（男性 72.5％，女性 75.7％）は女性で高くな

っている。 

性・年齢別に見ると，「敬語を使って話すべき相手だと思う」の割合は男女とも年齢が上がると高く

なる傾向がある。男性の 50代と女性の 60歳以上で 8割近くになるのに対し，男性の 16～19歳で 5割，

女性の 16～19歳で 6割強となっている。 

 



 
(
2
5
)

 
表4　人間関係と敬語（敬語を使って話すべき相手か否か）（地域ブロック別，性別，性・年齢別）

(%)
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手だと思
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ると思う

総 数 2,179 23.0 31.7 44.7 10.7 54.1 34.2 85.6 2.9 10.8 62.8 9.2 26.6 68.7 5.0 25.7

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 18.1 36.2 44.7 10.6 60.6 27.7 83.0 1.1 16.0 61.7 9.6 28.7 66.0 4.3 29.8

東 北 164 23.8 36.0 39.6 8.5 65.2 23.8 82.9 4.9 9.8 61.6 12.8 22.6 73.8 4.9 20.1

関 東 709 22.3 29.8 47.0 10.6 51.9 36.8 84.5 3.7 10.9 60.1 10.2 28.5 67.0 6.1 26.0

北 陸 102 24.5 33.3 41.2 14.7 57.8 26.5 87.3 4.9 7.8 66.7 8.8 23.5 67.6 8.8 22.5

中 部 308 28.6 23.7 47.4 10.4 47.4 41.6 87.0 0.6 12.3 63.0 6.2 29.9 65.9 2.6 31.5

近 畿 347 21.6 32.9 45.2 9.5 55.6 33.4 87.3 2.6 9.5 70.9 7.2 20.7 68.9 4.3 25.9

中 国 128 21.1 42.2 35.9 14.1 60.2 23.4 84.4 3.9 11.7 61.7 11.7 25.8 75.0 4.7 19.5

四 国 75 13.3 38.7 48.0 4.0 58.7 36.0 80.0  - 20.0 52.0 17.3 30.7 61.3 10.7 28.0

九 州 252 25.0 32.5 42.1 13.1 50.4 36.1 89.3 3.2 7.1 62.3 7.1 27.8 73.4 3.2 23.0

〔 性 〕

男 性 982 24.9 32.7 41.9 10.8 54.4 33.7 84.0 3.4 11.8 63.3 10.7 25.3 70.0 5.2 24.3

女 性 1,197 21.5 30.8 47.0 10.6 53.8 34.6 87.0 2.6 9.9 62.3 8.0 27.7 67.6 4.8 26.7

〔性・年 齢〕

男性・ 16～ 19歳 45 13.3 40.0 44.4 6.7 73.3 17.8 84.4 2.2 13.3 57.8 6.7 35.6 55.6  - 42.2

20～ 29歳 89 13.5 40.4 44.9 3.4 67.4 25.8 79.8 4.5 14.6 74.2 5.6 19.1 65.2 7.9 25.8

30～ 39歳 156 20.5 32.1 47.4 7.1 61.5 30.1 87.8 2.6 9.0 67.3 4.5 28.2 68.6 5.8 25.6

40～ 49歳 141 29.1 31.2 39.7 8.5 53.2 37.6 76.6 5.0 18.4 63.8 9.2 27.0 70.9 4.3 24.8

50～ 59歳 192 24.5 35.4 40.1 17.2 53.1 29.7 89.6 2.1 8.3 69.3 9.9 19.8 73.4 3.6 22.9

60歳以上 359 29.8 29.2 40.1 12.3 46.8 39.8 83.3 3.6 11.4 56.3 16.2 26.5 71.3 6.1 21.7

女性・ 16～ 19歳 38 10.5 55.3 34.2 5.3 76.3 18.4 76.3 2.6 21.1 71.1 2.6 26.3 63.2 2.6 34.2

20～ 29歳 111 15.3 36.9 46.8 2.7 76.6 18.9 91.9 1.8 6.3 65.8 4.5 29.7 59.5 4.5 36.0

30～ 39歳 205 20.5 30.7 48.8 5.4 59.0 35.6 84.4 2.9 12.7 65.9 5.9 28.3 65.9 4.9 28.3

40～ 49歳 219 20.1 26.9 52.5 10.0 46.6 42.9 91.3 1.4 7.3 65.8 8.2 24.7 69.4 2.3 27.4

50～ 59歳 233 20.6 29.6 49.8 13.3 49.8 35.6 89.3 2.1 8.6 63.1 7.7 27.5 70.4 5.2 24.0

60歳以上 391 26.1 29.7 42.5 14.8 48.8 34.8 84.1 3.6 10.7 56.3 10.7 28.9 68.5 6.4 23.8

(5) 年下の人→年上の人(1) 子→親 (2) 年下のきょうだい
    →年上のきょうだい

(3) 学生・生徒→教師 (4) 学校のクラブの後輩
    →同じクラブの先輩



 
(
2
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表4（続き）　人間関係と敬語（敬語を使って話すべき相手か否か）（地域ブロック別，性別，性・年齢別）
(%)
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ると思う

総 数 2,179 77.1 8.5 13.5 22.7 38.8 37.3 62.1 14.5 22.6 44.1 22.3 32.0 74.3 4.5 20.5

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 79.8 10.6 9.6 19.1 41.5 39.4 54.3 19.1 25.5 41.5 23.4 34.0 74.5 3.2 22.3

東 北 164 70.7 11.6 17.1 32.3 34.8 31.7 61.6 18.3 20.1 54.3 16.5 26.8 76.8 6.1 16.5

関 東 709 77.0 8.5 13.3 21.9 39.4 37.7 60.6 14.5 24.4 42.0 23.8 33.0 74.8 4.4 19.6

北 陸 102 78.4 8.8 11.8 21.6 44.1 32.4 59.8 13.7 25.5 44.1 27.5 27.5 79.4 3.9 16.7

中 部 308 80.2 4.5 14.9 19.5 37.3 41.9 58.8 9.4 30.8 37.3 17.9 43.5 68.5 3.2 28.2

近 畿 347 81.8 6.9 11.0 24.2 39.8 35.2 67.7 16.4 14.7 45.5 25.4 27.4 75.5 4.3 19.6

中 国 128 68.8 14.8 14.8 22.7 42.2 34.4 71.9 14.8 11.7 45.3 24.2 28.9 80.5 5.5 14.1

四 国 75 72.0 9.3 17.3 13.3 49.3 37.3 58.7 20.0 20.0 30.7 33.3 33.3 72.0 10.7 17.3

九 州 252 75.8 9.1 13.9 25.4 32.5 40.1 63.1 12.3 24.2 54.4 16.7 27.0 71.8 4.0 22.2

〔 性 〕

男 性 982 78.1 8.0 13.1 20.1 43.0 35.9 59.7 16.3 23.2 46.2 22.0 30.8 72.5 4.7 21.8

女 性 1,197 76.4 8.9 13.8 24.9 35.4 38.4 64.2 13.0 22.1 42.4 22.6 33.0 75.7 4.3 19.4

〔性・年 齢〕

男性・ 16～ 19歳 45 73.3 11.1 13.3 42.2 26.7 31.1 64.4 13.3 22.2 62.2 6.7 31.1 51.1 6.7 40.0

20～ 29歳 89 79.8 2.2 16.9 32.6 34.8 31.5 61.8 15.7 21.3 57.3 15.7 25.8 67.4 5.6 25.8

30～ 39歳 156 86.5 3.8 9.6 21.2 34.0 43.6 51.9 17.9 30.1 59.0 12.8 28.2 69.9 2.6 26.9

40～ 49歳 141 82.3 8.5 9.2 18.4 38.3 42.6 46.8 22.7 29.8 46.1 17.7 35.5 71.6 4.3 22.7

50～ 59歳 192 77.6 10.9 10.9 21.9 44.3 33.3 67.2 15.1 17.2 45.3 25.5 29.2 79.7 3.6 16.7

60歳以上 359 73.3 9.2 16.4 13.4 52.1 33.1 63.0 14.2 21.4 36.5 29.2 32.0 74.1 5.8 18.7

女性・ 16～ 19歳 38 84.2 5.3 10.5 36.8 26.3 36.8 60.5 13.2 23.7 50.0 13.2 34.2 63.2 2.6 34.2

20～ 29歳 111 88.3 6.3 5.4 42.3 24.3 31.5 57.7 9.9 32.4 62.2 8.1 27.9 72.1 4.5 22.5

30～ 39歳 205 82.4 5.9 11.2 30.7 25.4 43.9 59.5 15.6 24.9 49.8 15.6 33.2 73.7 4.9 21.5

40～ 49歳 219 80.8 9.1 9.6 26.9 31.1 42.0 53.9 14.6 31.5 45.7 14.6 38.8 75.8 5.0 19.2

50～ 59歳 233 76.0 10.3 12.9 21.5 43.8 34.3 62.2 15.9 20.6 41.2 24.0 32.6 76.0 3.4 20.6

60歳以上 391 66.8 10.5 20.7 16.6 42.2 38.1 75.7 10.0 13.3 31.2 35.0 31.2 78.8 4.3 15.3

(10) ものを頼む立場の人
    →ものを頼まれる立場
      の人

(6) 店の人→店の客 (7) 店の客→店の人 (8) 患者→医師 (9) 医師→患者
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7．場面と敬語（生徒が先生に対して） 

 

問 7〔回答票〕中学生や高校生が，担任の先生に対して，ここに挙げた(1)から(5)の場面で敬語を

使って話すべきだと思いますか。それとも，そうは思いませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学生や高校生が，担任の先生に対して敬語を使うべきかどうかを五つの場面を挙げて尋ねた。 

「敬語を使って話すべきだと思う」の割合はいずれも 5割を超えているが，「（２）クラブ活動で指導

を受けているとき」（70.1％）と「（３）休み時間に職員室で話すとき」（70.0％）が 7割と高く，以下，

「（１）授業中」（67.1％），「（５）放課後，道で出会ったとき」（61.8％），「（４）休み時間に学校の廊

下で話すとき」（56.4％）となっている。 

以下，「敬語を使って話すべきだと思う」の割合についてそれぞれ見ていく。 

平成 9 年度調査結果と比較すると，「（２）クラブ活動で指導を受けているとき」が 3 ポイント増加，

「（１）授業中」が 2ポイント減少などとなっているが，変化は小さい。 

地域ブロック別に見ると，すべての場面について東北で 7割を超えているほか，九州や近畿でも高く

なっている。一方，四国では 5場面のいずれでも 5割台以下の低い割合となっている。 

性別に見ると，すべての場面で男女差は 3ポイント以内と小さくなっている。 

性・年齢別に見ると，「（１）授業中」と「（２）クラブ活動で指導を受けているとき」では男性は 30

代以下の年代，女性は 40 代以下の年代で高くなっている。「（３）休み時間に職員室で話すとき」では

男性の 30代と女性の 40代が高く，4分の 3を占めている。「（４）休み時間に学校の廊下で話すとき」

と「（５）放課後，道で出会ったとき」は男女とも 16～19歳で低くなっており，特に男性は 3割台の低

い割合となっている（表 5参照）。 

　　　　　　　　　　(n=2,179)

(１) 授業中

(２)
クラブ活動で指導を受けてい
るとき

(３) 休み時間に職員室で話すとき

(４)
休み時間に学校の廊下で話す
とき

(５) 放課後，道で出会ったとき

(%)

61.8

56.4

70.0

70.1

67.1 16.6

16.1

20.0

26.8

24.6

15.3

8.9

12.2

15.6

12.3 1.3

1.2

1.1

1.6

1.0

敬語を使って話す
べきだと思う

分からない

敬語を使って話す
必要はないと思う

話題によると思う

【69.1】 【14.8】 【1.5】

【67.3】 【14.6】【2.1】

【69.1】 【11.0】【18.2】

【56.6】 【17.1】【1.6】

【61.1】 【14.2】【1.8】

【14.5】

【16.0】

【1.6】

【24.7】

【22.8】

【  】内は平成9年度調査結果(n=2,190)
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表5　場面と敬語（生徒が先生に対して）（地域ブロック別，性別，性・年齢別）
(%)

ｎ

敬語を

使って話

すべきだ

と思う

敬語を

使って話

す必要は

ないと思

う

話題によ

ると思う

敬語を

使って話

すべきだ

と思う

敬語を

使って話

す必要は

ないと思

う

話題によ

ると思う

敬語を

使って話

すべきだ

と思う

敬語を

使って話

す必要は

ないと思

う

話題によ

ると思う

敬語を

使って話

すべきだ

と思う

敬語を

使って話

す必要は

ないと思

う

話題によ

ると思う

敬語を

使って話

すべきだ

と思う

敬語を

使って話

す必要は

ないと思

う

話題によ

ると思う

総 数 2,179 67.1 15.3 16.6 70.1 12.2 16.1 70.0 8.9 20.0 56.4 15.6 26.8 61.8 12.3 24.6

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 59.6 17.0 22.3 64.9 16.0 18.1 70.2 8.5 20.2 48.9 16.0 34.0 64.9 10.6 23.4

東 北 164 73.8 16.5 8.5 79.3 10.4 8.5 78.0 8.5 12.2 70.1 13.4 15.9 74.4 11.0 14.0

関 東 709 63.6 15.4 20.3 68.1 14.0 16.8 68.0 10.2 20.7 53.3 17.3 28.2 59.2 13.1 26.5

北 陸 102 64.7 19.6 15.7 68.6 15.7 14.7 73.5 12.7 13.7 54.9 15.7 28.4 65.7 12.7 21.6

中 部 308 67.5 14.0 17.9 64.6 12.7 21.4 64.9 7.8 26.6 48.7 15.6 34.7 54.9 12.0 32.1

近 畿 347 69.2 14.1 15.6 76.4 8.1 14.1 75.2 5.8 17.6 62.2 13.0 23.6 66.0 11.8 21.0

中 国 128 64.8 17.2 18.0 67.2 13.3 18.0 63.3 14.8 21.9 49.2 20.3 28.9 60.2 15.6 22.7

四 国 75 58.7 28.0 12.0 57.3 22.7 17.3 54.7 17.3 28.0 53.3 20.0 25.3 49.3 18.7 30.7

九 州 252 76.6 10.3 10.3 75.8 7.1 13.5 76.2 4.8 17.1 65.1 11.5 21.0 65.1 9.1 22.6

〔 性 〕

男 性 982 65.3 18.3 15.3 69.0 14.3 15.7 69.3 10.7 18.9 54.9 17.4 26.5 60.0 14.1 24.6

女 性 1,197 68.6 12.8 17.7 71.0 10.5 16.4 70.6 7.5 20.8 57.6 14.0 27.2 63.2 10.9 24.6

〔性・年 齢〕

男性・ 16～ 19歳 45 68.9 15.6 15.6 75.6 8.9 15.6 68.9 6.7 24.4 37.8 22.2 40.0 37.8 13.3 48.9

20～ 29歳 89 71.9 12.4 15.7 73.0 13.5 12.4 68.5 5.6 25.8 62.9 12.4 23.6 55.1 16.9 25.8

30～ 39歳 156 71.8 9.0 17.9 82.1 3.8 13.5 75.0 5.8 18.6 58.3 12.8 28.2 60.9 11.5 26.3

40～ 49歳 141 66.0 19.1 14.2 67.4 12.1 19.9 62.4 12.1 24.1 46.8 16.3 34.8 62.4 7.8 29.1

50～ 59歳 192 61.5 22.4 15.6 67.2 18.2 14.6 68.8 13.5 17.2 55.7 20.8 23.4 59.4 17.7 21.9

60歳以上 359 62.1 21.7 14.2 63.2 18.4 16.4 70.2 12.5 15.6 56.3 18.7 23.1 63.0 15.0 20.3

女性・ 16～ 19歳 38 65.8 5.3 28.9 78.9  - 21.1 57.9 5.3 36.8 42.1 21.1 36.8 52.6 13.2 34.2

20～ 29歳 111 77.5 10.8 11.7 83.8 7.2 9.0 66.7 5.4 27.9 53.2 14.4 32.4 56.8 14.4 28.8

30～ 39歳 205 77.1 8.8 14.1 76.6 7.8 15.6 69.8 3.9 26.3 58.0 10.2 31.7 63.9 8.8 26.8

40～ 49歳 219 74.4 9.6 16.0 78.1 5.9 16.0 76.7 3.7 19.6 58.4 8.7 32.9 68.0 5.5 26.5

50～ 59歳 233 62.2 17.6 19.3 67.4 13.7 17.2 70.8 10.7 17.6 60.1 15.5 23.2 64.4 12.4 22.3

60歳以上 391 62.4 15.1 20.2 61.9 14.6 18.2 69.8 10.5 16.9 58.1 17.4 21.5 62.4 13.0 21.5

(5) 放課後，道で出会った
とき

(1) 授業中 (2) クラブ活動で指導を受
けているとき

(3) 休み時間に職員室で話
すとき

(4) 休み時間に学校の廊下
で話すとき
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8．場面と敬語（部下が上司に対して） 

 

問 8〔回答票〕会社に勤めている人が，上司である課長に対して，ここに挙げた(1)から(4)の場面

で敬語を使って話すべきだと思いますか。それとも，そうは思いませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社に勤めている人が，上司である課長に対して，敬語を使うべきかどうかを四つの場面を挙げて尋

ねた。 

「敬語を使って話すべきだと思う」の割合は場面によって差が見られ，「(１)会社での仕事中」が

86.1％と最も高く，次いで「(４)休日に買物先の店で出会ったとき」（59.5％）と「(２)社員旅行に行

って，ほかの社員もいる部屋で話すとき」（53.9％）が 5割台となっている。「(３)仕事の後，二人で飲

みに行った酒場で話すとき」は 37.5％となっている。 

以下，「敬語を使って話すべきだと思う」の割合についてそれぞれ見ていく。 

平成 9年度調査結果と比較すると，ほとんど変化は見られない。 

地域ブロック別に見ると，すべての場面について近畿と九州で高くなっている。一方，四国でおおむ

ね低くなっているが，「(３)仕事の後，二人で飲みに行った酒場で話すとき」は北海道，北陸，中国で

も低くなっている。 

性別に見ると，すべての場面で男性より女性の割合が高く，「(１)会社での仕事中」と「(４)休日に

買物先の店で出会ったとき」は 8ポイントほどの差が見られる。 

性・年齢別に見ると，「(２)社員旅行に行って，ほかの社員もいる部屋で話すとき」以外の場面では

男性は 30代以下の年代，女性は 40代以下の年代で高くなっている（表 6参照）。 

　　　　　　　　　　(n=2,179)

(１) 会社での仕事中

(２)
社員旅行に行って，ほかの社
員もいる部屋で話すとき

(３)
仕事の後，二人で飲みに行っ
た酒場で話すとき

(４)
休日に買物先の店で出会った
とき（*）

(%)

86.1

53.9

37.5

59.5 23.6

34.2

26.8

7.3

14.9

17.9

26.6

6.0 0.6

1.3

1.7

2.0

分からない

敬語を使って話す
べきだと思う

敬語を使って話す
必要はないと思う

話題によると思う

【85.9】 【5.8】【1.3】

【52.6】 【19.2】【1.8】

【36.2】 【29.5】【31.6】

【57.2】 【18.6】【2.1】

【7.0】

【26.4】

【2.7】

【22.1】

【  】内は平成9年度調査結果(n=2,190)

（*）平成9年度調査は「買物先の店で出会ったとき」
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表6　場面と敬語（部下が上司に対して）（地域ブロック別，性別，性・年齢別）
(%)

ｎ

敬語を

使って話

すべきだ

と思う

敬語を

使って話

す必要は

ないと思

う

話題によ

ると思う

敬語を

使って話

すべきだ

と思う

敬語を

使って話

す必要は

ないと思

う

話題によ

ると思う

敬語を

使って話

すべきだ

と思う

敬語を

使って話

す必要は

ないと思

う

話題によ

ると思う

敬語を

使って話

すべきだ

と思う

敬語を

使って話

す必要は

ないと思

う

話題によ

ると思う

総 数 2,179 86.1 6.0 7.3 53.9 17.9 26.8 37.5 26.6 34.2 59.5 14.9 23.6

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 84.0 7.4 5.3 51.1 19.1 26.6 29.8 35.1 33.0 55.3 18.1 24.5

東 北 164 87.8 6.7 4.9 53.7 16.5 26.8 37.8 28.0 31.1 64.0 14.0 18.3

関 東 709 83.4 7.6 8.5 52.8 18.3 27.8 35.8 26.7 36.0 58.5 15.4 24.1

北 陸 102 85.3 8.8 5.9 50.0 17.6 32.4 27.5 30.4 42.2 53.9 17.6 28.4

中 部 308 88.0 3.6 8.4 48.4 18.8 31.5 31.2 29.2 38.3 55.2 14.6 28.9

近 畿 347 89.9 3.7 5.8 62.8 16.4 20.2 49.0 21.6 28.2 67.7 13.5 17.6

中 国 128 85.9 4.7 9.4 43.0 23.4 32.8 29.7 31.3 36.7 58.6 18.8 19.5

四 国 75 70.7 13.3 16.0 44.0 28.0 28.0 34.7 41.3 22.7 41.3 21.3 34.7

九 州 252 91.3 3.6 4.4 62.7 12.7 22.2 46.0 17.5 33.7 62.7 10.3 24.2

〔 性 〕

男 性 982 81.8 8.6 9.5 51.6 20.1 27.5 35.9 30.4 32.7 55.3 18.5 24.9

女 性 1,197 89.7 3.8 5.6 55.7 16.2 26.3 38.8 23.4 35.4 62.9 11.9 22.6

〔性・年 齢〕

男性・ 16～ 19歳 45 95.6  - 2.2 53.3 6.7 37.8 40.0 33.3 24.4 60.0 11.1 22.2

20～ 29歳 89 91.0 3.4 5.6 62.9 12.4 24.7 44.9 19.1 36.0 60.7 16.9 22.5

30～ 39歳 156 89.1 1.9 9.0 64.7 7.7 26.9 44.9 17.9 35.9 64.1 10.3 25.0

40～ 49歳 141 76.6 7.8 15.6 43.3 14.9 41.8 32.6 21.3 45.4 50.4 12.1 36.2

50～ 59歳 192 81.8 10.9 7.3 52.1 25.5 21.9 35.4 32.3 31.3 54.2 22.4 22.9

60歳以上 359 76.6 12.8 10.3 46.0 28.1 24.5 30.9 40.9 27.3 52.1 24.0 22.6

女性・ 16～ 19歳 38 94.7  - 2.6 63.2 7.9 23.7 47.4 13.2 34.2 65.8 15.8 13.2

20～ 29歳 111 94.6 2.7 1.8 59.5 9.9 29.7 40.5 19.8 38.7 71.2 9.9 18.0

30～ 39歳 205 96.1 1.0 2.9 63.4 9.3 27.3 43.9 15.1 40.5 69.3 5.4 24.9

40～ 49歳 219 94.1 3.2 2.7 63.0 10.0 26.9 39.7 15.1 44.7 65.8 8.2 26.0

50～ 59歳 233 86.3 4.7 8.6 50.2 19.7 29.6 33.9 31.3 33.0 61.4 12.9 24.9

60歳以上 391 84.1 5.9 8.2 49.1 23.8 22.8 37.3 29.7 28.1 56.3 17.1 20.2

(1) 会社での仕事中 (2) 社員旅行に行って，ほ
かの社員もいる部屋で話す
とき

(3) 仕事の後，二人で飲み
に行った酒場で話すとき

(4) 休日に買物先の店で出
会ったとき
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9．外部の人への言い方（会社の受付の人の場合） 

 

問 9〔回答票〕会社の受付の人が外部の人に，自分の会社の鈴木課長のことを話す場合，「鈴木は…」

と言うのと「鈴木さんは…」と言うのと「鈴木課長は…」と言うのでは，どれが一番良いと思

いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問〔回答票〕それを選んだ理由をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社の受付の人が外部の人に，自分の会社の鈴木課長のことを話す場合，どういう言い方をするのが

良いかを尋ねた。 

名字のみの「鈴木は…」（58.7％）の割合が最も高く 6 割近くを占め，次いで，名字に役職名を付け

た「鈴木課長は…」（34.6％）が 3割強となっている。名字に「さん」を付けた「鈴木さんは…」は 3.7％

とわずかである。 

各選択肢を選んだ理由としては，「身内に敬称を使うのは良くないから」が 56.3％で最も高く，「「課

長」は職名だからこの場合問題ないから」が 33.2％，「身内でも敬称を使ってよいと思うから」は 4.7％

となっている。 

平成 9 年度調査結果と比較すると，「鈴木は…」の割合が 10 ポイントの増加，「鈴木課長は…」の割

合が 8ポイントの減少となっている。 

地域ブロック別に見ると，いずれの地域ブロックでも「鈴木は…」と回答した人の割合が最も高くな

っているが，関東（63.3％）と近畿（62.0％）では 6割を超えるのに対し，北陸（49.0％）と四国（49.3％）

では 5 割を下回っている。「鈴木課長は…」の割合は北陸（40.2％），中国（43.0％），四国（45.3％）

で 4割を超えている。 

性別に見ると，男女差はほとんど見られない。 

性・年齢別に見ると，「鈴木は…」と回答した人の割合は，男性の 30 代，女性の 20～40 代で 7 割以

上を占めるが，女性の 60歳以上，男性の 16～19歳では 4割ほどにとどまっている。これらの層では「鈴

木課長は…」の割合が 5割近くと「鈴木は…」を上回っている（図 4参照）。 

身内に敬称を使うのは良くないから

「課長」は職名だからこの場合問題ないから

身内でも敬称を使ってよいと思うから

そ　の　他

分からない

(%)

33.2

4.7

1.4

4.4

56.3

0 20 40 60

(n=2,179)

(%)

58.7 3.7 34.6 1.4 1.7
(n=2,179)

「鈴木は…」 「鈴木課長は…」 分からない「鈴木さんは…」

【48.4】 【1.4】【5.3】 【2.0】

【  】内は平成9年度調査結果(n=2,190)

どれが良いとも

言えない

【43.0】
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図 4 外部の人への言い方（会社の受付の人の場合）（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

総 数 (2,179)

北 海 道 (   94)

東 北 (  164)

関 東 (  709)

北 陸 (  102)

中 部 (  308)

近 畿 (  347)

中 国 (  128)

四 国 (   75)

九 州 (  252)

男 性 (  982)

女 性 (1,197)

男 性 ・ 16 ～ 19 歳 (   45)

20 ～ 29 歳 (   89)

30 ～ 39 歳 (  156)

40 ～ 49 歳 (  141)

50 ～ 59 歳 (  192)

60 歳 以 上 (  359)

女 性 ・ 16 ～ 19 歳 (   38)

20 ～ 29 歳 (  111)

30 ～ 39 歳 (  205)

40 ～ 49 歳 (  219)

50 ～ 59 歳 (  233)

60 歳 以 上 (  391)

57.4

54.3

63.3

49.0

55.2

62.0

51.6

49.3

58.7

58.7

58.6

40.0

77.6

68.1

57.8

47.9

50.0

77.5

71.2

57.9

37.1

3.7

5.5

2.5

10.8

3.2

4.9

3.1

1.3

2.8

4.6

2.9

8.9

6.7

2.1

4.7

6.1

2.6

1.4

5.6

34.6

32.0

37.7

31.4

45.3

32.1

34.8

23.6

42.3

39.1

49.1

1.3

0.8

 -

 -

5.3

 -

0.9

78.5

58.7

65.2

2.4

3.2

1.7

0.6

 -

26.9

18.0

21.6

34.4

43.0

40.2

34.8

37.5

36.8

48.9

20.5

27.7

37.2

0.9

 -

1.3

1.4

2.4

4.0

1.6

0.9

2.6

 -

1.0

0.6

1.4

 -

3.4

1.3

2.1

 -

1.7

5.3

1.0

0.5

0.4

2.3 5.9

 -

 -

1.9

 -

1.1

2.2

2.3

0.9

4.0

0.9

 -

1.1

4.9

2.1

1.7

 -

(%)

〔 地 域 ブ ロ ッ ク 〕

〔 性 〕

〔 性 ・ 年 齢 〕

ｎ

「鈴木は…」 「鈴木課長は…」 分からない

「鈴木さんは…」 どれが良いとも
言えない
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10．外部の人への言い方（学校の先生の場合） 

 

問 10〔回答票〕学校の先生が生徒の保護者に，同僚の田中先生のことを話す場合，「田中は…」と

言うのと「田中さんは…」と言うのと「田中先生は…」と言うのでは，どれが一番よいと思

いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問〔回答票〕それを選んだ理由をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校の先生が生徒の保護者に，同僚の田中先生のことを話す場合，どういう言い方をするのが良いか

を尋ねた。 

名字に「先生」という敬称を付けた「田中先生は…」（81.9％）の割合が 8割を占め，名字のみの「田

中は…」が 12.2％，名字に「さん」を付けた「田中さんは…」が 3.8％である。 

各選択肢を選んだ理由としては，「「先生」は職名だからこの場合問題ないから」が 73.8％，「身内に

敬称を使うのは良くないから」が 13.2％，「身内でも敬称を使ってよいと思うから」が 7.9％となって

いる。 

平成 9年度調査結果との比較では，余り変化は見られない。 

地域ブロック別に見ると，いずれの地域ブロックでも「田中先生は…」と回答した人の割合が最も高

くなっているが，北海道（75.5％）と四国（77.3％）では 8割を切り，この地域ブロックでは「田中は

…」の割合が他の地域ブロックよりも高くなっている。 

性別による差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「田中先生は…」と回答した人の割合は，男性の 16～19歳（77.8％），20代（77.5％）

で 8割を下回っているが，大きな差は見られない。「田中は…」の割合は男性の 50代（15.1％）と女性

の 40代（16.0％）でやや高い（図 5参照）。 

 

「先生」は職名だからこの場合問題ないから

身内に敬称を使うのは良くないから

身内でも敬称を使ってよいと思うから

そ　の　他

分からない

(%)

13.2

7.9

1.8

3.3

73.8

0 20 40 60 80

(n=2,179)

(%)

12.2 3.8 81.9 1.1 1.0
(n=2,179)

「田中は…」 「田中先生は…」 分からない

「田中さんは…」

【10.8】 【0.8】【3.8】 【1.0】

【  】内は平成9年度調査結果(n=2,190)

どれが良いとも

言えない

【83.6】
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図 5 外部の人への言い方（学校の先生の場合）（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 
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近 畿 (  347)

中 国 (  128)

四 国 (   75)

九 州 (  252)

男 性 (  982)

女 性 (1,197)

男 性 ・ 16 ～ 19 歳 (   45)

20 ～ 29 歳 (   89)
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〔 地 域 ブ ロ ッ ク 〕

〔 性 〕

〔 性 ・ 年 齢 〕

ｎ

「田中は…」 「田中先生は…」 分からない

「田中さんは…」

どれが良いとも
言えない
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11．外部の人への言い方（病院の医師の場合） 

 

問 11〔回答票〕病院の医師が大人の患者に，同僚の木村医師のことを話す場合，「木村は…」と言

うのと「木村さんは…」と言うのと「木村先生は…」と言うのでは，どれが一番よいと思い

ますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付問〔回答票〕それを選んだ理由をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院の医師が大人の患者に，同僚の木村医師のことを話す場合，どういう言い方をするのが良いかを

尋ねた。 

名字に「先生」という敬称を付けた「木村先生は…」（83.0％）の割合が 8 割強を占め，名字のみの

「木村は…」が 11.6％，名字に「さん」を付けた「木村さんは…」が 3.4％である。 

各選択肢を選んだ理由としては，「「先生」は職名だからこの場合問題ないから」が 75.1％，「身内に

敬称を使うのは良くないから」が 12.3％，「身内でも敬称を使ってよいと思うから」が 7.3％となって

いる。 

平成 9年度調査結果との比較では，「木村先生は…」が 3ポイント減少，「木村は…」が 2ポイント増

加となっている。 

地域ブロック別に見ると，いずれの地域ブロックでも「木村先生は…」と回答した人の割合が最も高

くなっているが，北陸（88.2％），中部（87.0％），中国（88.3％）では 9割近いが，北海道（77.7％），

東北（79.9％），四国（76.0％）では 8割を切っている。 

性別による差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「木村先生は…」と回答した人の割合は，男性の 16～19歳（75.6％），20代（79.8％）

で 8割を下回っている一方，女性の 60歳以上（87.7％）で 9割近くになっている。「木村は…」の割合

は男性の 30代（16.0％）と女性の 40代（16.4％）で高くなっている（図 6参照）。 

 

「先生」は職名だからこの場合問題ないから

身内に敬称を使うのは良くないから

身内でも敬称を使ってよいと思うから

そ　の　他

分からない

(%)

12.3

7.3

1.7

3.6

75.1

0 20 40 60 80

(n=2,179)

(%)

11.6 3.4 83.0 1.0 1.1
(n=2,179)

「木村は…」 「木村先生は…」 分からない

「木村さんは…」

【9.2】 【0.8】【3.6】 【0.9】

【  】内は平成9年度調査結果(n=2,190)

どれが良いとも

言えない

【85.5】
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図 6 外部の人への言い方（病院の医師の場合）（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 
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12．敬語の正誤（「ただいま会長が申された」など） 

 

問 12〔回答票〕ここに挙げた(1)から(8)の下線部分では，敬語が正しく使われていると思いますか。

それとも，正しく使われていないと思いますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

敬語の使い方に関する八つの例文を挙げ，それぞれの文について，敬語が正しく使われていると思う

かどうかを尋ねた。 

八つの例文のうち，（２）（３）（４）（７）は，次の理由で問題があると考えられている表現である。

まず，（２)と（４）は敬意を表すべき「あの方」，「先生」を動作主とする文であるにもかかわらず，動

詞に謙譲語の「まいる」，「お目に掛かる」を用いている。（３）は「お話しする」という謙譲語に尊敬

の助動詞「れる」を付けている。（７）は「御乗車になれる（御乗車になれません）」と言うべきところ

に可能謙譲表現の形である「御乗車できる（御乗車できません）」を用いている。 

（５）の「申される」は会議などで，（８）の「おられる」は一般的にかなり使われていて，一概に

誤用だとは言えないという考え方もある。しかし，（５）の「申される」は，謙譲語「申す」に尊敬の

　　　　　　　　　　(n=2,179)

(１)
この商品の使い心地を是非とも
お試しください

(２)
あの方は，昨年東京にまいりま
して，大学で教えていらっしゃ
います

(３)
先ほど中村さんがお話しされた
ように，この本はとても役に立
ちます

(４)
（高校生が担任の先生に）あす
父がまいりますが，お目に掛
かっていただけませんか

(５)
ただいま会長が申されたことに
賛成いたします

(６)
間もなく先生がお見えになりま
す

(７) この電車には御乗車できません

(８)
総務課の武田さんは，どちらに
おられますか

(%)
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59.1
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49.3

44.0

69.3

25.0

84.8 8.2

62.3

20.6

46.4

39.1

10.6

27.4

30.3

5.1

7.7

8.4

9.0

6.6

8.7

10.0

4.9

2.3

3.4

1.6

2.8

2.9

2.3

4.3

1.9

正しく使われて
いると思う

分から
ない

正しく使われて
いないと思う

どちらとも
言えない

【82.4】 【11.4】 【3.0】

【22.4】 【68.1】 【5.0】

【72.6】 【21.7】 【3.2】

【42.4】 【51.8】 【2.8】

【56.7】 【36.5】 【3.2】

【85.8】 【10.4】 【1.7】

【63.2】 【30.5】 【3.2】

【64.4】 【30.0】 【2.4】

【3.2】

【4.6】

【2.4】

【3.0】

【3.5】

【2.1】

【3.0】

【3.3】

【  】内は平成9年度調査結果(n=2,190)
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助動詞「れる」を付けている誤用であり，「言われる」，「おっしゃる」を使う方が無難だとされること

が多い。（８）の「おる」も本来謙譲語であるのに，それに尊敬の助動詞｢れる｣を付けて尊敬語として

用いた誤用だと考え，違和感を持つ人もある。 

（６）の「お・・・になる」は尊敬表現であるが，「見える」も「来る」の尊敬表現であり，その意

味で過剰な敬語であるという指摘がある。しかし，現在の言葉遣いとしては既に普通に用いられる言い

方となっている。 

（１）は敬語が正しく使われている。 

敬語が「正しく使われていると思う」の割合が高いのは，「(１)この商品の使い心地を是非ともお試

しください」（84.8％）と「(６)間もなく先生がお見えになります」（82.9％）で 8割を超えている。次

いで，「(３）先ほど中村さんがお話しされたように，この本はとても役に立ちます」（69.3％）がほぼ

７割となっている。以下，「(７)この電車には御乗車できません」（59.1％），「(８)総務課の武田さんは，

どちらにおられますか」（58.3％）が 6 割近く，「(５)ただいま会長が申されたことに賛成いたします」

（49.3％），「(４)（高校生が担任の先生に）あす父がまいりますが，お目に掛かっていただけませんか」

（44.0％）が 4割台，「(２)あの方は，昨年東京にまいりまして，大学で教えていらっしゃいます」（25.0％）

は 2 割台となっている。「(２)あの方は，昨年東京にまいりまして，大学で教えていらっしゃいます」

は「正しく使われていないと思う」の割合が 62.3％と「正しく使われていると思う」の割合を上回るが，

「(４)（高校生が担任の先生に）あす父がまいりますが，お目に掛かっていただけませんか」は「正し

く使われていると思う」（44.0％）と「正しく使われていないと思う」（46.4％）が同程度，他の文につ

いては，いずれも「正しく使われていると思う」の割合が「正しく使われていないと思う」の割合を上

回っている。 

 

以下，八つの例文について，平成 9年度調査結果との比較，及び地域ブロック別，性別，性・年齢別

に見ていく（表 7参照）。 

 

(１)この商品の使い心地を是非ともお試しください 

これについては，敬語が「正しく使われていると思う」と回答した人が 84.8％と多数を占め，「正し

く使われていないと思う」は 8.2％となっている。 

平成 9年度調査結果と比較すると，「正しく使われていると思う」が 2ポイント増加，「正しく使われ

ていないと思う」が 3ポイント減少と変化は小さい。 

地域ブロック別に見ると，「正しく使われていると思う」は中部（88.0％），中国（88.3％），四国（89.3％）

で 9割近くとなっているが，北海道（77.7％）で 8割を下回っている。 

性別には差が見られない。 

性・年齢別に見ると，「正しく使われていると思う」は男性の 30代（88.5％），女性の 16～19歳（89.5％）

で 9割近くに達しているのをはじめ，すべての年代で 8割台となっている。 

 

(２)あの方は，昨年東京にまいりまして，大学で教えていらっしゃいます 

これについては，敬語が「正しく使われていないと思う」と回答した人が 62.3％と「正しく使われて

いると思う」の 25.0％を大きく上回っている。 

平成 9年度調査結果と比較すると，「正しく使われていると思う」が 3ポイント増加，「正しく使われ

ていないと思う」が 6ポイント減少している。 

地域ブロック別に見ると「正しく使われていないと思う」は近畿（73.5％）で 7割を超え，最も低い

北海道（53.2％）とは 20ポイントの差が開いている。 

性別には差が見られない。 

性・年齢別に見ると，「正しく使われていないと思う」は男性の 30 代と女性の 30～40 代で 7 割を超

えているが，男性の 16～19 歳（46.7％）では 5 割を下回り，「正しく使われていると思う」（44.4％）
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の割合と同水準となっている。 

 

(３）先ほど中村さんがお話しされたように，この本はとても役に立ちます 

これについては，敬語が「正しく使われていると思う」と回答した人が 69.3％とほぼ７割を占め，「正

しく使われていないと思う」の 20.6％を大きく上回っている。 

平成 9年度調査結果と比較すると，「正しく使われていると思う」が 3ポイント減少している。 

地域ブロック別に見ると，「正しく使われていると思う」は近畿（76.7％），四国（78.7％）で 8割近

くとなっているが，関東（64.0％），中国（64.1％），九州（64.7％）で低くなっている。 

性別に見ると，「正しく使われていると思う」（男性 67.3％，女性 71.0％）は女性でやや高い。 

性・年齢別に見ると，「正しく使われていると思う」は女性の 60歳以上（74.2％）で最も高く，男性

の 16～19歳，30代（各 62.2％）で最も低くなっている。 

 

(４)（高校生が担任の先生に）あす父がまいりますが，お目に掛かっていただけませんか 

これについては，敬語が「正しく使われていないと思う」（44.0％）と回答した人と「正しく使われ

ていると思う」（46.4％）と回答した人の割合が同程度となっている。 

平成 9年度調査結果と比較すると，「正しく使われていないと思う」が 5ポイント減少している。 

地域ブロック別に見ると，「正しく使われていないと思う」は北海道（51.1％），四国（57.3％）で 5

割を超え，「正しく使われていると思う」の割合を北海道では 13 ポイント，四国では 31 ポイント上回

っている。 

性別に見ると，「正しく使われていると思う」（男性 46.3％，女性 42.1％）は男性で高く，「正しく使

われていないと思う」（男性 44.5％，女性 48.0％）は女性で高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「正しく使われていないと思う」は男性の 20～30 代と女性の 50 代より下の年

代では 5割を超えている。一方，男女とも 60歳以上で「正しく使われていないと思う」は 4割を切り，

「正しく使われていると思う」が 5割を超えている。 

 

(５)ただいま会長が申されたことに賛成いたします 

これについては，敬語が「正しく使われていると思う」と回答した人が 49.3％で，「正しく使われて

いないと思う」の 39.1％を 10ポイント上回っている。 

平成 9年度調査結果と比較すると，「正しく使われていると思う」が 7ポイント減少し，「正しく使わ

れていないと思う」が 3ポイント増加している。 

地域ブロック別に見ると，「正しく使われていると思う」は四国（72.0％）で高くなっている。 

性別には余り差が見られない。 

性・年齢別に見ると，「正しく使われていると思う」は男女の 60 歳以上で 6 割近くとなっているが，

男性の 20代（38.2％）では 4割を下回り，「正しく使われていないと思う」（48.3％）が 10ポイント上

回っている。また，男性の 30代，女性の 40代以下の年代でも「正しく使われていないと思う」が 5割

近くでそれぞれ「正しく使われていると思う」の割合をわずかながら上回っている。 

 

(６)間もなく先生がお見えになります 

これについては，敬語が「正しく使われていると思う」と回答した人が 82.9％を占めている。「正し

く使われていないと思う」は 10.6％である。 

平成 9年度調査結果と比較すると，「正しく使われていると思う」が 3ポイント減少している。 

地域ブロック別に見ると「正しく使われていると思う」は四国（94.7％）で 9 割強に及んでいるが，

北海道（77.7％），北陸（78.4％）で 8割を下回っている。 

性別に見ると，「正しく使われていると思う」（男性 80.8％，女性 84.7％）は女性の方が高くなって

いる。 
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性・年齢別に見ると，「正しく使われていると思う」は女性の 16～19歳（94.7％）で高く，男性の 40

代（78.7％）で低くなっている。 

 

(７)この電車には御乗車できません 

これについては，敬語が「正しく使われていると思う」と回答した人が 59.1％と過半数を超え，「正

しく使われていないと思う」の 27.4％を 32ポイント上回っている。 

平成 9年度調査結果と比較すると，「正しく使われていると思う」が 4ポイント，「正しく使われてい

ないと思う」が 3ポイント減少し，「どちらとも言えない」とする人が 7ポイント増加した。 

地域ブロック別に見ると，「正しく使われていると思う」は四国（81.3％）で 8割強に及び，次いで，

中部（67.5％）で高くなっているが，北海道（48.9％）では 5割を下回っている。 

性別に見ると，「正しく使われていると思う」（男性 56.7％，女性 61.1％）は女性で高い。 

性・年齢別に見ると，「正しく使われていると思う」は女性の 16～19歳（76.3％）と 20代（71.2％）

で 7割を超えている。 

 

(８)総務課の武田さんは，どちらにおられますか 

これについては，敬語が「正しく使われていると思う」と回答した人が 58.3％と過半数に及び，「正

しく使われていないと思う」の 30.3％を 28ポイント上回っている。 

平成 9年度調査結果と比較すると，「正しく使われていると思う」が 6ポイント減少している。 

地域ブロック別に見ると，「正しく使われていると思う」は東北（67.7％），近畿（68.3％）で 7割近

くとなっているが，関東（52.5％）で低くなっている。 

性別には余り差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「正しく使われていないと思う」は男性の 16～19歳（71.1％）で 7割を超えて

いるが，男性の 30～40代と女性の 20代では 5割を下回っている。 

 

 

 

 



 
(
4
1
)

 

 表7　敬語の正誤（「ただいま会長が申された」など）（地域ブロック別，性別，性・年齢別）
(%)

ｎ

正しく
使われ
ている
と思う

正しく
使われ
ていな
いと思
う

正しく
使われ
ている
と思う

正しく
使われ
ていな
いと思
う

正しく
使われ
ている
と思う

正しく
使われ
ていな
いと思
う

正しく
使われ
ている
と思う

正しく
使われ
ていな
いと思
う

正しく
使われ
ている
と思う

正しく
使われ
ていな
いと思
う

正しく
使われ
ている
と思う

正しく
使われ
ていな
いと思
う

正しく
使われ
ている
と思う

正しく
使われ
ていな
いと思
う

正しく
使われ
ている
と思う

正しく
使われ
ていな
いと思
う

総 数 2,179 84.8 8.2 25.0 62.3 69.3 20.6 44.0 46.4 49.3 39.1 82.9 10.6 59.1 27.4 58.3 30.3

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 77.7 10.6 29.8 53.2 74.5 16.0 38.3 51.1 47.9 36.2 77.7 13.8 48.9 41.5 56.4 34.0

東 北 164 82.9 9.1 28.7 56.7 73.8 19.5 47.0 45.7 52.4 35.4 81.1 11.0 56.1 29.3 67.7 22.6

関 東 709 83.9 8.5 27.1 60.5 64.0 23.4 44.3 46.4 44.6 44.3 81.9 11.1 58.8 27.8 52.5 34.4

北 陸 102 82.4 11.8 26.5 62.7 72.5 18.6 44.1 49.0 49.0 40.2 78.4 14.7 58.8 24.5 65.7 26.5

中 部 308 88.0 6.5 28.2 59.7 72.1 18.2 44.8 45.1 49.4 38.3 84.7 7.5 67.5 18.8 55.2 32.8

近 畿 347 85.9 7.5 15.9 73.5 76.7 16.4 47.8 44.4 50.4 38.9 83.6 11.2 57.1 30.3 68.3 22.2

中 国 128 88.3 7.0 25.0 60.9 64.1 26.6 43.0 49.2 53.1 36.7 80.5 14.1 53.1 28.9 59.4 32.0

四 国 75 89.3 6.7 28.0 54.7 78.7 14.7 26.7 57.3 72.0 20.0 94.7 2.7 81.3 10.7 62.7 28.0

九 州 252 83.7 8.7 22.2 64.7 64.7 23.4 42.9 44.0 50.8 36.1 85.3 9.5 54.8 32.1 54.8 31.7

〔 性 〕

男 性 982 84.8 8.4 25.2 61.4 67.3 21.6 46.3 44.5 50.6 37.6 80.8 11.7 56.7 29.5 57.0 30.7

女 性 1,197 84.8 8.1 24.9 63.0 71.0 19.8 42.1 48.0 48.2 40.4 84.7 9.7 61.1 25.7 59.4 30.0

〔性・年 齢〕

男性・ 16～ 19歳 45 82.2 13.3 44.4 46.7 62.2 24.4 37.8 48.9 48.9 37.8 80.0 11.1 60.0 31.1 71.1 22.2

20～ 29歳 89 83.1 9.0 18.0 68.5 70.8 18.0 36.0 57.3 38.2 48.3 83.1 12.4 56.2 27.0 59.6 33.7

30～ 39歳 156 88.5 5.8 18.6 72.4 62.2 27.6 36.5 55.1 42.3 47.4 84.0 9.6 59.6 28.8 46.8 44.2

40～ 49歳 141 85.1 8.5 19.9 68.8 64.5 22.0 35.5 47.5 44.0 44.7 78.7 14.2 56.7 29.1 48.9 38.3

50～ 59歳 192 82.3 9.9 25.0 64.1 68.8 21.9 48.4 44.3 55.2 34.4 81.3 9.9 56.8 28.1 57.3 30.2

60歳以上 359 85.2 7.8 29.5 52.4 69.6 19.2 57.4 35.1 57.7 29.5 79.4 12.5 55.2 31.2 62.1 22.3

女性・ 16～ 19歳 38 89.5 5.3 31.6 55.3 71.1 18.4 36.8 55.3 42.1 47.4 94.7 2.6 76.3 7.9 65.8 23.7

20～ 29歳 111 85.6 6.3 23.4 68.5 64.9 27.9 32.4 55.0 43.2 46.8 88.3 7.2 71.2 18.9 47.7 36.9

30～ 39歳 205 86.3 8.3 20.0 71.7 73.7 20.5 37.6 52.7 43.4 47.3 86.3 10.2 61.0 28.3 59.0 33.7

40～ 49歳 219 84.5 10.0 20.5 70.3 69.4 21.5 40.2 51.1 40.2 48.9 80.8 11.4 60.3 25.6 53.0 37.4

50～ 59歳 233 85.8 6.4 21.5 67.0 67.8 21.0 36.1 53.2 43.8 45.5 81.1 12.4 57.1 29.2 56.2 33.9

60歳以上 391 82.9 8.7 31.7 51.2 74.2 15.6 52.4 38.1 59.8 26.6 86.2 8.2 59.6 26.1 67.8 20.2

(5) 会長が申さ
れたことに

(6) 先生がお見
えになります

(7) この電車に
は御乗車できま
せん

(8) どちらにお
られますか

(1) お試しくだ
さい

(2) 東京にまい
りまして，

(3) 中村さんが
お話しされたよ
うに，

(4) お目に掛
かっていただけ
ませんか
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13．文字に対する関心 

 

問 13〔回答票〕あなたは，漢字や平仮名，片仮名など，ふだん使っている文字について，どの程度

関心を持っていますか。この中から選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漢字や平仮名，片仮名など，ふだん使っている文字について，どの程度関心を持っているかを尋ねた。 

「非常に関心を持っている」（11.1％）が約 1 割，「ある程度関心を持っている」（54.7％）が 5 割を

上回り，これらを合わせた「関心を持っている(計)」（65.8％）は 3 人に 2 人の割合となっている。一

方，「全く関心を持っていない」が 3.7％，「余り関心を持っていない」が 30.0％で，これらを合わせた

「関心を持っていない（計）」は 33.7％となっている。 

平成 10年度調査結果と比較すると，ほとんど変化は見られない。 

地域ブロック別に見ると，「関心を持っている(計)」の割合は関東（71.5％）で 7 割を超えるのに対

し，四国（49.3％）では 5 割を下回り，「関心を持っていない（計）」と同率になっている。このほか，

東北，北陸でも「関心を持っている(計)」が 5割台にとどまり，「関心を持っていない（計）」が 4割を

超えている。 

性別に見ると，「非常に関心を持っている」（男性 13.0％，女性 9.4％）は男性で高くなっているが，

「ある程度関心を持っている」（男性 51.3％，女性 57.6％）は女性で高く，合算した「関心を持ってい

る(計)」（男性 64.4％，女性 67.0％）の割合には男女差が見られない。 

性・年齢別に見ると，「関心を持っている(計)」の割合は，男性の 60 歳以上と女性の 40～50 代で 7

割前後と高く，特に男性の 60代では「非常に関心を持っている」（18.7％）が 2割近い。一方，男女の

16～19歳で 5割を下回り，「関心を持っていない（計）」が過半数を超えている。 

言葉の使い方に対する意識別に見ると，「気を遣っている（計）」と回答した人の方が｢気を遣ってい

ない（計）｣と回答した人よりも，「関心を持っている（計）」と回答した人が 34ポイント高くなってい

る（図 7参照）。 

(%)

11.1 54.7 30.0 3.7 0.5
(n=2,179)

非常に関心を

持っている

余り関心を

持っていない

全く関心を

持っていない

分から

ない

ある程度関心を

持っている

関心を

持って

いる

（計）

関心を

持って

いない

（計）

65.8 33.7

【12.5】 【30.1】【53.3】 【3.5】【0.6】 【65.8】 【33.6】

【  】内は平成10年度調査結果(n=2,200)
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図 7 文字に対する関心（地域ブロック別，性別，性・年齢別，言葉の使い方に対する意識別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

総 数 (2,179) 65.8 33.7

北 海 道 (   94) 59.6 39.4

東 北 (  164) 57.3 42.7

関 東 (  709) 71.5 27.6

北 陸 (  102) 55.9 44.1

中 部 (  308) 66.6 33.1

近 畿 (  347) 66.9 32.9

中 国 (  128) 68.8 31.3

四 国 (   75) 49.3 49.3

九 州 (  252) 62.7 36.9

男 性 (  982) 64.4 35.2

女 性 (1,197) 67.0 32.4

男 性 ・ 16 ～ 19 歳 (   45) 42.2 57.8

20 ～ 29 歳 (   89) 51.7 48.3

30 ～ 39 歳 (  156) 63.5 35.9

40 ～ 49 歳 (  141) 66.7 32.6

50 ～ 59 歳 (  192) 65.1 34.9

60 歳 以 上 (  359) 69.4 30.1

女 性 ・ 16 ～ 19 歳 (   38) 47.4 52.6

20 ～ 29 歳 (  111) 62.2 36.9

30 ～ 39 歳 (  205) 65.9 33.7

40 ～ 49 歳 (  219) 72.1 27.9

50 ～ 59 歳 (  233) 71.7 27.9

60 歳 以 上 (  391) 65.2 33.8

気を遣っている(計) (1,538) 75.7 23.9

気を遣っていない(計) (  638) 42.0 57.1

11.1

13.8

12.2

13.5

6.9

7.8

10.4

12.5

6.7

9.5

13.0

9.4

6.7

7.9

4.5

12.8

13.5

18.7

7.9

5.4

9.6

9.4

12.5

14.2

3.6

54.7

45.7

45.1

58.0

49.0

58.8

56.5

56.3

42.7

53.2

51.3

57.6

35.6

43.8

59.0

53.9

51.6

50.7

39.5

56.8

60.0

62.6

62.2

52.7

61.6

38.4

40.0

42.2

42.7

28.4

48.1 8.9

5.9

22.6

30.6

38.3

30.0

29.4

29.7

31.2

25.5

27.0

26.0

31.2

29.1

30.8

25.8

40.2

34.8

33.3

52.6

33.3

32.7

24.8

1.4

3.6

15.6

3.0

4.5

6.3

9.3

5.5

3.2

1.9

3.9

2.1

7.9

3.7

1.1

5.6

3.2

3.5

1.6

5.3

 -

2.4

1.8

0.9

5.4

0.9

0.3

1.0

 -

0.6

0.6

0.4

0.3

0.8

 -

0.5

0.4

0.5

0.6

 -

 -

0.4

1.3

1.1

0.7

 -

0.9

 -

 -

0.3

 -

(%)

〔 地 域 ブ ロ ッ ク 〕

〔 性 〕

〔 性 ・ 年 齢 〕

ｎ

非常に関心を
持っている

余り関心を
持っていない

全く関心を
持っていない

分から
ない

ある程度関心を
持っている

関心を
持って
いる
（計）

関心を
持って
いない
（計）

〔言葉の使い方に対する意識〕
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14．漢字についての意識 

 

問 14〔回答票〕あなたは，漢字についてどのような意識を持っていますか。この中から，当てはま

るものがあれば，幾つでも選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漢字についての意識を尋ねた（選択肢の中から幾つでも回答）。 

「日本語の表記に欠くことのできない大切な文字である」が 70.9％で最も高く，次いで「漢字を見る

とすぐに意味が分かるので便利である」（58.3％），「ワープロなどがあっても，漢字学習はしっかりと

やるべきである」（56.6％）が 5割台で続き，「漢字の使い方については余り自信がない」（41.3％）が 4

割台で挙げられている。以下，「日本語の表記を難しくしている文字である」(9.2％)，「漢字の使い方

についてはかなり自信がある」(8.2％)，「ワープロなどがあるので，これからは漢字を書く必要は少な

くなる」(5.7％)，「字を覚えるのは大変なので，なるべく使わない方が良い」（3.5％）はいずれも 1割

未満となっている。 

平成 14年度調査結果と比較すると，「ワープロなどがあっても，漢字学習はしっかりとやるべきであ

る」と「漢字の使い方については余り自信がない」がそれぞれ 19ポイントと大幅に増加した。 

地域ブロック別に見ると，すべての地域ブロックで「日本語の表記に欠くことのできない大切な文字

である」はいずれも 1 位に挙げられており，近畿（76.1％）で最も高くなっている。「ワープロなどが

日本語の表記に欠くことのでき
ない大切な文字である

漢字を見るとすぐに意味が分か
るので便利である

ワープロなどがあっても，漢字
学習はしっかりとやるべきであ
る

漢字の使い方については余り自
信がない

日本語の表記を難しくしている
文字である

漢字の使い方についてはかなり
自信がある

ワープロなどがあるので，これ
からは漢字を書く必要は少なく
なる

漢字を覚えるのは大変なので，
なるべく使わない方が良い

分からない

(%)

58.3

56.6

41.3

9.2

8.2

5.7

3.5

1.8

70.9

0 20 40 60 80

(n=2,179)

【8.9】

【71.0】

【60.5】

【37.9】

【22.1】

【3.4】

【11.5】

【3.5】

【3.9】

【  】内は平成14年度調査結果
(n=2,200)
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あっても，漢字学習はしっかりとやるべきである」は四国（38.7％）で低く，最も高い近畿（60.8％）

との差は 22ポイントとなっている。「漢字の使い方については余り自信がない」は北海道（51.1％）で

5割を超えている。 

性別に見ると，「ワープロなどがあっても，漢字学習はしっかりとやるべきである」（男性 53.5％，

59.2％）で女性が高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「日本語の表記に欠くことのできない大切な文字である」は男性の 30～50代と

女性の 40～50代で 4分の 3以上の割合となっているが，男性の 16～19歳（53.3％）では 5割強にとど

まり，「漢字の使い方については余り自信がない」（55.6％）の割合が最も高くなっている。「漢字を見

るとすぐに意味が分かるので便利である」，「ワープロなどがあっても，漢字学習はしっかりとやるべき

である」は女性の 30～50代で高くなっているほか，「ワープロなどがあっても，漢字学習はしっかりと

やるべきである」は男性の 30代でも 7割近くとなっている。 

文字に対する関心別に見ると，「日本語の表記に欠くことのできない大切な文字である」，「漢字を見

るとすぐに意味が分かるので便利である」，「ワープロなどがあっても，漢字学習はしっかりとやるべき

である」は「関心を持っている（計）」と回答した人の方が「関心を持っていない（計）」と回答した人

よりも 25 ポイント前後の差で高くなっている。一方，「漢字の使い方については余り自信がない」は，

「関心を持っていない（計）」と回答した人が「関心を持っている（計）」と回答した人よりも 23 ポイ

ント高くなっている（表 8参照）。 

 



 
(
4
6
)

   

表8　漢字についての意識（地域ブロック別，性別，性・年齢別，文字に対する関心別）
(%)

ｎ

日本語の表
記に欠くこ
とのできな
い大切な文
字である

漢字を見る
とすぐに意
味が分かる
ので便利で
ある

ワープロな
どがあって
も，漢字学
習はしっか
りとやるべ
きである

漢字の使い
方について
は余り自信
がない

日本語の表
記を難しく
している文
字である

漢字の使い
方について
はかなり自
信がある

ワープロな
どがあるの
で，これか
らは漢字を
書く必要は
少なくなる

漢字を覚え
るのは大変
なので，な
るべく使わ
ない方が良
い

総 数 2,179 70.9 58.3 56.6 41.3 9.2 8.2 5.7 3.5

〔 地 域 ブ ロ ッ ク 〕

北 海 道 94 71.3 58.5 57.4 51.1 9.6 6.4 4.3 3.2

東 北 164 64.6 49.4 48.8 39.6 6.7 5.5 4.3 3.7

関 東 709 73.6 61.5 59.1 39.1 11.0 9.4 5.6 3.9

北 陸 102 64.7 58.8 57.8 45.1 6.9 8.8 4.9 3.9

中 部 308 68.5 56.8 56.8 41.6 8.4 8.1 5.5 1.6

近 畿 347 76.1 60.5 60.8 40.3 6.9 8.6 6.3 3.5

中 国 128 74.2 53.9 54.7 35.9 14.8 7.8 11.7 4.7

四 国 75 64.0 60.0 38.7 48.0 8.0 2.7 9.3 5.3

九 州 252 65.9 55.2 54.4 45.2 8.3 7.9 3.2 3.6

〔 性 〕

男 性 982 71.6 56.6 53.5 41.2 10.7 8.8 6.4 3.7

女 性 1,197 70.3 59.6 59.2 41.4 8.0 7.7 5.2 3.4

〔 性 ・ 年 齢 〕

男 性 ・ 16 ～ 19 歳 45 53.3 44.4 42.2 55.6 6.7 4.4 4.4 6.7

20 ～ 29 歳 89 64.0 56.2 42.7 48.3 12.4 4.5 10.1 4.5

30 ～ 39 歳 156 76.9 57.7 68.6 45.5 6.4 4.5 5.8 1.9

40 ～ 49 歳 141 77.3 54.6 60.3 39.7 7.1 4.3 4.3 1.4

50 ～ 59 歳 192 75.0 58.3 55.2 39.6 12.0 8.3 5.7 2.6

60 歳 以 上 359 69.4 57.7 47.4 37.3 13.4 14.2 7.2 5.3

女 性 ・ 16 ～ 19 歳 38 60.5 50.0 55.3 34.2 10.5 2.6 2.6 2.6

20 ～ 29 歳 111 67.6 55.0 59.5 43.2 8.1 9.9 6.3 1.8

30 ～ 39 歳 205 69.3 66.3 64.4 38.5 4.4 3.9 5.9 3.4

40 ～ 49 歳 219 78.5 65.8 73.5 37.4 8.7 4.1 4.1 1.8

50 ～ 59 歳 233 75.5 64.8 66.1 43.8 8.2 10.7 5.6 0.9

60 歳 以 上 391 65.0 51.9 44.8 43.7 9.2 9.7 5.1 6.4

〔 文 字 に 対 す る 関 心 〕

関心を持っている（計） 1,434 80.2 66.5 65.7 33.6 8.3 11.0 5.4 3.1

関心を持っていない（計） 734 53.5 42.9 39.4 56.5 11.2 2.6 6.5 4.5
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15．常用漢字表の漢字の数 

 

問 15〔回答票〕現代の国語を書き表すための漢字使用の目安を示した「常用漢字表」（昭和５６年

内閣告示）は，法令，公用文書，新聞，雑誌，放送など一般の社会生活における漢字使用の

目安として広く使われています。また，学校教育では小学校卒業までに常用漢字のうちの 

１００６字を習い，中学校修了までに小学校での１００６字を書けるようにするとともに常

用漢字の大体が読めるようになることとされています。この表には１９４５字の漢字が掲げ

られていますが，それについてあなたはどのように考えますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現代の国語を書き表すための漢字使用の目安を示した「常用漢字表」の漢字の数をどうすれば良いと

思うかを尋ねた。 

「特に不都合はないので今のままで良い」が 75.7％と 4分の 3を占めている。「漢字の数をもっと増

やした方が良い」が 8.6％，「漢字の数をもっと減らした方が良い」が 9.1％と，いずれも 1割に満たな

い。 

地域ブロック別に見ると，すべての地域ブロックで「特に不都合はないので今のままで良い」の割合

が 7 割以上を占めており，北海道（83.0％），東北（81.1％），中国（83.6％），四国（85.3％）で 8 割

を超えている。一方，関東（72.1％），中部（74.0％），近畿（72.3％）では 7 割強で，「漢字の数をも

っと増やした方が良い」，「漢字の数をもっと減らした方が良い」がそれぞれほぼ 1割となっている。 

性別に見ると，男女とも「特に不都合はないので今のままで良い」（男性 74.0％，女性 77.0％）が圧

倒的であるが，「漢字の数をもっと増やした方が良い」（男性 10.8％，女性 6.8％）は男性で高くなって

いる。 

性・年齢別に見ると，「特に不都合はないので今のままで良い」がいずれの年齢層でも多数を占めて

いるが，女性の 16～19歳（92.1％）で高くなっている。「漢字の数をもっと増やした方が良い」は男性

では 30代（14.7％），女性では 20代（13.5％）で最も高く，「漢字の数をもっと減らした方が良い」は

男性の 20代（13.5％）で高くなっている（図 8参照）。 

(%)

8.6 75.7 9.1 6.6(n=2,179)

漢字の数をもっと

増やした方が良い

特に不都合はないので

今のままで良い

分からない

漢字の数もっと

減らした方が良い
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図 8 常用漢字表の漢字の数（地域ブロック別，性別，性・年齢別，文字に対する関心別） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　

総 数 (2,179)

北 海 道 (   94)

東 北 (  164)

関 東 (  709)

北 陸 (  102)

中 部 (  308)

近 畿 (  347)

中 国 (  128)

四 国 (   75)

九 州 (  252)

男 性 (  982)

女 性 (1,197)

男 性 ・ 16 ～ 19 歳 (   45)

20 ～ 29 歳 (   89)

30 ～ 39 歳 (  156)

40 ～ 49 歳 (  141)

50 ～ 59 歳 (  192)

60 歳 以 上 (  359)

女 性 ・ 16 ～ 19 歳 (   38)

20 ～ 29 歳 (  111)

30 ～ 39 歳 (  205)

40 ～ 49 歳 (  219)

50 ～ 59 歳 (  233)

60 歳 以 上 (  391)

関心を持っている(計) (1,434)

関心を持っていない(計) (  734)
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〔 地 域 ブ ロ ッ ク 〕

〔 性 〕

〔 性 ・ 年 齢 〕

ｎ

漢字の数をもっと
増やした方が良い

特に不都合はないので
今のままで良い

分からない

漢字の数をもっと
減らした方が良い

〔文 字に 対す る関 心〕〔文 字に 対す る関 心〕
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16．表記の仕方（手書きの場合とパソコン・ワープロ等の場合） 

 

問 16－(a)〔回答票〕あなたは，ここに挙げる（１）から（７）までの下線を引いた語を手で書く場

合どのように書きますか，書くことが多い方を選んでください。 

 

問 16－(b)〔回答票〕それでは，あなたは，（１）から（７）までの下線を引いた語をパソコン・ワー

プロ等（携帯電話なども含む。）を使って書く場合はどちらを選択しますか，選択する

ことが多い方を選んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 朝の９時ゴロに迎えに行きます

(２) 朝のアイサツをしよう

(３) 豊かな心をハグクむ

(４) さっき話していたのはダレですか

(５) マクラが高くて寝付けなかった

(６) みんなにヒンシュクを買った

(７) 互いの認識にソゴを来した

(a) (n=2,179)
(b) (n=1,368)
*(a)は全数が対象者，(b)は｢パソコン・
　ワープロ等を全く使わない」の811人を
　除いた対象者

(%)

5.0

12.1

89.8

80.6

5.0

6.7 0.6

0.1

どちらとも同じ
頻度で書く(選ぶ)

分から
ない

(a)

(b)

ごろ 頃

8.7

42.5 47.9

85.9

8.7

5.3 0.1

0.9(a)

(b)

あいさつ 挨拶

10.4

30.7

84.8

57.7

4.2

8.3 3.4

0.7

(a)

(b)

はぐくむ 育む

2.4

12.3 80.5

92.9

6.5

4.5 0.1

0.6(a)

(b)

だれ 誰

3.1

15.1

93.9

77.9

2.9

6.1 0.8

0.2

(a)

(b)

まくら 枕

58.5

80.8 4.6

28.2

3.5

5.7 7.6

11.1(a)

(b)

ひんしゅく 顰蹙

52.7

70.9

28.5

5.6

5.6

3.0 20.5
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(a)

(b)

そご 齟齬
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七つの例文を挙げて，(a)手書きの場合と(b)パソコン・ワープロ等(携帯電話なども含む。)を使って

書く場合に，平仮名で表記するか漢字で表記するかについて尋ねた。 

共通して見られる特徴は，(a)手書きよりも(b)パソコン・ワープロ等を使う場合の方が漢字での表記

をする人の割合が高くなっていることである。 

まず，手書きで書く場合に漢字で表記すると答えた人の割合が高い順に，「（１）朝の９時ゴロに迎え

に行きます」（80.6％），「(４)さっき話していたのはダレですか」（80.5％），「(５)マクラが高くて寝付

けなかった」(77.9％)が 8 割前後となっている。「(３)豊かな心をハグクむ」(57.7％)は 6 割弱で，平

仮名で「はぐくむ」（30.7％）と表記すると回答した人を 27 ポイント上回る。「(２)朝のアイサツをし

よう」(47.9％)は 5割を切るが，「あいさつ」（42.5％）と平仮名で表記すると回答した人を若干上回る。

「(７)互いの認識にソゴを来した」(5.6％)，「(６)みんなにヒンシュクを買った」（4.6％）は 1割未満

にとどまり，「ひんしゅく」，「そご」と平仮名で表記するとした人が圧倒的に多くなっている。 

次に，パソコン・ワープロ等を使って書く場合に漢字で表記すると答えた人の割合が高い順に，「(５)

マクラが高くて寝付けなかった」(93.9％)，「(４)さっき話していたのはダレですか」（92.9％），「（１）

朝の９時ゴロに迎えに行きます」（89.8％）と手書きでも上位 3 位に挙げられた例文は，更に 9 割前後

の高い割合となっている。「(２)朝のアイサツをしよう」(85.9％)，「(３)豊かな心をハグクむ」(84.8％)

は，手書きの場合と比べ 37～38ポイント高くなり，8割強に及んでいる。「(７)互いの認識にソゴを来

した」(28.5％)，「(６)みんなにヒンシュクを買った」（28.2％）も手書きの場合と比べ，23～24ポイン

ト高くなっているが，それでも「そご」，「ひんしゅく」と平仮名で表記するとした人が過半数を超えて

いる。 

 

以下，（１）～（７）のそれぞれについて，地域ブロック別，性別，性・年齢別に見ていく。 
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(１）朝の９時ゴロに迎えに行きます 

地域ブロック別に見ると，｢頃｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合は 8割前後で差が見られ

ないが，パソコン・ワープロ等を使って書く場合は四国(71.9％)で低く，「どちらとも同じ頻度で選ぶ」

(21.9％)が他の地域ブロックよりも高くなっている。 

性別に見ると，手書きの場合でもパソコン・ワープロ等を使って書く場合でも女性の方が｢頃｣と漢字

で表記する人の割合が高くなっている。 

性・年齢別に見ると，｢頃｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合は男性の 16～19 歳(66.7％)

と 60 歳以上（73.0％）で低く，これらの年齢層では「ごろ」と回答した人が 2 割程度となっている。

また，パソコン・ワープロ等を使って書く場合は，｢頃｣の割合は男性の 60 歳以上（83.0％）でやや低

くなっている（表 9参照）。 

 

表 9 表記の仕方 (１）朝の９時ゴロに迎えに行きます（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 

 (%)

ｎ ごろ 頃
同じ頻度
で書く

ｎ ごろ 頃
同じ頻度
で選ぶ

総 数 2,179 12.1 80.6 6.7 1,368 5.0 89.8 5.0

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 13.8 77.7 7.4 43 11.6 83.7 4.7

東 北 164 15.2 79.3 3.7 95 6.3 90.5 3.2

関 東 709 12.0 81.2 6.5 489 5.3 88.8 5.7

北 陸 102 12.7 80.4 6.9 65 3.1 90.8 6.2

中 部 308 10.1 83.4 6.2 199 6.5 89.9 3.0

近 畿 347 12.4 80.4 6.9 233 1.7 93.1 5.2

中 国 128 10.9 80.5 8.6 71 5.6 91.5 2.8

四 国 75 9.3 80.0 10.7 32 6.3 71.9 21.9

九 州 252 12.7 77.8 7.5 141 5.0 92.2 2.8

〔 性 〕

男 性 982 14.6 77.2 7.4 657 6.5 88.0 5.5

女 性 1,197 10.0 83.4 6.2 711 3.7 91.6 4.5

〔性 ・年 齢〕

男性・ 16～ 19歳 45 20.0 66.7 13.3 39 7.7 87.2 5.1

20～ 29歳 89 14.6 77.5 7.9 80 7.5 87.5 5.0

30～ 39歳 156 10.9 82.1 7.1 143 3.5 92.3 4.2

40～ 49歳 141 9.2 83.0 7.1 124 4.0 90.3 5.6

50～ 59歳 192 13.0 79.2 7.3 130 6.9 86.9 6.2

60歳以上 359 18.4 73.0 7.0 141 10.6 83.0 6.4

女性・ 16～ 19歳 38 5.3 78.9 15.8 36 2.8 86.1 11.1

20～ 29歳 111 9.9 82.9 7.2 100 4.0 91.0 5.0

30～ 39歳 205 8.3 86.3 5.4 175 2.3 93.7 4.0

40～ 49歳 219 5.5 86.8 7.3 177 3.4 92.1 4.5

50～ 59歳 233 9.9 87.1 3.0 134 6.0 92.5 1.5

60歳以上 391 14.1 78.3 6.6 89 3.4 87.6 6.7

(a) 手書きの場合 (b) パソコン・ワープロ等の場合
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(２)朝のアイサツをしよう 

地域ブロック別に見ると，｢挨拶｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合は北海道（53.2％），

関東（50.5％），近畿(52.2％)，中国(52.3％)，四国（54.7％）で 5割を上回っている。一方，北陸（38.2％）

では 4 割を下回り，「あいさつ」と平仮名で表記すると答えた人の割合が 5 割を上回っている。パソコ

ン・ワープロ等を使って書く場合は四国(71.9％)でのみ 8 割を切り，「どちらとも同じ頻度で選ぶ」

(21.9％)が高くなっている。 

性別に見ると，｢挨拶｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合は男性(50.2％)が女性（46.0％）

よりも高くなっているが，パソコン・ワープロ等を使って書く場合は差が見られない。 

性・年齢別に見ると，｢挨拶｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合は男女とも年代が上がるに

つれて高くなる傾向があり，男女とも 30 代より下の年齢層では「あいさつ」と平仮名で表記すると答

えた人の割合の方が高くなっている。50代より上の年代では｢挨拶｣と漢字で表記する人の割合が 5割以

上を占めている。また，パソコン・ワープロ等を使って書く場合は，｢挨拶｣の割合は女性の 50代と 60

歳以上で 9割を超えるが，男女の 16～19歳で低くなっている（表 10参照）。 

 

表 10 表記の仕方 (２)朝のアイサツをしよう（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 

(%)

ｎ あいさつ 挨拶
同じ頻度
で書く

ｎ あいさつ 挨拶
同じ頻度
で選ぶ

総 数 2,179 42.5 47.9 8.7 1,368 8.7 85.9 5.3

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 37.2 53.2 8.5 43 11.6 83.7 4.7

東 北 164 49.4 40.9 6.7 95 11.6 82.1 6.3

関 東 709 40.8 50.5 8.2 489 8.4 86.3 5.1

北 陸 102 56.9 38.2 4.9 65 6.2 84.6 9.2

中 部 308 50.3 40.6 8.8 199 8.0 87.4 4.0

近 畿 347 39.5 52.2 7.5 233 7.3 88.4 4.3

中 国 128 35.2 52.3 12.5 71 8.5 87.3 4.2

四 国 75 29.3 54.7 16.0 32 6.3 71.9 21.9

九 州 252 41.7 46.0 10.3 141 12.1 84.4 3.5

〔 性 〕

男 性 982 40.7 50.2 7.9 657 10.0 85.1 4.9

女 性 1,197 44.0 46.0 9.3 711 7.5 86.6 5.6

〔 性 ・ 年 齢 〕

男性・ 16～ 19歳 45 73.3 20.0 6.7 39 25.6 64.1 10.3

20～ 29歳 89 50.6 41.6 7.9 80 10.0 83.8 6.3

30～ 39歳 156 58.3 34.0 7.1 143 11.9 86.7 1.4

40～ 49歳 141 45.4 46.8 7.1 124 8.1 85.5 6.5

50～ 59歳 192 35.4 55.2 8.3 130 5.4 89.2 5.4

60歳以上 359 27.6 61.8 8.6 141 9.9 85.8 4.3

女性・ 16～ 19歳 38 73.7 18.4 7.9 36 8.3 75.0 16.7

20～ 29歳 111 66.7 27.0 6.3 100 14.0 80.0 6.0

30～ 39歳 205 57.6 36.6 5.9 175 7.4 87.4 5.1

40～ 49歳 219 42.9 44.3 12.3 177 7.9 84.7 7.3

50～ 59歳 233 35.2 51.5 12.9 134 5.2 93.3 1.5

60歳以上 391 33.5 56.8 8.2 89 2.2 91.0 4.5

(a) 手書きの場合 (b) パソコン・ワープロ等の場合
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(３)豊かな心をハグクむ 

地域ブロック別に見ると，｢育む｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合でも，パソコン・ワー

プロ等を使って書く場合でも，北陸で他の地域ブロックより低くなっている。 

性別に見ると，手書きの場合，パソコン・ワープロ等を使って書く場合とも女性の方が｢育む｣と漢字

で表記する人の割合が高くなっている。 

性・年齢別に見ると，｢育む｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合でもパソコン・ワープロ等

を使って書く場合でも男性の 16～19歳で最も低くなっており，「はぐくむ」と平仮名で表記する人の割

合が他の年齢層に比べ，目立って高い（表 11参照）。 

 

表 11 表記の仕方 (３)豊かな心をハグクむ（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 

(%)

ｎ はぐくむ 育む
同じ頻度
で書く

ｎ はぐくむ 育む
同じ頻度
で選ぶ

総 数 2,179 30.7 57.7 8.3 1,368 10.4 84.8 4.2

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 35.1 54.3 7.4 43 11.6 81.4 7.0

東 北 164 31.1 56.7 6.1 95 5.3 88.4 6.3

関 東 709 27.5 59.9 9.0 489 9.4 85.5 4.3

北 陸 102 46.1 42.2 9.8 65 20.0 73.8 6.2

中 部 308 30.2 57.8 11.4 199 12.1 84.4 3.0

近 畿 347 29.7 60.8 6.9 233 11.6 83.7 4.3

中 国 128 29.7 61.7 7.8 71 7.0 90.1 1.4

四 国 75 28.0 60.0 6.7 32 3.1 87.5 9.4

九 州 252 34.5 52.4 6.3 141 11.3 85.1 2.1

〔 性 〕

男 性 982 33.6 53.4 9.4 657 13.4 81.1 4.9

女 性 1,197 28.2 61.2 7.4 711 7.6 88.2 3.5

〔 性 ・ 年 齢 〕

男性・ 16～ 19歳 45 48.9 33.3 15.6 39 30.8 66.7 2.6

20～ 29歳 89 32.6 53.9 10.1 80 11.3 86.3 2.5

30～ 39歳 156 30.8 59.6 7.7 143 8.4 88.1 3.5

40～ 49歳 141 30.5 55.3 8.5 124 8.9 82.3 8.1

50～ 59歳 192 29.2 56.8 11.5 130 14.6 76.2 6.9

60歳以上 359 36.8 50.4 8.4 141 17.7 78.7 3.5

女性・ 16～ 19歳 38 31.6 57.9 10.5 36 11.1 80.6 8.3

20～ 29歳 111 26.1 62.2 9.0 100 10.0 84.0 5.0

30～ 39歳 205 22.9 68.3 7.8 175 6.9 89.1 4.0

40～ 49歳 219 21.5 68.0 7.8 177 7.3 88.7 4.0

50～ 59歳 233 27.0 65.2 6.4 134 9.0 90.3 0.7

60歳以上 391 35.8 51.4 6.9 89 3.4 89.9 2.2

(a) 手書きの場合 (b) パソコン・ワープロ等の場合
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(４)さっき話していたのはダレですか 

地域ブロック別に見ると，｢誰｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合は北海道(75.5％)，北陸

（70.6％），九州(76.2％)で 7 割台となっているが，他の地域ブロックでは 8 割を超えている。パソコ

ン・ワープロ等を使って書く場合は四国(84.4％)を除くすべての地域で 9割を超えている。 

性別には，手書きの場合でもパソコン・ワープロ等を使って書く場合でも差が見られない。 

性・年齢別に見ると，｢誰｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合は男性の 16～19 歳と男女の

60歳以上で 7割台にとどまり，女性の 60歳以上では「だれ」と回答した人が 2割となっている。また，

パソコン・ワープロ等を使って書く場合は，｢誰｣の割合は男女とも 16～19歳と 60歳以上で 8割台とな

っており，他(9割台)と比べて低くなっている（表 12参照）。 

 

表 12 表記の仕方 (４)さっき話していたのはダレですか（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 

(%)

ｎ だれ 誰
同じ頻度
で書く

ｎ だれ 誰
同じ頻度
で選ぶ

総 数 2,179 12.3 80.5 6.5 1,368 2.4 92.9 4.5

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 16.0 75.5 7.4 43 2.3 90.7 7.0

東 北 164 13.4 81.7 2.4 95 2.1 95.8 2.1

関 東 709 12.4 81.2 6.2 489 3.3 91.4 5.1

北 陸 102 18.6 70.6 10.8 65 3.1 90.8 6.2

中 部 308 9.7 84.4 5.8 199 2.5 94.0 3.0

近 畿 347 10.7 81.8 6.9 233 1.7 94.4 3.9

中 国 128 13.3 81.3 5.5 71 1.4 97.2 1.4

四 国 75 5.3 82.7 12.0 32 3.1 84.4 12.5

九 州 252 14.7 76.2 6.7 141 0.7 93.6 5.7

〔 性 〕

男 性 982 12.5 79.9 6.6 657 2.7 92.8 4.4

女 性 1,197 12.2 81.0 6.3 711 2.1 93.0 4.6

〔 性 ・ 年 齢 〕

男性・ 16～ 19歳 45 15.6 75.6 8.9 39  - 89.7 10.3

20～ 29歳 89 11.2 86.5 2.2 80 3.8 92.5 3.8

30～ 39歳 156 9.0 84.6 6.4 143 0.7 97.9 1.4

40～ 49歳 141 11.3 80.1 8.5 124 2.4 91.1 6.5

50～ 59歳 192 10.4 81.8 6.8 130 2.3 94.6 3.1

60歳以上 359 15.6 75.8 6.7 141 5.7 88.7 5.7

女性・ 16～ 19歳 38 2.6 84.2 13.2 36 2.8 86.1 11.1

20～ 29歳 111 5.4 82.0 12.6 100 3.0 91.0 6.0

30～ 39歳 205 8.3 86.3 5.4 175 1.7 93.7 4.6

40～ 49歳 219 8.7 85.8 5.0 177 2.3 93.8 4.0

50～ 59歳 233 9.9 83.7 6.4 134 2.2 96.3 1.5

60歳以上 391 20.5 73.4 5.1 89 1.1 89.9 6.7

(a) 手書きの場合 (b) パソコン・ワープロ等の場合
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(５)マクラが高くて寝付けなかった 

地域ブロック別に見ると，｢枕｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合は関東（80.5％），中部

（80.2％），近畿(80.7％)で 8割に達している。一方，東北(70.7％)では約 7割で，「まくら」(22.0％)

と平仮名で表記すると答えた人が 2割を超えている。パソコン・ワープロ等を使って書く場合は｢枕｣と

漢字で表記する人の割合は，四国(87.5％)でのみ 9割を切っている。 

性別に見ると，｢枕｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合もパソコン・ワープロ等を使って書

く場合も女性の方が高くなっている。 

性・年齢別に見ると，｢枕｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合は女性の 50 代では 9 割に達

しているが，男性の 16～19歳で 5割台，男女の 20代で 7割弱と低く，これらの年齢層では「まくら」

と平仮名で表記する人の割合が男性の 16～19歳で 4割強，男女の 20代で 2割強と高くなっている。ま

た，パソコン・ワープロ等を使って書く場合は，｢枕｣の割合は男女とも 16～19 歳を除くすべての年齢

層で 9割を超えている（表 13参照）。 

 

表 13 表記の仕方 (５)マクラが高くて寝付けなかった（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 

(%)

ｎ まくら 枕
同じ頻度
で書く

ｎ まくら 枕
同じ頻度
で選ぶ

総 数 2,179 15.1 77.9 6.1 1,368 3.1 93.9 2.9

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 19.1 71.3 8.5 43  - 97.7 2.3

東 北 164 22.0 70.7 3.7 95 1.1 94.7 4.2

関 東 709 13.5 80.5 5.6 489 3.7 93.3 2.7

北 陸 102 13.7 75.5 10.8 65 3.1 93.8 3.1

中 部 308 14.3 80.2 5.5 199 1.0 95.5 3.0

近 畿 347 13.3 80.7 5.8 233 3.9 93.1 3.0

中 国 128 17.2 76.6 6.3 71 5.6 93.0 1.4

四 国 75 10.7 76.0 13.3 32 6.3 87.5 6.3

九 州 252 18.3 73.4 5.6 141 2.8 95.0 2.1

〔 性 〕

男 性 982 16.9 74.9 7.2 657 4.3 92.1 3.7

女 性 1,197 13.7 80.4 5.3 711 2.0 95.5 2.1

〔 性 ・ 年 齢 〕

男性・ 16～ 19歳 45 44.4 51.1 4.4 39 15.4 76.9 7.7

20～ 29歳 89 21.3 68.5 10.1 80 6.3 90.0 3.8

30～ 39歳 156 19.2 73.7 7.1 143 3.5 95.8 0.7

40～ 49歳 141 12.8 78.7 7.8 124 0.8 92.7 6.5

50～ 59歳 192 12.5 79.7 6.3 130 3.1 93.1 3.8

60歳以上 359 15.3 76.0 7.2 141 5.0 92.2 2.8

女性・ 16～ 19歳 38 15.8 71.1 13.2 36 5.6 83.3 11.1

20～ 29歳 111 21.6 66.7 11.7 100 4.0 95.0 1.0

30～ 39歳 205 15.6 81.0 3.4 175 2.3 95.4 2.3

40～ 49歳 219 8.7 83.6 7.3 177 1.7 96.6 1.7

50～ 59歳 233 7.7 90.1 2.1 134 0.7 99.3  - 

60歳以上 391 16.6 77.2 4.3 89  - 93.3 3.4

(a) 手書きの場合 (b) パソコン・ワープロ等の場合
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(６)みんなにヒンシュクを買った 

地域ブロック別に見ると，｢顰蹙｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合はいずれも 1割に届か

ず，「ひんしゅく」と平仮名で表記する人の割合が圧倒的に高い。パソコン・ワープロ等を使って書く

場合は，漢字で表記する人の割合は東北(37.9％)で高く，北陸(9.2％)で低くなっている。 

性別に見ると，手書きの場合は差が見られないが，パソコン・ワープロ等を使って書く場合は「ひん

しゅく」(男性 61.0％，女性 56.1％)と平仮名で表記する人の割合が男性で高くなっている。 

性・年齢別に見ると，｢顰蹙｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合は男性の 50代(7.8％)と女

性の 60歳以上（7.2％）でやや高いが，どの年齢層でも「ひんしゅく」と平仮名で表記する人の割合が

圧倒的である。また，パソコン・ワープロ等を使って書く場合は，｢顰蹙｣と漢字で表記する人の割合は

女性の 50代（41.0％），60歳以上（39.3％）で 4割前後と高く，女性の 20代(15.0％)で低くなってい

る（表 14参照）。 

 

表 14 表記の仕方 (６)みんなにヒンシュクを買った（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 

(%)

ｎ ひんしゅく 顰蹙
同じ頻度で
書く

ｎ ひんしゅく 顰蹙
同じ頻度で
選ぶ

総 数 2,179 80.8 4.6 3.5 1,368 58.5 28.2 5.7

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 85.1 8.5 1.1 43 62.8 30.2 2.3

東 北 164 78.0 4.3 1.2 95 50.5 37.9 6.3

関 東 709 81.2 3.8 5.2 489 58.3 29.4 5.7

北 陸 102 90.2 1.0 4.9 65 75.4 9.2 10.8

中 部 308 82.8 4.9 3.6 199 59.8 27.1 6.5

近 畿 347 77.5 6.1 2.9 233 54.1 27.9 5.6

中 国 128 78.9 8.6 3.1 71 62.0 29.6 2.8

四 国 75 73.3 1.3 2.7 32 43.8 28.1 9.4

九 州 252 81.3 4.0 1.6 141 62.4 27.0 3.5

〔 性 〕

男 性 982 81.1 4.8 3.3 657 61.0 27.2 4.9

女 性 1,197 80.6 4.5 3.7 711 56.1 29.1 6.5

〔 性 ・ 年 齢 〕

男性・ 16～ 19歳 45 93.3 2.2  - 39 66.7 20.5 2.6

20～ 29歳 89 83.1  - 3.4 80 57.5 25.0 2.5

30～ 39歳 156 91.0 1.9 2.6 143 65.0 25.2 4.9

40～ 49歳 141 82.3 4.3 3.5 124 60.5 29.8 4.8

50～ 59歳 192 78.1 7.8 2.1 130 60.0 24.6 6.2

60歳以上 359 75.8 6.1 4.5 141 58.9 32.6 5.7

女性・ 16～ 19歳 38 78.9 2.6  - 36 58.3 25.0 8.3

20～ 29歳 111 83.8 0.9 4.5 100 69.0 15.0 7.0

30～ 39歳 205 90.7 2.0 2.9 175 63.4 24.0 7.4

40～ 49歳 219 84.9 4.1 2.3 177 53.1 28.8 8.5

50～ 59歳 233 81.5 4.7 4.3 134 47.8 41.0 3.7

60歳以上 391 71.6 7.2 4.6 89 44.9 39.3 3.4

(a) 手書きの場合 (b) パソコン・ワープロ等の場合
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(７)互いの認識にソゴを来した 

地域ブロック別に見ると，｢齟齬｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合は北海道(10.6％)での

み 1 割を超えているが，「そご」と平仮名で表記する人の割合が圧倒的に高い。パソコン・ワープロ等

を使って書く場合も北海道(37.2％)で高くなっている。北陸(9.2％)では，他の地域ブロックが 2 割以

上になっている中，割合の低さが目立つ。 

性別に見ると，手書きの場合でも，パソコン・ワープロ等を使って書く場合でも「齟齬」と漢字で表

記する人の割合が男性で高くなっている。 

性・年齢別に見ると，｢齟齬｣と漢字で表記する人の割合は，手書きの場合もパソコン・ワープロ等を

使って書く場合も，男女ともおおむね年齢の高い層で割合も高くなる傾向が見られる。手書きの場合は，

すべての年齢層で 1割を超えないので，その差も小さいが，パソコン・ワープロ等を使って書く場合は，

若年層では 2割前後であるのに対し，男女とも 60歳以上では 4割近くになっている（表 15参照）。 

 

表 15 表記の仕方 (７)互いの認識にソゴを来した（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 

 (%)

ｎ そご 齟齬
同じ頻度
で書く

ｎ そご 齟齬
同じ頻度
で選ぶ

総 数 2,179 70.9 5.6 3.0 1,368 52.7 28.5 5.6

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 75.5 10.6 2.1 43 51.2 37.2 2.3

東 北 164 68.3 4.3 0.6 95 54.7 28.4 6.3

関 東 709 68.0 5.5 4.7 489 51.3 30.3 5.1

北 陸 102 82.4 2.9 1.0 65 69.2 9.2 12.3

中 部 308 79.9 5.2 2.9 199 57.3 26.6 7.5

近 畿 347 68.0 7.2 2.3 233 45.5 30.9 4.7

中 国 128 68.0 6.3 5.5 71 53.5 33.8 2.8

四 国 75 56.0 1.3 1.3 32 37.5 25.0 6.3

九 州 252 73.8 4.8 1.2 141 57.4 25.5 4.3

〔 性 〕

男 性 982 70.4 7.6 3.2 657 52.5 30.3 5.2

女 性 1,197 71.4 3.8 2.8 711 52.9 26.9 5.9

〔 性 ・ 年 齢 〕

男性・ 16～ 19歳 45 86.7 4.4  - 39 59.0 23.1 7.7

20～ 29歳 89 75.3 3.4 2.2 80 53.8 21.3 2.5

30～ 39歳 156 75.0 5.8 3.8 143 50.3 30.8 5.6

40～ 49歳 141 73.8 7.1 3.5 124 53.2 29.0 6.5

50～ 59歳 192 69.3 8.9 2.1 130 53.8 29.2 4.6

60歳以上 359 64.3 9.5 3.9 141 50.4 39.0 5.0

女性・ 16～ 19歳 38 76.3 2.6  - 36 58.3 19.4 11.1

20～ 29歳 111 76.6 1.8 2.7 100 62.0 16.0 4.0

30～ 39歳 205 80.5 2.0 2.9 175 58.3 23.4 8.6

40～ 49歳 219 80.8 1.4 2.7 177 52.5 26.6 5.6

50～ 59歳 233 71.7 4.7 3.0 134 44.8 35.1 4.5

60歳以上 391 59.3 6.4 3.1 89 42.7 37.1 3.4

(a) 手書きの場合 (b) パソコン・ワープロ等の場合
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17．手書きをする場合 

 

問 17〔回答票〕あなたはふだん，手書きで文字を書く方ですか，それとも書かない方ですか。ここ

に挙げる場合についてはどうですか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四つの場合を示して，手書きをするかどうかを尋ねた。 

｢いつも手書きをする｣と｢大体手書きをする｣を合わせた｢手書きをする(計)｣の割合が高い順に見る

と，「(１)はがきや手紙などのあて名」（79.5％）と「(３)はがきや手紙などの本文」（74.9％）が 4 分

の 3に及び，「(２)年賀状のあて名」（65.1％）も 6割強を占めている。これらは，その内訳を見ると,｢大

体手書きをする｣はいずれも 1割前後で，｢いつも手書きをする｣の割合が 6割前後となっている。「(４)

報告書やレポートなどの文章」は｢手書きをする(計)｣(45.8％)の割合が｢全く手書きをしない｣(23.3％)

と｢余り手書きをしない｣(13.2％)を合わせた｢手書きをしない(計)｣(36.5％)を上回っているものの,

（１）～（３）の場合に比べ，手書きをする人の割合が低くなっている。 

以下，｢手書きをする(計)｣，｢手書きをしない(計)｣の割合についてそれぞれ見ていく。 

地域ブロック別に見ると，｢手書きをする(計)｣の割合は「(２)年賀状のあて名」では差が見られない

が，「(１)はがきや手紙などのあて名」と「(３)はがきや手紙などの本文」では，中国（(１)85.9％，

(３)80.5％）で最も高く，東北（(１)71.3％，(３)67.1％），四国（(１)70.7％，(３)66.7％）で低く

なっている。「(４)報告書やレポートなどの文章」は東北(33.5％)，関東(39.9％)で 3 割台と他の地域

ブロックよりも低くなっている。 

性別に見ると，すべての場合で，｢手書きをする(計)｣の割合は女性の方が高く，最も差の小さい「(４)

報告書やレポートなどの文章」(男性 40.4％，女性 50.3％)でも 10ポイントの差があり，最も差の大き

い「(３)はがきや手紙などの本文」(男性 65.0％，女性 83.0％)では 18ポイントの差となっている。 

性・年齢別に見ると，｢手書きをする(計)｣の割合は，すべての場合について男性の 30代で最も低く，

次いで男性の 40代で低くなっている。「(１)はがきや手紙などのあて名」と「(３)はがきや手紙などの

本文」については女性では年齢による差が余り見られないが，「(２)年賀状のあて名」については女性

でも 30～40 代で低くなっている。「(４)報告書やレポートなどの文章」については男女とも 16～19 歳

で高くなっている。 

　(n=2,179)

(１)
はがきや手紙な
どのあて名

79.5 14.0

(２) 年賀状のあて名 65.1 27.8

(３)
はがきや手紙な
どの本文

74.9 15.1

(４)
報告書やレポー
トなどの文章

45.8 36.5

(%)

16.1

7.4

23.337.5

62.4

57.3

67.5 12.0

7.8

12.4

8.3

5.8

9.1

6.3

9.0 13.2

7.7

11.7

7.9
6.1

1.0

0.8

0.8

8.7

いつも手書きをする
分から
ない

大体手書き
をする

余り手書きをしない

手書きをしたり
しなかったりする

全く手書き
をしない

手書き
をする
（計）

手書きを
しない
（計）
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文字に対する関心別に見ると，｢手書きをする(計)｣の割合は，「(２)年賀状のあて名」と「(４)報告

書やレポートなどの文章」については差が見られない。「(１)はがきや手紙などのあて名」と「(３)は

がきや手紙などの本文」については「関心を持っている（計）」と回答した人（(１)82.8％，(３)78.0％）

の方が高くなっている。 

パソコン・ワープロ等の使用別に見ると，｢手書きをする(計)｣の割合は，すべての場合について「使

用しない」と回答した人で高くなっている。特に「(２)年賀状のあて名」は 29ポイント，「(４)報告書

やレポートなどの文章」は 26ポイントと大きな差が見られる。また，「使用する」と回答した人であっ

ても，「(４)報告書やレポートなどの文章」を除くと，｢手書きをする(計)｣の割合の方が高くなってい

る（表 16参照）。 

 

表 16 手書きをする場合（地域ブロック別，性別，性・年齢別，文字に対する関心別， 

パソコン・ワープロ等の使用別） 

 

 

(%)

ｎ

手書き
をする

（計）

手書き
をしな
い
（計）

手書き
をする

（計）

手書き
をしな
い
（計）

手書き
をする

（計）

手書き
をしな
い
（計）

手書き
をする

（計）

手書き
をしな
い
（計）

総 数 2,179 79.5 14.0 65.1 27.8 74.9 15.1 45.8 36.5

〔 地 域 ブ ロ ッ ク 〕

北 海 道 94 81.9 17.0 68.1 29.8 77.7 18.1 58.5 33.0

東 北 164 71.3 21.3 65.2 31.1 67.1 22.6 33.5 49.4

関 東 709 81.7 12.3 66.4 27.2 75.9 14.0 39.9 41.6

北 陸 102 72.5 20.6 61.8 31.4 69.6 18.6 51.0 37.3

中 部 308 82.1 10.7 64.6 25.3 78.6 12.3 55.5 29.2

近 畿 347 79.0 15.0 62.0 31.7 75.5 14.7 51.3 35.4

中 国 128 85.9 8.6 68.8 22.7 80.5 10.9 40.6 32.8

四 国 75 70.7 17.3 65.3 21.3 66.7 17.3 46.7 20.0

九 州 252 77.4 14.3 64.7 27.4 72.2 16.3 46.8 31.7

〔 性 〕

男 性 982 71.0 21.3 58.7 34.8 65.0 22.6 40.4 44.3

女 性 1,197 86.5 7.9 70.4 22.1 83.0 8.9 50.3 30.1

〔 性 ・ 年 齢 〕

男 性 ・ 16 ～ 19 歳 45 71.1 22.2 57.8 31.1 71.1 13.3 62.2 20.0

20 ～ 29 歳 89 65.2 22.5 57.3 29.2 64.0 16.9 37.1 46.1

30 ～ 39 歳 156 57.7 31.4 38.5 53.2 48.1 30.8 25.0 63.5

40 ～ 49 歳 141 63.1 28.4 50.4 42.6 53.9 36.2 27.7 58.9

50 ～ 59 歳 192 72.9 19.8 63.0 32.8 65.1 22.9 37.5 47.4

60 歳 以 上 359 80.2 14.5 68.8 26.7 76.0 16.2 51.8 31.2

女 性 ・ 16 ～ 19 歳 38 92.1  - 78.9 7.9 94.7  - 71.1 15.8

20 ～ 29 歳 111 88.3 4.5 73.9 18.9 82.9 7.2 43.2 42.3

30 ～ 39 歳 205 87.3 5.4 58.5 29.8 85.4 4.4 45.9 36.1

40 ～ 49 歳 219 84.5 8.7 64.8 25.6 79.9 9.6 43.8 34.7

50 ～ 59 歳 233 87.6 6.9 72.1 21.9 83.3 9.0 55.8 27.9

60 歳 以 上 391 85.4 11.3 77.0 18.4 82.1 12.3 52.9 23.5

〔 文 字 に 対 す る 関 心 〕

関心を持っている（計） 1,434 82.8 10.7 65.8 27.1 78.0 12.1 45.7 37.5

関心を持っていない（計） 734 73.3 20.0 64.3 28.9 68.9 20.7 46.3 34.1

〔ﾊﾟｿｺﾝ・ﾜｰﾌﾟﾛ等の使用〕

使 用 す る 1,368 75.9 15.7 54.5 36.5 69.1 17.3 36.1 47.3

使 用 し な い 811 85.6 11.0 83.0 13.2 84.6 11.5 62.3 18.2

(1) はがきや手
紙などのあて名

(2) 年賀状のあ
て名

(3) はがきや手
紙などの本文

(4) 報告書やレ
ポートなどの文
章
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18．今後の手紙のあるべき作法 

 

問 18〔回答票〕今後，手紙の作法はどうあるべきだと思いますか。（１）と（２）のそれぞれについ

て選んでください。 

 

(１) (a) 手紙の伝統的な書式を今後も守っていくべきである 

 (b) 手紙の書式は伝統的な書式にこだわらなくてもよい 

 

 

 

 

 

 

(２) (a) 今後もなるべく手書きで手紙を書くようにすべきである 

 (b) 今後は手紙も手書きにこだわらないようにすべきである 

 

 

 

 

 

 

 

手紙の書式及び手書きについて，今後，手紙の作法はどうあるべきだと思うかを尋ねた。 

まず，手紙の書式については，「(a) 手紙の伝統的な書式を今後も守っていくべきである」と「(b) 手

紙の書式は伝統的な書式にこだわらなくてもよい」の二つの考え方のどちらに近いかを尋ねた。「伝統

的な書式を守っていくべき」という考え方に近いと答えた人の割合が 39.3％，「伝統的な書式にこだわ

らなくてもよい」という考え方に近いと答えた人の割合が 38.1％と同水準となっている。「どちらとも

言えない」と意見を保留した人は 20.3％である。 

地域ブロック別に見ると，東北（45.1％），北陸(46.1％)，近畿(41.2％)，四国(46.7％)，九州(43.7％)

で「伝統的な書式を守っていくべき」が 4割を超え，これらの地域ブロックでは「伝統的な書式にこだ

わらなくてもよい」の割合を上回っている。一方，関東(41.3％)，中国（42.2％）では「伝統的な書式

にこだわらなくてもよい」の割合が 4 割を超え，「伝統的な書式を守っていくべき」の割合を上回って

いる。 

性別による差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「伝統的な書式を守っていくべき」の割合が上回っているのは，男性の 40代と

60歳以上，女性の 40～50代となっている。「伝統的な書式にこだわらなくてもよい」の割合が上回って

いるのは，男女の 16～19歳と 20代，女性の 60歳以上である。男女の 30代と男性の 50代は両者が同

率となっている。 

文字に対する関心別に見ると，「関心を持っている（計）」と回答した人では「伝統的な書式を守って

いくべき」(46.0％)という考え方に近い人の割合が高く，「関心を持っていない（計）」と回答した人で

は「伝統的な書式にこだわらなくてもよい」(44.8％)という考え方に近い人の割合が高くなっている。 

パソコン・ワープロ等の使用別に見ると，「伝統的な書式を守っていくべき」の割合に差は見られな

いが，「伝統的な書式にこだわらなくてもよい」の割合は「使用する」と回答した人(39.6％)の方が「使

用しない」と回答した人(35.5％)よりも高くなっている（図 9参照）。 

(%)

39.3 38.1 20.3 2.3(n=2,179)

(a)の考えに近い どちらとも

言えない

分からない(b)の考えに近い

(%)

47.8 24.8 25.4 2.0(n=2,179)

(a)の考えに近い どちらとも

言えない

分からない(b)の考えに近い
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図 9 今後の手紙のあるべき作法（書式） 

（地域ブロック別，性別，性・年齢別，文字に対する関心別，パソコン・ワープロ等の使用別） 
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男 性 ・ 16 ～ 19 歳 (   45)

20 ～ 29 歳 (   89)

30 ～ 39 歳 (  156)

40 ～ 49 歳 (  141)

50 ～ 59 歳 (  192)

60 歳 以 上 (  359)
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ｎ

〔 文 字 に 対 す る 関 心〕

伝統的な書式を
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どちらとも
言えない

分からない

伝統的な書式にこだ
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〔 文 字 に 対 す る 関 心〕

〔ﾊﾟｿｺﾝ・ﾜｰﾌﾟﾛ等の使用〕
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次に，手書きについては，「(a) 今後もなるべく手書きで手紙を書くようにすべきである」と「(b) 今

後は手紙も手書きにこだわらないようにすべきである」の二つの考え方のどちらに近いかを尋ねた。「な

るべく手書きにすべき」という考え方に近いと答えた人の割合が 47.8％と，「手書きにこだわらないよ

うにすべき」（24.8％）という考え方に近いと答えた人の割合を 23 ポイント上回っている。「どちらと

も言えない」と意見を保留した人は 25.4％である。 

地域ブロック別に見ると，すべての地域ブロックで「なるべく手書きにすべき」の割合が「手書きに

こだわらないようにすべき」の割合を上回っているが，特に四国（60.0％）で高くなっている。 

性別に見ると，「なるべく手書きにすべき」(男性 42.2％，女性 52.4％)は女性で高く，「手書きにこ

だわらないようにすべき」(男性 30.8％，女性 19.9％)は男性で高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「なるべく手書きにすべき」の割合は，女性の 16～19歳(63.2％)と 40代(58.9％)

で 6割前後と高くなっている。一方，男性の 30～40代では 3割強にとどまり，「手書きにこだわらない

ようにすべき」と同水準となっている。男性の 16～19 歳では「なるべく手書きにすべき」(28.9％)の

割合が更に低く，3割を下回っている。 

文字に対する関心別に見ると，「関心を持っている（計）」と回答した人では「なるべく手書きにすべ

き」(53.0％)という考え方に近い人の割合が高くなっている。 

パソコン・ワープロ等の使用別に見ると，「使用する」「使用しない」にかかわらず，「なるべく手書

きにすべき」の割合が「手書きにこだわらないようにすべき」の割合を上回っているが，「なるべく手

書きにすべき」の割合は「使用する」と回答した人(45.3％)よりも「使用しない」と回答した人(51.9％)

の方が高くなっている（図 10参照）。 
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図 10 今後の手紙のあるべき作法（手書き） 

（地域ブロック別，性別，性・年齢別，文字に対する関心別，パソコン・ワープロ等の使用別） 
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19．慣用句の言い方 

 

問 19〔回答票〕ここに挙げる(a)，(b)二つの言い方のうち，あなたはどちらの言い方を使いますか。 

 

(１) (a) 会社が学生を青田買いする 

 (b) 会社が学生を青田刈りする 

 

 

 

 

 

 

 

(２) (a) 前回失敗したので今度は汚名挽回
ばんかい

しようと誓った 

 (b) 前回失敗したので今度は汚名返上しようと誓った 

 

 

 

 

 

 

 

(３) (a) 知事は議会解散という伝家の宝刀を抜いた 

 (b) 知事は議会解散という天下の宝刀を抜いた 

 

 

 

 

 

 

 

 

二つの言い方のどちらを使うか，三つの例を挙げて尋ねた。 

(１)は(a)の「青田買い」，(２)は(b)の「汚名返上」，(３)は(a)の「伝家の宝刀」が本来の言い方と

されている。 

以下，それぞれ地域ブロック別，性別，性・年齢別に見ていく。 

(%)

10.629.1 34.2 3.9 22.3(n=2,179)

(a)の方を使う 分からない(b)の方を使う

(a)と(b)の

どちらも使わない
(a)と(b)の

両方とも使う

(%)

44.1 38.3 7.2 7.5 2.9(n=2,179)

(a)の方を使う

(a)と(b)の

どちらも使わない

分からない(b)の方を使う

(a)と(b)の

両方とも使う

(%)

41.0 25.4 2.8 20.3 10.5(n=2,179)

(a)の方を使う

(a)と(b)の

どちらも使わない

分からない(b)の方を使う

(a)と(b)の

両方とも使う
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(１) (a) 会社が学生を青田買いする／(b) 会社が学生を青田刈りする 

「青田買い」と回答した人が 29.1％，「青田刈り」と回答した人が 34.2％となっている。また，｢両

方とも使う｣が 3.9％，「どちらも使わない」が 22.3％となっている。 

地域ブロック別に見ると，「青田買い」と回答した人は北海道(37.2％)，関東(36.4％)，近畿(32.6％)

で 3割を超えている。「青田刈り」と回答した人は北陸(47.1％)，中部(40.6％)で 4割を超えている。 

性別に見ると，「青田買い」(男性 33.6％，女性 25.3％)は男性で高く，「青田刈り」(男性 36.4％，女

性 32.4％)も男性でやや高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「青田買い」は男性の 30代(41.7％)で高く，「青田刈り」は男女とも 50代，60

歳以上で高くなっている（図 11参照）。 

 

図 11 慣用句の言い方(１)青田買い／青田刈り（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 
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(２) (a) 前回失敗したので今度は汚名挽回
ばんかい

しようと誓った 

／(b) 前回失敗したので今度は汚名返上しようと誓った 

「汚名挽回」と回答した人が 44.1％，「汚名返上」と回答した人が 38.3％となっている。また，｢両

方とも使う｣が 7.2％，「どちらも使わない」が 7.5％となっている。 

地域ブロック別に見ると，「汚名挽回」と回答した人は近畿(50.4％)で 5割を超えている。「汚名返上」

と回答した人は北陸(47.1％)で高く，北陸でのみ，「汚名返上」の割合が「汚名挽回」の割合を上回っ

ている。 

性別に見ると，「汚名挽回」(男性 47.3％，女性 41.5％)は男性で高く，「汚名返上」(男性 37.4％，女

性 39.0％)は男女で余り差がない。 

性・年齢別に見ると，「汚名挽回」は男性の 40 代より上の年齢層，女性の 30～50 代で高くなってい

る（図 12参照）。 

図 12 慣用句の言い方(２)汚名挽回／汚名返上（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 
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(３) (a) 知事は議会解散という伝家の宝刀を抜いた／(b) 知事は議会解散という天下の宝刀を抜いた 

「伝家の宝刀」と回答した人が 41.0％，「天下の宝刀」と回答した人が 25.4％となっている。また，

｢両方とも使う｣が 2.8％，「どちらも使わない」が 20.3％となっている。 

地域ブロック別に見ると，「伝家の宝刀」と回答した人は北海道(45.7％)，関東(46.1％)で高く，中

国（31.3％），四国（29.3％）で低くなっている。中国でのみ「天下の宝刀」(38.3％)と回答した人の

割合が「伝家の宝刀」の割合を上回っている。 

性別に見ると，「伝家の宝刀」(男性 57.6％，女性 27.4％)は男性が 30ポイント高く，「天下の宝刀」

(男性 20.7％，女性 29.2％)は女性が 9ポイント高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「伝家の宝刀」は男性ではすべての年齢で 5 割以上になっており，特に 30 代

(67.9％)で 7割近くに達している。女性では 40代(33.8％)で 3割強になっているほかは 2割台にとど

まっている。「天下の宝刀」は男女とも若年層に比べ，高年層で高くなっている（図 13参照）。 

 

図 13 慣用句の言い方(３) 伝家の宝刀／天下の宝刀（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 
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20．言葉の意味 

 

問 20 あなたは，ここに挙げた（１）から（３）の言葉を，どの意味で使っていますか。それぞれ一

つ選んでください。 

 

（１）〔回答票〕他山の石 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）〔回答票〕枯れ木も山のにぎわい 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）〔回答票〕世間ずれ 
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(１)は「他人の誤った言行も自分の行いの参考となる」，(２)は「つまらないものでも，ないよりは

まし」，(３)は「世間を渡ってきてずる賢くなっている」という意味が本来の意味である。 
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(１) 他山の石 

「他人の誤った言行も自分の行いの参考となる」という本来の意味で使っていると回答した人が

26.8％で，「他人の良い言行は自分の行いの手本となる」(18.1％)と回答した人の割合より高くなって

いる。また，｢分からない｣（27.2％），「どちらの意味でも使わない」(22.4％)が 2 割を超え，｢両方の

意味で使う｣は 5.5％となっている。 

地域ブロック別に見ると，「他人の誤った言行も自分の行いの参考となる」と回答した人は関東

(30.3％)で 3 割を超えている。「他人の良い言行は自分の行いの手本となる」と回答した人は中国

(29.7％)で 3割近くとなり，「他人の誤った言行も自分の行いの参考となる」（24.2％）と回答した人の

割合を上回っている。 

性別に見ると，「他人の誤った言行も自分の行いの参考となる」(男性 31.8％，女性 22.7％)も「他人

の良い言行は自分の行いの手本となる」(男性 21.3％，女性 15.5％)も男性で高く，女性は｢分からない｣，

「どちらの意味でも使わない」と回答した人を合わせると半数以上になる。 

性・年齢別に見ると，「他人の誤った言行も自分の行いの参考となる」は男女とも年代が上がるほど

割合も高くなっている。「他人の良い言行は自分の行いの手本となる」は男性の 16～19歳(35.6％)で 3

割を超えている（図 14参照）。 
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図 14 言葉の意味 (１) 他山の石（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 
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(２) 枯れ木も山のにぎわい 

「つまらないものでも，ないよりはまし」という本来の意味で使っていると回答した人が 38.6％で，

「人が集まればにぎやかになる」と回答した人も 35.5％と同水準になっている。また，｢両方の意味で

使う｣は 4.5％，「どちらの意味でも使わない」は 12.1％，｢分からない｣は 9.2％である。 

地域ブロック別に見ると，「つまらないものでも，ないよりはまし」と回答した人は四国(57.3％)で 5

割を超えているが，北海道(31.9％)，東北(31.1％)で 3 割程度となっている。「人が集まればにぎやか

になる」と回答した人は近畿(40.3％)で 4割を超えている。 

性別に見ると，「つまらないものでも，ないよりはまし」(男性 41.4％，女性 36.3％)は男性で高く，

「人が集まればにぎやかになる」(男性 35.5％，女性 35.5％)は同率となっている。 

性・年齢別に見ると，「つまらないものでも，ないよりはまし」は男性の 16～19歳で 5割を超え，男

性の 50代，60歳以上，女性の 40～50代で 4割を超えている（図 15参照）。 
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図 15 言葉の意味 (２) 枯れ木も山のにぎわい（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 

 

 

 

　

総 数 (2,179)

北 海 道 (   94)

東 北 (  164)

関 東 (  709)

北 陸 (  102)

中 部 (  308)

近 畿 (  347)

中 国 (  128)

四 国 (   75)

九 州 (  252)

男 性 (  982)

女 性 (1,197)

男 性 ・ 16 ～ 19 歳 (   45)

20 ～ 29 歳 (   89)

30 ～ 39 歳 (  156)

40 ～ 49 歳 (  141)

50 ～ 59 歳 (  192)

60 歳 以 上 (  359)

女 性 ・ 16 ～ 19 歳 (   38)

20 ～ 29 歳 (  111)

30 ～ 39 歳 (  205)

40 ～ 49 歳 (  219)

50 ～ 59 歳 (  233)

60 歳 以 上 (  391)

31.9

31.1

40.6

35.7

39.2

41.4

57.3

35.3

41.4

36.3

51.1

32.7

36.9

45.3

45.1

28.9

36.0

43.8

40.8

32.2

35.5

33.5

36.1

36.4

40.3

35.9

24.0

34.9

35.5

35.5

24.4

36.0

39.7

36.9

33.9

35.4

23.7

27.0

29.3

35.6

40.9

9.2

17.7

8.9

9.8

8.8

11.9

7.4

10.7

6.7

9.0

6.4

18.9

10.7

6.4

6.9

13.6

41.2

32.7

38.6

36.0

33.3

26.6

37.8

3.4

4.1

2.0

5.5

5.5

4.8

4.5

4.1

2.0

10.7

4.5

5.2

4.9

5.6

5.1

4.7

2.0

2.4

6.8

 -

2.2

2.6

6.4

4.3

13.5

15.6

13.4

10.5

15.9

2.7

10.9

9.2

13.6

13.7

9.6

15.2

12.1

27.7

15.7

18.6

14.2

8.9

4.5

42.1

25.4

10.0

9.4

8.4

9.5

5.3

5.8

5.3

9.6

7.0

5.7

5.2

(%)

〔 地 域 ブ ロ ッ ク 〕

〔 性 〕

〔 性 ・ 年 齢 〕

ｎ

　　　 (ア）
つまらないものでも,
ないよりはまし

(ア)と(イ)の両
方の意味で使う

分からない

(ア)と(イ)のどちら
の意味でも使わない

　　 (イ)
人が集まれば
にぎやかになる



 (73)

(３) 世間ずれ 

「世間を渡ってきてずる賢くなっている」という本来の意味で使っていると回答した人が 51.4％と 5

割を超え，「世の中の考えから外れている」（32.4％）と回答した人の割合を 19ポイント上回る。また，

｢両方の意味で使う｣は 3.3％，「どちらの意味でも使わない」は 7.8％，｢分からない｣は 5.1％といずれ

も 1割未満である。 

地域ブロック別に見ると，「世間を渡ってきてずる賢くなっている」と回答した人は四国(68.0％)で 7

割近くに達しているが，東北(28.7％)では 3割を切り，「世の中の考えから外れている」（47.6％）と回

答した人の割合の方が高くなっている。 

性別には余り差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「世間を渡ってきてずる賢くなっている」は男女とも年代が上がるほど割合も

高くなり，16～19歳では 1割台，20代では 2割台にとどまるのに対し，50代と 60歳以上では 6割前後

となっている。男女とも 30 代より下の年代では「世の中の考えから外れている」と回答した人の割合

の方が「世間を渡ってきてずる賢くなっている」の割合を上回っている（図 16参照）。 
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図 16 言葉の意味 (３) 世間ずれ（地域ブロック別，性別，性・年齢別） 
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29.8

47.6

30.6

32.1

30.0

28.9

14.7

38.1

33.8

31.2

64.4

49.4

41.8

28.6

18.4

55.3

54.1

33.8

27.9

17.6

51.4

28.7

56.3

50.0

56.2

46.9

68.0

45.2

52.3

50.5

13.3

28.1

34.6

44.0

61.5

69.4

10.5

26.1

34.6

52.1

63.4

12.2

7.9

6.7

8.1

9.2

34.3

41.0

32.4

51.7

50.0

51.1

59.7

3.4

3.3

2.4

3.2

2.9

3.2

3.3

3.2

3.9

12.0

1.8

3.0

3.6

3.1

3.3

6.3

3.9

 -

4.7

5.3

6.7

0.6

3.5

2.1

9.9

8.9

9.2

6.2

6.3

4.0

14.8

7.2

10.4

5.9

5.6

11.6

7.8

11.7

12.4

10.9

6.4

3.1

3.9

23.7

16.1

7.8

6.9

6.1

2.6

3.2

4.4

5.3

5.3

4.5

4.5

5.8

4.4

1.3

3.7

4.2

4.2

5.9

5.1

5.3

3.1

4.3

2.1

(%)

〔 地 域 ブ ロ ッ ク 〕

〔 性 〕

〔 性 ・ 年 齢 〕

ｎ

(ア)と(イ)の両
方の意味で使う

分からない

(ア)と(イ)の
どちらの意味
でも使わない

　　　(ア）
世の中の考えから
外れている

　　　(イ)
世間を渡ってきて
ずる賢くなっている



 (75)

21．言い方の使用頻度（「わたし的には・・・」など） 

 

問 21〔回答票〕あなたは，ここに挙げた（１）から（６）の下線部の言い方をすることがありますか，

それともありませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近の会話で時々聞かれる言い方から六つの例を挙げて，それぞれの言い方をするかどうかを尋ねた。 

「よくある」と「ときどきある」を合わせた｢ある(計)｣の割合を見ると，「（５）微妙（びみょう）」

は 57.8％と 6割近くに及ぶが，それ以外の五つの言い方はいずれも 1割台にとどまっている。「（４）や

ばい」が 18.2％，「（６）うざい」が 17.0％，「（１）わたし的にはそう思います」が 15.6％，「（３）と

ても良かったかな，みたいな……」が 15.0％，「（２）鈴木さんと話とかしてました」が 14.6％となっ

ている。 

全体として，性・年齢別に見た場合，「ある（計）」の割合が大きく異なる部分があり，年代の差が認

められる。 

以下，六つの言い方のそれぞれについて「ある(計)」の割合を平成 11 年度調査結果との比較，及び

地域ブロック別，性別，性・年齢別に見ていく（表 17参照）。 

 

（１）「わたしはそう思います」を「わたし的にはそう思います」と言う 

この言い方をすることが「よくある」が 3.7％，「ときどきある」が 11.9％でこれらを合わせた｢ある

                (n=2,179)

(１)
「わたしはそう思います」を，「わ
たし的にはそう思います」と言う

15.6 83.9

(２)
「鈴木さんと話をしてました」とい
うことを，「鈴木さんと話とかして
ました」と言う

14.6 84.8

(３)
「とても良かった」ということを，
「とても良かったかな，みたいな
……」と言って相手の反応を見る

15.0 84.4

(４)
「とてもすばらしい（良い，おいし
い，かっこいい等も含む）」という
意味で「やばい」と言う

18.2 81.4

(５)
いいか悪いかの判断がつかないとき
に「微妙（びみょう）」と言う

57.8 41.8

(６)
面倒臭いことや不快感・嫌悪感を表
すときに「うざい」と言う

17.0 82.6

(%)

64.7

66.0

66.1

68.5

29.5

67.1

0.5

0.6

0.6

0.4

0.4

0.4

3.7

3.1

2.7

5.1

17.3

5.3

11.7

40.4

13.1

12.3

11.5

11.9

15.5

12.3

12.9

18.8

18.3

19.2

ときどき
ある 分からないない

よくある

ほとんど
ない

【  】内は平成11年度調査結果(n=2,196)

＊平成11年度に調査されたのは（１）～（３）
＊平成11年度調査では選択肢が「ある」，｢ない｣のみであった
　ので，今回調査の｢ある(計)」，｢ない(計)」と比較する。

ある
（計）

ない
（計）

【8.5】【90.1】

【16.2】【82.4】

【13.0】【85.2】
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(計)｣人の割合は 15.6％となっている。一方，「ない」は 64.7％，「ほとんどない」は 19.2％でこれらを

合わせた｢ない(計)｣人の割合は 83.9％と 8割強に及ぶ。 

平成 11年度調査では，選択肢が「ある」か「ない」かの二つのみであったので，今回調査の｢ある(計)｣，

｢ない(計)｣の結果と比較することとする。「ある(計)」の割合は，平成 11年度調査結果より 7ポイント

増加している。 

地域ブロック別に見ると，いずれの地域ブロックでも｢ない（計）｣と答えた人が大半を占めるが，「あ

る(計)」の割合は，東北(20.7％)，北陸(23.5％)で高く，四国(6.7％)で低くなっている。 

性別には差が見られない。 

性・年齢別に見ると，「ある(計)」の割合は，男女とも年代が低いほど高くなり，男女の 16～19歳で

は 5割前後，女性の 20代でも 4割強となっているが，男性の 40代以上，女性の 50代以上の年代では 1

割を切っている。 

 

（２）「鈴木さんと話をしてました」ということを，「鈴木さんと話とかしてました」と言う 

この言い方をすることが「よくある」が 3.1％，「ときどきある」が 11.5％でこれらを合わせた｢ある

(計)｣人の割合は 14.6％となっている。一方，「ない」は 66.0％，「ほとんどない」は 18.8％でこれらを

合わせた｢ない(計)｣人の割合は 84.8％と 8割強を占める。 

平成 11年度調査結果と余り変化は見られない。 

地域ブロック別に見ると，いずれの地域ブロックでも｢ない（計）｣と答えた人が 8割前後を占めるが，

「ある(計)」の割合は，東北(19.5％)，中国(21.9％)で高く，北海道(11.7％) ，四国(10.7％)で低く

なっている。 

性別には差が見られない。 

性・年齢別に見ると，「ある(計)」の割合は，男女とも若年層で高く，男女とも 16～19歳と 20代で 4

割前後となっている。一方，男性は 40代以上，女性は 50代以上の年代で 1割に満たない。 

 

（３）「とても良かった」ということを，「とても良かったかな，みたいな……」と言って相手の反応を

見る 

この言い方をすることが「よくある」が 2.7％，「ときどきある」が 12.3％でこれらを合わせた｢ある

(計)｣人の割合は 15.0％となっている。一方，「ない」は 66.1％，「ほとんどない」は 18.3％でこれらを

合わせた｢ない(計)｣人の割合は 84.4％と 8割を超えている。 

平成 11年度調査結果とほとんど変化は見られない。 

地域ブロック別に見ると，いずれの地域ブロックでも｢ない（計）｣と答えた人が 8 割前後に及ぶが，

「ある(計)」の割合は，東北(19.5％)，中国(20.3％)で高くなっている。 

性別にはほとんど差が見られない。 

性・年齢別に見ると，「ある(計)」の割合は，男女とも年代が低いほど高くなる傾向があり，女性の

20代より下の年代では 3割強，男性の 20代以下，及び女性の 30代で 3割弱となっている。一方，男女

の 60歳以上では 1割を下回っている。 

 

（４）「とてもすばらしい（良い，おいしい，かっこいい等も含む）」という意味で「やばい」と言う 

この言い方をすることが「よくある」が 5.1％，「ときどきある」が 13.1％でこれらを合わせた｢ある

(計)｣人の割合は 18.2％となっている。一方，「ない」は 68.5％，「ほとんどない」は 12.9％でこれらを

合わせた｢ない(計)｣人の割合は 81.4％と 8割を超えている。 

地域ブロック別に見ると，いずれの地域ブロックでも｢ない（計）｣と答えた人が多数を占めるが，「あ

る(計)」の割合は，北陸(26.5％)で高く，北海道(11.7％)で低くなっている。 

性別に見ると，「ある(計)」(男性 20.1％，女性 16.7％)の割合は，男性で高くなっている。 
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性・年齢別に見ると，「ある(計)」の割合は，男女とも年代が低いほど高くなり，男性の 16～19 歳 

(75.6％)で 7割強，女性の 16～19歳(65.8％)で 6割強，男女の 20代でも 5割を超えるのに対し，男女

の 60歳以上では 1割に届かず，50代でも 1割前後と年齢による格差が大きい。 

 

（５）いいか悪いかの判断がつかないときに「微妙（びみょう）」と言う 

この言い方をすることが「よくある」が 17.3％，「ときどきある」が 40.4％でこれらを合わせた｢あ

る(計)｣人の割合は 57.8％と過半数に及んでいる。一方，「ない」は 29.5％，「ほとんどない」は 12.3％

でこれらを合わせた｢ない(計)｣人の割合は 41.8％となっている。 

地域ブロック別に見ると，すべての地域ブロックで｢ある（計）｣と答えた人が 5割を超えており，北

海道(63.8％)，中部(60.1％)，中国(64.8％)，四国(62.7％)では 6割を超えている。 

性別に見ると，「ある(計)」(男性 59.7％，女性 56.2％)の割合は，男性でやや高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「ある(計)」の割合は，男女とも年代が低いほど高くなり，男女の 16～19歳と

女性の 20代では 9割を超えている。一方，男女とも 50代より上の年齢層では 5割を下回っている。 

 

（６）面倒臭いことや不快感・嫌悪感を表すときに「うざい」と言う 

この言い方をすることが「よくある」が 5.3％，「ときどきある」が 11.7％でこれらを合わせた｢ある

(計)｣人の割合は 17.0％となっている。一方，「ない」は 67.1％，「ほとんどない」は 15.5％でこれらを

合わせた｢ない(計)｣人の割合は 82.6％と 8割強に及ぶ。 

地域ブロック別に見ると，いずれの地域ブロックでも｢ない（計）｣と答えた人が大半を占めるが，「あ

る(計)」の割合は，関東(19.7％)，北陸(19.6％)，中国(20.3％)で高く，北海道(10.6％)で低くなって

いる。 

性別には差が見られない。 

性・年齢別に見ると，「ある(計)」の割合は，男女とも年代が低いほど顕著に高くなり，男女の 16～

19 歳では 7 割前後，女性の 20 代でほぼ 6 割，男性の 20 代でほぼ 5 割となっている。一方，男女とも

50代より上の年代では 1割に満たない。 

 



 
(
7
8
)

     

表17　言い方の使用頻度（「わたし的には・・・」など）（地域ブロック別，性別，性・年齢別）
(%)

ｎ
ある
（計）

ない
（計）

ある
（計）

ない
（計）

ある
（計）

ない
（計）

ある
（計）

ない
（計）

ある
（計）

ない
（計）

ある
（計）

ない
（計）

総 数 2,179 15.6 83.9 14.6 84.8 15.0 84.4 18.2 81.4 57.8 41.8 17.0 82.6

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 17.0 83.0 11.7 88.3 13.8 86.2 11.7 88.3 63.8 35.1 10.6 89.4

東 北 164 20.7 78.7 19.5 79.3 19.5 79.3 20.1 79.3 54.9 43.9 16.5 82.3

関 東 709 15.7 84.1 13.1 86.3 14.5 84.6 19.5 80.1 58.1 41.6 19.7 80.0

北 陸 102 23.5 76.5 17.6 82.4 14.7 85.3 26.5 73.5 54.9 45.1 19.6 80.4

中 部 308 12.7 87.3 14.6 85.4 15.3 84.4 15.9 83.8 60.1 39.9 16.6 83.1

近 畿 347 13.8 85.9 13.0 86.7 12.7 87.3 14.7 85.3 55.3 44.7 12.1 87.9

中 国 128 15.6 84.4 21.9 77.3 20.3 78.9 21.1 78.9 64.8 35.2 20.3 79.7

四 国 75 6.7 89.3 10.7 88.0 13.3 86.7 20.0 80.0 62.7 37.3 18.7 81.3

九 州 252 17.1 81.3 15.1 83.3 14.3 84.1 18.3 80.6 53.2 45.2 16.3 82.5

〔 性 〕

男 性 982 15.0 84.5 14.0 85.4 13.8 85.3 20.1 79.7 59.7 40.1 16.1 83.6

女 性 1,197 16.1 83.4 15.1 84.3 15.9 83.6 16.7 82.8 56.2 43.2 17.8 81.8

〔性・年 齢〕

男性・ 16～ 19歳 45 46.7 53.3 37.8 62.2 28.9 71.1 75.6 24.4 95.6 4.4 71.1 28.9

20～ 29歳 89 32.6 67.4 37.1 62.9 28.1 70.8 51.7 48.3 84.3 15.7 49.4 50.6

30～ 39歳 156 29.5 70.5 23.7 76.3 17.3 82.7 24.4 75.6 79.5 20.5 26.3 73.7

40～ 49歳 141 9.2 90.1 8.5 90.8 11.3 87.9 19.9 80.1 62.4 37.6 19.9 80.1

50～ 59歳 192 5.7 93.8 6.8 92.2 10.9 88.5 11.5 88.5 48.4 51.6 3.6 96.4

60歳以上 359 7.5 91.6 7.0 92.2 9.5 89.1 8.1 91.4 45.4 54.0 1.7 97.5

女性・ 16～ 19歳 38 52.6 47.4 39.5 60.5 34.2 65.8 65.8 34.2 97.4 2.6 68.4 31.6

20～ 29歳 111 44.1 55.9 42.3 56.8 34.2 65.8 53.2 45.9 92.8 6.3 59.5 40.5

30～ 39歳 205 25.4 74.6 25.4 74.6 26.8 73.2 23.9 76.1 76.6 23.4 29.8 70.2

40～ 49歳 219 14.6 84.9 13.7 86.3 13.7 85.8 14.2 84.9 63.5 36.5 15.5 84.5

50～ 59歳 233 5.2 94.8 6.0 94.0 11.6 88.4 9.4 90.6 49.4 50.2 8.2 91.8

60歳以上 391 7.2 91.6 5.9 92.6 6.9 91.8 3.6 95.7 31.2 67.5 1.8 96.9

(6) 「うざい」
と言う

(5) 「微妙（び
みょう）」と言
う

(1) 「わたし的
にはそう思いま
す」と言う

(2) 「鈴木さん
と話とかしてま
した」と言う

(3) 「とても良
かったかな，み
たいな……」と
言って相手の反
応を見る

(4) 「やばい」
と言う



 (79)

22．ふだん使う言い方 

 

問 22〔回答票〕あなたはふだん，ここに挙げるどちらの言い方をしますか。どちらか多い方を選んで

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）から（10）について，どちらの言い方をするか，尋ねた。以下，それぞれについて見ていく（表

18参照）。 

 

(n=2,179)

（１）
むずかしい
／むつかしい

（２）
幕開き
／幕開け

（３）
さびしい
／さみしい

（４）
取るに足らない
／取るに足りない

（５）
たとい
／たとえ

（６）
知らなそうだ
／知らなさそうだ

（７）
すべき
／するべき

（８）
意外と
／意外に

（９）
めどがたつ
／めどがつく

（10）
行けない
／行かれない

(%)

6.7

40.3

64.6

3.5

39.1

47.1

35.9

50.3

54.7

79.9

31.2

39.0

25.8

36.7

50.5

93.9

26.2

45.7

87.6

14.9

18.9

7.7

14.7

2.1

5.7

16.7

24.3

3.3

13.7

4.6 0.6

2.4

0.3

3.4

0.5

2.7

1.5

0.8

1.8

0.6

どちらも同じ
割合で言う

分からないこの問題は
むつかしいこの問題はむずかしい

新しい時代の幕開き 新しい時代の幕開け

ひとりぼっちでさびしい ひとりぼっちでさみしい

取るに足らない出来事 取るに足りない出来事

たとい努力しても無駄だろう たとえ努力しても無駄だろう

あの人は知らなそうだ あの人は知らなさそうだ

明日すべき仕事 明日するべき仕事

参加者は意外と多かった 参加者は意外に多かった

復旧のめどがたつ 復旧のめどがつく

明日は行けない 明日は行かれない
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（１）むずかしい／むつかしい 

「この問題はむずかしい」という言い方をすることが多いと回答した人が 79.9％とほぼ 8割を占め，

「この問題はむつかしい」という言い方をすることが多いと回答した人は 14.9％となっている。また，

「どちらも同じ割合で言う」と答えた人は 4.6％である。 

地域ブロック別に見ると，「むずかしい」は北海道（95.7％），東北（95.1％）をはじめ，関東(88.2％)，

北陸（89.2％）で高くなっている。四国では「むずかしい」（42.7％）が他の地域ブロックよりも低く，

「むつかしい」(42.7％)が同率となっている。 

性別に見ると，「むずかしい」(男性 77.5％，女性 81.9％)は女性で高く，「むつかしい」(男性 17.2％，

女性 13.0％)は男性で高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「むずかしい」は男女とも 40代より下の年代で高く，50代より上の年代で低く

なっている。男性の 50代より上の年代と女性の 60歳以上では「むつかしい」が 2割を超えている。 

 

(２)幕開き／幕開け 

「新しい時代の幕開き」という言い方をすることが多いと回答した人が 6.7％にとどまり，「新しい時

代の幕開け」という言い方をすることが多いと回答した人が 87.6％と 9割近くに達している。また，「ど

ちらも同じ割合で言う」と答えた人は 3.3％である。 

地域ブロック別に見ると，「幕開け」は北海道（90.4％），中部（92.2％）で 9割を超え，東北(82.9％)，

四国(82.7％)で低くなっているが，「幕開き」はすべての地域で 1割に満たない。 

性別に差は見られない。 

性・年齢別に見ると，すべての年齢層で「幕開け」の割合が 8割以上となっているが，特に男性の 16

～19歳(97.8％)で高く，男女とも 60歳以上で低くなっている。 

 

(３）さびしい／さみしい 

「ひとりぼっちでさびしい」という言い方をすることが多いと回答した人が 40.3％，「ひとりぼっち

でさみしい」という言い方をすることが多いと回答した人が 45.7％と，ともに 4割台となっている。ま

た，「どちらも同じ割合で言う」と答えた人は 13.7％である。 

地域ブロック別に見ると，「さみしい」は中国（61.7％）で 6 割強，四国(50.7％)で 5 割と高くなっ

ており，この地域ブロックでは「さびしい」が約 3 割と低くなっている。逆に，「さびしい」の割合が

「さみしい」を上回る地域ブロックは東北と九州である。 

性別に見ると，「さびしい」(男性 45.6％，女性 36.0％)は男性で高く，「さみしい」(男性 41.1％，女

性 49.4％)は女性で高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「さびしい」は男性の 40代(53.2％)，60歳以上(51.8％)で 5割を超えるが，そ

れ以外の年代ではいずれも「さみしい」の割合が上回っている。特に女性の 30 代より下の年齢層では

「さみしい」が 5割以上となっている。 

 

(４)取るに足らない／取るに足りない 

「取るに足らない出来事」という言い方をすることが多いと回答した人が 64.6％と，「取るに足りな

い出来事」という言い方をすることが多いと回答した人の 26.2％を上回る。また，「どちらも同じ割合

で言う」と答えた人は 5.7％である。 

地域ブロック別に見ると，「取るに足らない」は四国（52.0％）と九州（58.3％）でのみ 6 割を下回

っているが，すべての地域で「取るに足らない」と答えた人の割合が「取るに足りない」の割合を大き

く上回る。 

性別ではほとんど差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「取るに足らない」は男女とも 60 歳以上で 5 割台にとどまり，「取るに足りな

い」の割合が 3割強と他の年代よりも高くなっている。 
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(５)たとい／たとえ 

「たとい努力しても無駄だろう」という言い方をすることが多いと回答した人が 3.5％にとどまり，

「たとえ努力しても無駄だろう」という言い方をすることが多いと回答した人が 93.9％とほとんどであ

る。また，「どちらも同じ割合で言う」と答えた人は 2.1％である。 

地域ブロック別に見ると，「たとえ」は四国(88.0％)以外では 9割を超えている。 

性別による差は見られない。 

性・年齢別に見ると，「たとえ」が男性の 60歳以上(89.7％)で若干 9割を切っているが，それ以外は

すべての年代で 9割以上となっており，大きな差は見られない。 

 

(６)知らなそうだ／知らなさそうだ 

「あの人は知らなそうだ」という言い方をすることが多いと回答した人が 39.1％で，「あの人は知ら

なさそうだ」という言い方をすることが多いと回答した人が 50.5％と 5割を超えている。また，「どち

らも同じ割合で言う」と答えた人は 7.7％である。 

地域ブロック別に見ると，この言い方は地域によって傾向が異なっており，「知らなさそうだ」は近

畿（61.7％），中国（60.9％），九州(59.9％)で高くなっている。逆に，東北では「知らなそうだ」（54.3％）

が 5割を超え，「知らなさそうだ」(34.1％)を上回っている。また，関東，四国では「知らなさそうだ」

と「知らなそうだ」の割合がほぼ同水準となっている。 

性別に見ると，男女とも「知らなそうだ」(男性 40.9％，女性 37.6％)より「知らなさそうだ」(男性

49.0％，女性 51.8％)の割合が上回っている。 

性・年齢別に見ると，「知らなさそうだ」が 5割を超えるのは，男性の 16～19歳と 50代以上の年代，

女性の 40代以上の年代となっている。男性の 20代，40代，女性の 16～19歳では「知らなそうだ」の

割合が「知らなさそうだ」の割合を上回っている。 

 

(７)すべき／するべき 

「明日すべき仕事」という言い方をすることが多いと回答した人が 47.1％，「明日するべき仕事」と

いう言い方をすることが多いと回答した人は 36.7％となっている。また，「どちらも同じ割合で言う」

と答えた人は 14.7％である。 

地域ブロック別に見ると，「すべき」はすべての地域ブロックで 4割台となっているが，「するべき」

は四国(24.0％)で目立って低い。 

性別に見ると，「すべき」(男性 50.1％，女性 44.7％)は男性で高く，「するべき」(男性 34.2％，女性

38.7％)は女性で高くなっている。 

性・年齢別に見ると，「すべき」は男女とも 16～19歳で 6割を超えている。女性の 60歳以上では「す

べき」(38.1％)が 4割弱にとどまり，「するべき」(46.0％)の割合が高くなっている。 

 

(８)意外と／意外に 

「参加者は意外と多かった」という言い方をすることが多いと回答した人が 35.9％，「参加者は意外

に多かった」という言い方をすることが多いと回答した人は 39.0％と同じくらいになっている。また，

「どちらも同じ割合で言う」と答えた人は 24.3％である。 

地域ブロック別に見ると，「意外に」は東北（42.1％），北陸（43.1％），中国（41.4％）で 4 割を超

えている。「意外と」は近畿以西でやや高い。 

性別には差が見られない。 

性・年齢別に見ると，「意外と」は男性の 16～19 歳（51.1％）で 5 割を超えている。「意外に」は男

性の 50代以上の年代と女性の 60歳以上で 4割を超えている。 
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(９)めどがたつ／めどがつく 

「復旧のめどがたつ」という言い方をすることが多いと回答した人が 50.3％とほぼ 5割を占め，「復

旧のめどがつく」という言い方をすることが多いと回答した人は 31.2％となっている。また，「どちら

も同じ割合で言う」と答えた人は 16.7％である。 

地域ブロック別に見ると，「めどがたつ」は中国（60.2％）で 6 割を超えているが，四国（36.0％）

では低く，「めどがつく」(40.0％)の割合を下回っている。 

性別には差が見られない。 

性・年齢別に見ると，「めどがたつ」は男女とも 30 代でほぼ 6 割を占めている。「めどがつく」は男

性の 16～19歳と，男女の 60歳以上で 4割近くとなっている。 

 

(10)行けない／行かれない 

「明日は行けない」という言い方をすることが多いと回答した人が 54.7％と 5割強に及び，「明日は

行かれない」という言い方をすることが多いと回答した人は 25.8％となっている。また，「どちらも同

じ割合で言う」と答えた人は 18.9％である。 

地域ブロック別に見ると，「行けない」は東北（61.0％），四国（65.3％）で 6 割を超えるのに対し，

中国（42.2％）で 4割程度にとどまっている。 

性別に見ると，「行けない」(男性 57.5％，女性 52.3％)は男女とも過半数に及ぶが，男性で高くなっ

ている。 

性・年齢別に見ると，「行けない」の割合は男女とも年代が低いほど高くなっており，男性の 20代以

下の年代，女性の 16～19歳で 7割台，男性の 30～40代，女性の 20～30代で 6割台となっている。「行

かれない」は逆の傾向を示し，男性の 60歳以上，女性の 50代以上の年代で 3割を超えている。 

 

 

 

 



 
(
8
3
)

 
表18　ふだん使う言い方（地域ブロック別，性別，性・年齢別）

(%)

ｎ

むずかし

い

むつかし

い

どちらも

同じ割合

で言う

幕開き 幕開け どちらも

同じ割合

で言う

さびしい さみしい どちらも

同じ割合

で言う

取るに足

らない

取るに足

りない

どちらも

同じ割合

で言う

たとい たとえ どちらも

同じ割合

で言う

総 数 2,179 79.9 14.9 4.6 6.7 87.6 3.3 40.3 45.7 13.7 64.6 26.2 5.7 3.5 93.9 2.1

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 95.7 3.2 1.1 4.3 90.4 4.3 41.5 41.5 16.0 64.9 24.5 6.4 1.1 97.9 1.1

東 北 164 95.1 1.2 3.0 8.5 82.9 3.7 45.7 39.6 14.0 67.1 22.0 4.9 4.3 93.3 1.2

関 東 709 88.2 6.8 4.2 7.9 86.3 3.4 41.7 44.6 13.3 68.5 23.3 5.2 4.8 92.2 2.3

北 陸 102 89.2 5.9 4.9 8.8 86.3 2.0 39.2 46.1 13.7 63.7 28.4 4.9 4.9 93.1 2.0

中 部 308 75.6 18.8 5.5 5.8 92.2 1.6 36.4 49.7 14.0 63.6 28.6 6.2 2.3 95.5 1.9

近 畿 347 66.9 29.1 4.0 7.2 88.2 1.7 41.2 45.8 13.0 64.6 28.2 5.2 2.0 97.1 0.9

中 国 128 72.7 24.2 3.1 7.0 89.8 3.1 29.7 61.7 8.6 62.5 28.9 7.0 2.3 95.3 2.3

四 国 75 42.7 42.7 14.7 1.3 82.7 12.0 29.3 50.7 20.0 52.0 25.3 9.3 4.0 88.0 6.7

九 州 252 75.0 17.5 5.2 4.4 87.3 4.4 45.2 39.3 15.1 58.3 30.2 6.3 3.6 92.9 2.8

〔 性 〕

男 性 982 77.5 17.2 4.9 6.7 87.7 3.7 45.6 41.1 13.1 66.2 26.1 5.0 3.9 93.6 2.1

女 性 1,197 81.9 13.0 4.3 6.8 87.5 2.9 36.0 49.4 14.1 63.3 26.3 6.3 3.2 94.2 2.0

〔性・年 齢〕

男性・ 16～ 19歳 45 86.7 8.9 4.4  - 97.8 2.2 37.8 48.9 13.3 84.4 8.9 2.2 4.4 93.3 2.2

20～ 29歳 89 87.6 6.7 4.5 4.5 88.8 3.4 38.2 40.4 21.3 68.5 22.5 5.6 4.5 91.0 3.4

30～ 39歳 156 91.0 5.1 3.8 3.8 91.7 0.6 38.5 48.7 12.8 72.4 24.4 1.9 2.6 97.4  - 

40～ 49歳 141 83.7 11.3 5.0 2.8 91.5 2.8 53.2 31.9 14.9 69.5 20.6 5.7  - 97.2 2.8

50～ 59歳 192 75.5 22.4 2.1 8.9 85.4 5.2 39.6 46.4 14.1 67.2 27.6 4.2 2.6 96.4 1.0

60歳以上 359 66.6 25.6 7.0 9.7 84.1 4.7 51.8 37.9 10.0 58.8 31.2 6.7 6.4 89.7 3.1

女性・ 16～ 19歳 38 86.8 5.3 7.9 2.6 89.5 5.3 39.5 50.0 10.5 73.7 15.8 7.9 7.9 92.1  - 

20～ 29歳 111 91.9 6.3 1.8 6.3 90.1 1.8 27.9 57.7 14.4 73.0 20.7 4.5 3.6 92.8 2.7

30～ 39歳 205 90.2 5.9 3.9 4.9 91.7 2.4 30.7 52.7 16.6 75.1 17.6 4.4 2.4 96.1 1.0

40～ 49歳 219 86.3 8.7 5.0 3.7 92.2 3.2 35.6 47.5 16.9 70.3 21.9 6.8 2.7 95.4 1.8

50～ 59歳 233 79.8 15.5 4.3 8.2 88.0 2.1 37.3 48.1 14.2 60.1 30.0 6.9 0.9 97.0 2.1

60歳以上 391 72.9 20.5 4.6 9.2 81.3 3.6 40.2 47.1 11.5 51.4 33.8 7.2 4.6 91.6 2.6

(5) たとい／たとえ(1) むずかしい
    ／むつかしい

(2) 幕開き／幕開け (3) さびしい／さみしい (4) 取るに足らない
    ／取るに足りない



 
(
8
4
)

 
表18(続き)　ふだん使う言い方（地域ブロック別，性別，性・年齢別）

(%)

ｎ

知らなそ

うだ

知らなさ

そうだ

どちらも

同じ割合

で言う

すべき するべき 同じ割合

で言う

意外と 意外に どちらも

同じ割合

で言う

めどがた

つ

めどがつ

く

どちらも

同じ割合

で言う

行けない 行かれな

い

どちらも

同じ割合

で言う

総 数 2,179 39.1 50.5 7.7 47.1 36.7 14.7 35.9 39.0 24.3 50.3 31.2 16.7 54.7 25.8 18.9

〔地域ブロック〕

北 海 道 94 37.2 47.9 12.8 47.9 39.4 10.6 33.0 36.2 30.9 48.9 31.9 18.1 57.4 23.4 18.1

東 北 164 54.3 34.1 4.9 44.5 40.9 10.4 36.0 42.1 19.5 45.7 36.0 13.4 61.0 18.9 18.3

関 東 709 45.1 43.3 9.2 48.9 33.3 16.6 33.7 38.2 27.2 50.8 30.0 17.2 50.5 27.9 20.7

北 陸 102 39.2 52.0 7.8 45.1 41.2 13.7 32.4 43.1 23.5 46.1 35.3 17.6 55.9 25.5 18.6

中 部 308 36.4 54.2 8.1 49.0 33.1 16.9 35.7 39.0 25.0 53.2 27.3 18.8 58.8 25.0 16.2

近 畿 347 32.6 61.7 4.3 46.4 38.3 13.5 39.8 38.9 21.0 53.9 32.6 12.4 56.5 26.5 17.0

中 国 128 34.4 60.9 3.9 45.3 44.5 10.2 38.3 41.4 20.3 60.2 26.6 13.3 42.2 32.8 25.0

四 国 75 40.0 40.0 14.7 49.3 24.0 24.0 37.3 33.3 28.0 36.0 40.0 22.7 65.3 12.0 22.7

九 州 252 27.4 59.9 7.1 43.3 42.5 12.7 38.1 38.9 21.4 45.2 31.7 19.4 56.3 25.8 16.3

〔 性 〕

男 性 982 40.9 49.0 7.6 50.1 34.2 14.6 35.9 38.5 25.2 50.9 30.9 17.3 57.5 24.2 17.7

女 性 1,197 37.6 51.8 7.7 44.7 38.7 14.9 35.9 39.3 23.6 49.9 31.4 16.1 52.3 27.1 19.9

〔性・年 齢〕

男性・ 16～ 19歳 45 33.3 53.3 13.3 62.2 31.1 6.7 51.1 33.3 15.6 57.8 37.8 2.2 73.3 15.6 11.1

20～ 29歳 89 49.4 38.2 9.0 41.6 39.3 19.1 39.3 31.5 28.1 49.4 27.0 20.2 71.9 12.4 15.7

30～ 39歳 156 44.2 46.2 9.6 50.0 32.7 16.0 39.1 36.5 23.7 59.6 24.4 15.4 69.2 16.7 13.5

40～ 49歳 141 46.1 41.8 8.5 52.5 31.2 16.3 37.6 35.5 27.0 53.2 24.1 22.7 62.4 20.6 17.0

50～ 59歳 192 40.1 53.1 4.2 52.6 32.3 13.5 30.7 42.2 27.1 55.7 27.6 16.7 55.7 25.0 19.3

60歳以上 359 36.8 52.9 7.2 48.5 36.2 13.6 34.0 40.9 24.5 43.2 38.2 17.5 46.0 32.6 20.3

女性・ 16～ 19歳 38 47.4 39.5 13.2 63.2 28.9 7.9 42.1 36.8 21.1 47.4 31.6 18.4 78.9 13.2 7.9

20～ 29歳 111 40.5 47.7 10.8 44.1 39.6 15.3 40.5 31.5 27.9 48.6 34.2 15.3 68.5 12.6 18.9

30～ 39歳 205 43.9 44.9 11.2 46.3 33.7 20.0 41.5 30.7 27.8 60.5 25.4 13.7 62.9 21.5 15.6

40～ 49歳 219 35.6 56.6 7.3 47.9 34.2 17.8 33.3 39.3 26.9 50.2 29.2 19.2 52.5 23.3 24.2

50～ 59歳 233 33.5 57.5 8.2 48.5 36.1 14.6 38.6 38.6 22.3 51.5 29.2 18.0 47.6 30.5 21.5

60歳以上 391 36.1 51.7 4.3 38.1 46.0 11.3 30.9 46.8 19.2 43.7 36.3 14.6 42.2 35.5 20.2

(10) 行けない
　　　／行かれない

(6) 知らなそうだ
　　／知らなさそうだ

(7) すべき／するべき (8) 意外と／意外に (9) めどがたつ
　　／めどがつく



 

 

 

 

 

 

Ⅲ 調 査 票 

 

（付：単純集計結果） 
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第 8027号 

国 語 に 関 す る 世 論 調 査 

 

 平成 17年１月 

（調査企画）文  化  庁 

社団法人 中 央 調 査 社 

支局番号 地 点 番 号 対象番号 点 検 備 考 

         

Ｑ１〔回答票１〕あなたは，ふだん，あなた自身の言葉の使い方について，どの程度気を遣っていま

すか。この中から選んでください。 

9.5（ア）非常に気を遣っている 

61.0（イ）ある程度気を遣っている 

25.0（ウ）余り気を遣っていない 

4.3（エ）全く気を遣っていない 

0.1   分からない 

  

Ｑ２〔回答票２〕だれかを尊敬したり，自分が謙そんしたり，ものごとを丁寧に言ったりするときに

使う言葉を敬語と言います。あなたは，この敬語や敬語の使い方に関して，困っていることや

気になっていることがありますか。ここに挙げた中にあれば幾つでも選んでください。 

（Ｍ.Ａ.） 
15.4（ア）知らない敬語がたくさんある 

20.1（イ）正しい敬語の使い方が分からない 

26.7（ウ）周りの人が使っている敬語の使い方が気になる 

37.1（エ）正しい敬語を使っているか自信がない 

24.2（オ）テレビ等の出演者の敬語の使い方が気になる 

14.0（カ）心のこもっていない敬語がよく使われる 

11.6（キ）敬語を使うとうまく自分の気持ちを表現できない 

0.9（ク）その他（具体的に                          ） 

27.8（ケ）特に困っていることや気になっていることはない 

0.8    分からない 

Ｑ３〔回答票３〕最近，敬語の使い方に間違いが多くなってきているという指摘がありますが，あな

たはそう思いますか。 

 

 43.0 38.0 11.0 4.4 3.6 

（ア） （イ） （ウ） （エ） 

そう 少し 余りそう そう 分からない 

思う そう思う 思わない 思わない 

 

  （Ｑ４へ） 

 

  ＳＱ〔回答票４〕では，どのような間違いが多いと思いますか。ここに挙げた中にあれば幾つで

も選んでください。 （Ｍ.Ａ.） 

（ｎ＝1,766） 
51.1（ア）敬語が必要な場面なのに敬語が使われていないことが多い 

35.6（イ）敬語が不必要な場面なのに敬語を使っていることが多い 

55.2（ウ）尊敬語，謙譲語，丁寧語の使い方が間違っている 

25.1（エ）二重敬語などの過剰な敬語を用いた表現が多い 

2.2   分からない 

（計）70.6 

（計）29.3 

（計）81.0 （計）15.4

基数表示のないものは 

ｎ＝2,179 
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Ｑ４〔回答票５〕あなたは，これからの時代の敬語はどうあるべきだと思いますか。あなたの考えが

(a)と(b)のどちらに近いかをお答えください。 

 

 (a) 新しい時代にふさわしく，敬語は簡単で分かりやすいものであるべきだ 

 (b) 敬語は伝統的な美しい日本語として，豊かな表現が大切にされるべきだ 

 

 33.6 53.6 11.0 1.8 

 （ア） （イ） （ウ） 

(a)の考え方に近い (b)の考え方に近い どちらとも言えない 分からない 

 

Ｑ５〔回答票６〕あなたは，ここに挙げる(1)から(10)の下線部分が敬語だと思いますか，それとも

敬語だとは思いませんか。 

  （ア） （イ） 

 敬語だと 敬語だと 分からない 

 思う 思わない 

(１)私は野菜を食べます ····························· 18.3 ······· 77.9 ········ 3.9 

(２)あしたは晴れてほしい ···························  6.2 ······· 90.0 ········ 3.8 

(３)お茶を飲みましょう ····························· 32.4 ······· 64.3 ········ 3.3 

(４)よろしくお願い申し上げます ····················· 84.2 ······· 14.1 ········ 1.7 

(５)あの方は何でも御存じだ ························· 65.8 ······· 30.6 ········ 3.6 

(６)あの方にはとても感謝している ··················· 17.6 ······· 79.7 ········ 2.7 

(７)そこに座りなさい ·······························  7.1 ······· 89.9 ········ 3.0 

(８)そこに座ってもらえる？ ·························  9.5 ······· 86.4 ········ 4.1 

(９)すまないが，そこの鉛筆を取ってくれないか ······· 11.1 ······· 85.5 ········ 3.4 

(10)社会のために微力を尽くしたい ··················· 18.1 ······· 76.0 ········ 5.9 

 

Ｑ６〔回答票７〕ここに挙げた(1)から(10)で，(a)にとって(b)は敬語を使って話すべきだと思いま

すか。それとも，そうは思いませんか。まず，「子にとって親は敬語を使って話すべき相手だ

と思いますか」については，どうですか。 

  （ア） （イ） （ウ） 

 敬語を使っ 敬語を使っ 場合に 分から 

 て話すべき て話すべき よると ない 

（ａ）          （ｂ） 相手だと思 相手だと思 思う 

 う わない 

(１)  子 →  親 ················· 23.0 ······· 31.7 ····· 44.7 ···  0.6 

(２)  年下のきょうだい →  年上のきょうだい ··· 10.7 ······· 54.1 ····· 34.2 ···  1.1 

(３)  学生・生徒 →  教 師 ············· 85.6 ·······  2.9 ····· 10.8 ···  0.6 

(４)  学校のクラブの後輩  →  同じクラブの先輩 ··· 62.8 ·······  9.2 ····· 26.6 ···  1.4 

(５)  年下の人 →  年上の人 ··········· 68.7 ·······  5.0 ····· 25.7 ···  0.7 

(6)～(10)は，(a)と(b)の年齢は同じくらいとします 

(６)  店の人 →  店の客 ············· 77.1 ·······  8.5 ····· 13.5 ···  0.9 

(７)  店の客 →  店の人 ············· 22.7 ······· 38.8 ····· 37.3 ···  1.1 

(８)  患 者 →  医 師 ············· 62.1 ······· 14.5 ····· 22.6 ···  0.7 

(９)  医 師 →  患 者 ············· 44.1 ······· 22.3 ····· 32.0 ···  1.5 

(10) ものを頼む立場の人 →  ものを頼まれる 

立場の人 ········· 74.3 ·······  4.5 ····· 20.5 ···  0.8 
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Ｑ７〔回答票８〕中学生や高校生が，担任の先生に対して，ここに挙げた(1)から(5)の場面で敬語を

使って話すべきだと思いますか。それとも，そうは思いませんか。 

  （ア） （イ） （ウ） 

 敬語を使っ 敬語を使っ 話題に 分から 

 て話すべき て話す必要 よると ない 

 だと思う はないと思 思う 

  う 

(１) 授業中 ······································· 67.1 ······· 15.3 ····· 16.6 ···  1.0 

(２) クラブ活動で指導を受けているとき ············· 70.1 ······· 12.2 ····· 16.1 ···  1.6 

(３) 休み時間に職員室で話すとき ··················· 70.0 ·······  8.9 ····· 20.0 ···  1.1 

(４) 休み時間に学校の廊下で話すとき ··············· 56.4 ······· 15.6 ····· 26.8 ···  1.2 

(５) 放課後，道で出会ったとき ····················· 61.8 ······· 12.3 ····· 24.6 ···  1.3 

 

Ｑ８〔回答票９〕会社に勤めている人が，上司である課長に対して，ここに挙げた(1)から(4)の場面

で敬語を使って話すべきだと思いますか。それとも，そうは思いませんか。 

  （ア） （イ） （ウ） 

 敬語を使っ 敬語を使っ 話題に 分から 

 て話すべき て話す必要 よると ない 

 だと思う はないと思 思う 

  う 

(１) 会社での仕事中 ······························ 86.1 ·······  6.0 ·····  7.3 ···  0.6 

(２) 社員旅行に行って，ほかの社員もいる 

部屋で話すとき ······························· 53.9 ······· 17.9 ····· 26.8 ···  1.3 

(３) 仕事の後，二人で飲みに行った酒場で話すとき ·· 37.5 ······· 26.6 ····· 34.2 ···  1.7 

(４) 休日に買物先の店で出会ったとき ·············· 59.5 ······· 14.9 ····· 23.6 ···  2.0 

 

Ｑ９〔回答票 10〕会社の受付の人が外部の人に，自分の会社の鈴木課長のことを話す場合，「鈴木は

…」と言うのと「鈴木さんは…」と言うのと「鈴木課長は…」と言うのでは，どれが一番良い

と思いますか。 

58.7（ア）「鈴木は…」 

3.7（イ）「鈴木さんは…」 

34.6（ウ）「鈴木課長は…」 

1.4   どれが良いとも言えない 

1.7   分からない 

 

ＳＱ〔回答票 11〕それを選んだ理由をお答えください。 

56.3（ア）身内に敬称を使うのは良くないから 

4.7（イ）身内でも敬称を使ってよいと思うから 

33.2（ウ）「課長」は職名だからこの場合問題ないから 

1.4（エ）その他（具体的に                 ） 

4.4   分からない 
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Ｑ10〔回答票 12〕学校の先生が生徒の保護者に，同僚の田中先生のことを話す場合，「田中は…」と

言うのと「田中さんは…」と言うのと「田中先生は…」と言うのでは，どれが一番良いと思い

ますか。 

12.2（ア）「田中は…」 

3.8（イ）「田中さんは…」 

81.9（ウ）「田中先生は…」 

1.1   どれが良いとも言えない 

1.0   分からない 

 

ＳＱ〔回答票 13〕それを選んだ理由をお答えください。 

13.2（ア）身内に敬称を使うのは良くないから 

7.9（イ）身内でも敬称を使ってよいと思うから 

73.8（ウ）「先生」は職名だからこの場合問題ないから 

1.8（エ）その他（具体的に                 ） 

3.3   分からない 

 

Ｑ11〔回答票 14〕病院の医師が大人の患者に，同僚の木村医師のことを話す場合，「木村は…」と言

うのと「木村さんは…」と言うのと「木村先生は…」と言うのでは，どれが一番良いと思いま

すか。 

11.6（ア）「木村は…」 

3.4（イ）「木村さんは…」 

83.0（ウ）「木村先生は…」 

1.0   どれが良いとも言えない 

1.1   分からない 

 

ＳＱ〔回答票 15〕それを選んだ理由をお答えください。 

12.3（ア）身内に敬称を使うのは良くないから 

7.3（イ）身内でも敬称を使ってよいと思うから 

75.1（ウ）「先生」は職名だからこの場合問題ないから 

1.7（エ）その他（具体的に                 ） 

3.6   分からない 
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Ｑ12〔回答票 16〕ここに挙げた(1)から(8)の下線部分では，敬語が正しく使われていると思いますか。

それとも，正しく使われていないと思いますか。 

  （ア） （イ） （ウ） 

 正しく使 正しく使 どちらと 分から 

 われてい われてい も言えな ない 

 ると思う ないと思 い 

 う 

(１) この商品の使い心地を是非ともお試しください ··· 84.8 ·······  8.2 ·····  5.1 ···  1.9 

(２) あの方は，昨年東京にまいりまして， 

大学で教えていらっしゃいます ·················· 25.0 ······· 62.3 ·····  8.4 ···  4.3 

(３) 先ほど中村さんがお話しされたように， 

この本はとても役に立ちます ···················· 69.3 ······· 20.6 ·····  7.7 ···  2.3 

(４) （高校生が担任の先生に）あす父がまいりますが， 

お目に掛かっていただけませんか ················ 44.0 ······· 46.4 ·····  6.6 ···  2.9 

(５) ただいま会長が申されたことに賛成いたします ··· 49.3 ······· 39.1 ·····  8.7 ···  2.8 

(６) 間もなく先生がお見えになります ··············· 82.9 ······· 10.6 ·····  4.9 ···  1.6 

(７) この電車には御乗車できません ················· 59.1 ······· 27.4 ····· 10.0 ···  3.4 

(８) 総務課の武田さんは，どちらにおられますか ····· 58.3 ······· 30.3 ·····  9.0 ···  2.3 

 

Ｑ13〔回答票 17〕あなたは，漢字や平仮名，片仮名など，ふだん使っている文字について，どの程度

関心を持っていますか。この中から選んでください。 

11.1（ア）非常に関心を持っている 

54.7（イ）ある程度関心を持っている 

30.0（ウ）余り関心を持っていない 

3.7（エ）全く関心を持っていない 

0.5   分からない 

  

Ｑ14〔回答票 18〕あなたは，漢字についてどのような意識を持っていますか。この中から，当てはま

るものがあれば，幾つでも選んでください。（Ｍ.Ａ.） 

70.9（ア）日本語の表記に欠くことのできない大切な文字である 

9.2（イ）日本語の表記を難しくしている文字である 

3.5（ウ）漢字を覚えるのは大変なので，なるべく使わない方が良い 

58.3（エ）漢字を見るとすぐに意味が分かるので便利である 

56.6（オ）ワープロなどがあっても，漢字学習はしっかりとやるべきである 

5.7（カ）ワープロなどがあるので，これからは漢字を書く必要は少なくなる 

8.2（キ）漢字の使い方についてはかなり自信がある 

41.3（ク）漢字の使い方については余り自信がない 

1.8   分からない 

 

Ｑ15〔回答票 19〕現代の国語を書き表すための漢字使用の目安を示した「常用漢字表」（昭和５６年

内閣告示）は，法令，公用文書，新聞，雑誌，放送など一般の社会生活における漢字使用の目

安として広く使われています。また，学校教育では小学校卒業までに常用漢字のうちの１００

６字を習い，中学校修了までに小学校での１００６字を書けるようにするとともに常用漢字の

大体が読めるようになることとされています。この表には１９４５字の漢字が掲げられていま

すが，それについてあなたはどのように考えますか。 

8.6（ア）漢字の数をもっと増やした方が良い 

9.1（イ）漢字の数をもっと減らした方が良い 

75.7（ウ）特に不都合はないので今のままで良い 

6.6   分からない 

（計）65.8 

（計）33.7 
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Ｑ16－(a) 〔回答票 20〕あなたは，ここに挙げる（１）から（７）までの下線を引いた語を手で書く

場合どのように書きますか，書くことが多い方を選んでください。 

(１)朝の９時ゴロに迎えに行きます 

 12.1 80.6 6.7 0.6 

 （ア） （イ） （ウ） 

 ごろ 頃 （ア）（イ）のどちらとも 分からない 

 同じ頻度で書く 

 

(２)朝のアイサツをしよう 

 42.5 47.9 8.7 0.9 

 （ア） （イ） （ウ） 

 あいさつ 挨拶 （ア）（イ）のどちらとも 分からない 

 同じ頻度で書く 

 

(３)豊かな心をハグクむ 

 30.7 57.7 8.3 3.4 

 （ア） （イ） （ウ） 

 はぐくむ 育む （ア）（イ）のどちらとも 分からない 

 同じ頻度で書く 

 

(４)さっき話していたのはダレですか 

 12.3 80.5 6.5 0.6 

 （ア） （イ） （ウ） 

 だれ 誰 （ア）（イ）のどちらとも 分からない 

 同じ頻度で書く 

 

(５)マクラが高くて寝付けなかった 

 15.1 77.9 6.1 0.8 

 （ア） （イ） （ウ） 

 まくら 枕 （ア）（イ）のどちらとも 分からない 

 同じ頻度で書く 

  

 (６)みんなにヒンシュクを買った 

 80.8  4.6 3.5 11.1 

 （ア） （イ） （ウ） 

 ひんしゅく 顰蹙 （ア）（イ）のどちらとも 分からない 

 同じ頻度で書く 

 

(７)互いの認識にソゴを来した 

 70.9  5.6 3.0 20.5 

 （ア） （イ） （ウ） 

 そご 齟齬 （ア）（イ）のどちらとも 分からない 

 同じ頻度で書く 
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Ｑ16－(b) 〔回答票 21〕それでは，あなたは，（１）から（７）までの下線を引いた語をパソコン・

ワープロ等（携帯電話なども含む。）を使って書く場合はどちらを選択しますか，選択す

ることが多い方を選んでください。  

(１)朝の９時ゴロに迎えに行きます 

  3.2 56.4 3.1 0.1 37.2 

 （ア） （イ） （ウ） 

 ごろ 頃 （ア）（イ）のどちらとも 分からない パソコン・ 

 同じ頻度で選ぶ ワープロ等を 

 全く使わない 

   （Ｑ17へ） 

  

(２)朝のアイサツをしよう 

 8.7 85.9 5.3 0.1 

 （ア） （イ） （ウ） 

 あいさつ 挨拶 （ア）（イ）のどちらとも 分からない 

 同じ頻度で選ぶ 

 

 

(３)豊かな心をハグクむ 

 10.4 84.8 4.2 0.7 

 （ア） （イ） （ウ） 

 はぐくむ 育む （ア）（イ）のどちらとも 分からない 

 同じ頻度で選ぶ 

 

 

(４)さっき話していたのはダレですか 

 2.4 92.9 4.5 0.1 

 （ア） （イ） （ウ） 

 だれ 誰 （ア）（イ）のどちらとも 分からない 

 同じ頻度で選ぶ 

 

 

(５)マクラが高くて寝付けなかった 

 3.1 93.9 2.9 0.2 

 （ア） （イ） （ウ） 

 まくら 枕 （ア）（イ）のどちらとも 分からない 

 同じ頻度で選ぶ 

 

  

 (６)みんなにヒンシュクを買った 

 58.5 28.2 5.7 7.6 

 （ア） （イ） （ウ） 

 ひんしゅく 顰蹙 （ア）（イ）のどちらとも 分からない 

 同じ頻度で選ぶ 

 

 

(７)互いの認識にソゴを来した 

 52.7 28.5 5.6 13.2 

 （ア） （イ） （ウ） 

 そご 齟齬 （ア）（イ）のどちらとも 分からない 

 同じ頻度で選ぶ 

（ｎ＝1,368）

（ｎ＝1,368）

（ｎ＝1,368）

（ｎ＝1,368）

（ｎ＝1,368）

（ｎ＝1,368）
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Ｑ17〔回答票 22〕あなたはふだん，手書きで文字を書く方ですか，それとも書かない方ですか。ここ

に挙げる場合についてはどうですか。 

  （ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） 

 いつも 大体手 手書きを 余り手 全く手 分から 

 手書き  書きを したりし 書きを 書きを ない 

 をする  する なかった しない しない 

  りする  

(１) はがきや手紙などのあて名 ····· 67.5 ···· 12.0 ····  5.8 ····  7.9 ····  6.1 ····  0.8 

(２) 年賀状のあて名 ··············· 57.3 ····  7.8 ····  6.3 ···· 11.7 ···· 16.1 ····  0.8 

(３) はがきや手紙などの本文 ······· 62.4 ···· 12.4 ····  9.1 ····  7.7 ····  7.4 ····  1.0 

(４) 報告書やレポートなどの文章 ··· 37.5 ···· 8.3 ·····  9.0 ···· 13.2 ···· 23.3 ····  8.7 

 

Ｑ18〔回答票 23〕今後，手紙の作法はどうあるべきだと思いますか。（１）と（２）のそれぞれにつ

いて選んでください。 

 (１) (a) 手紙の伝統的な書式を今後も守っていくべきである 

 (b) 手紙の書式は伝統的な書式にこだわらなくてもよい 

 39.3 38.1 20.3 2.3 

 （ア） （イ） （ウ） 

(a)の考えに近い (b)の考えに近い どちらとも言えない 分からない 

 

 (２) (a) 今後もなるべく手書きで手紙を書くようにすべきである 

 (b) 今後は手紙も手書きにこだわらないようにすべきである 

 47.8 24.8 25.4 2.0 

 （ア） （イ） （ウ） 

(a)の考えに近い (b)の考えに近い どちらとも言えない 分からない 

 

Ｑ19〔回答票 24〕ここに挙げる(a)，(b)二つの言い方のうち，あなたはどちらの言い方を使いますか。 

 (１) (a) 会社が学生を青田買いする 

 (b) 会社が学生を青田刈りする 

 29.1 34.2 3.9 22.3 10.6 

 （ア） （イ） （ウ） （エ） 

 (a)の方を使う (b)の方を使う (a)と(b)の (a)と(b)の 分からない 

 両方とも使う どちらも使わない  

 

 (２) (a) 前回失敗したので今度は汚名挽回
ばんかい

しようと誓った 

 (b) 前回失敗したので今度は汚名返上しようと誓った 

 44.1 38.3 7.2 7.5 2.9 

 

 （ア） （イ） （ウ） （エ） 

 (a)の方を使う (b)の方を使う (a)と(b)の (a)と(b)の 分からない 

 両方とも使う どちらも使わない  

 

 (３) (a) 知事は議会解散という伝家の宝刀を抜いた 

 (b) 知事は議会解散という天下の宝刀を抜いた 

 41.0 25.4 2.8 20.3 10.5 

 （ア） （イ） （ウ） （エ） 

 (a)の方を使う (b)の方を使う (a)と(b)の (a)と(b)の 分からない 

 両方とも使う どちらも使わない  
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Ｑ20 あなたは，ここに挙げた（１）から（３）の言葉を，どの意味で使っていますか。それぞれ一

つ選んでください。 

（１）〔回答票 25-１〕他山の石 

26.8（ア）他人の誤った言行も自分の行いの参考となる 

18.1（イ）他人の良い言行は自分の行いの手本となる 

5.5（ウ）（ア）と（イ）の両方の意味で使う 

22.4（エ）（ア）と（イ）のどちらの意味でも使わない 

27.2   分からない 

 

（２）〔回答票 25-２〕枯れ木も山のにぎわい 

38.6（ア）つまらないものでも，ないよりはまし 

35.5（イ）人が集まればにぎやかになる 

4.5（ウ）（ア）と（イ）の両方の意味で使う 

12.1（エ）（ア）と（イ）のどちらの意味でも使わない 

9.2   分からない 

 

（３）〔回答票 25-３〕世間ずれ 

32.4（ア）世の中の考えから外れている 

51.4（イ）世間を渡ってきてずる賢くなっている 

3.3（ウ）（ア）と（イ）の両方の意味で使う 

7.8（エ）（ア）と（イ）のどちらの意味でも使わない 

5.1   分からない 

 

Ｑ21〔回答票 26〕あなたは，ここに挙げた（１）から（６）の下線部の言い方をすることがあります

か，それともありませんか。 

（１）「わたしはそう思います」を「わたし的にはそう思います」と言う 

  

 3.7 11.9 19.2 64.7 0.5 

 （ア） （イ） （ウ） （エ） 

 よくある ときどきある ほとんどない な  い 分からない 

 

（２）「鈴木さんと話をしてました」ということを，「鈴木さんと話とかしてました」と言う 

  

 3.1 11.5 18.8 66.0 0.6 

 （ア） （イ） （ウ） （エ） 

 よくある ときどきある ほとんどない な  い 分からない 

 

（３）「とても良かった」ということを，「とても良かったかな，みたいな……」と言って相

手の反応を見る 

  

 2.7 12.3 18.3 66.1 0.6 

 （ア） （イ） （ウ） （エ） 

 よくある ときどきある ほとんどない な  い 分からない 

 

（計）15.6 （計）83.9

（計）14.6 （計）84.8

（計）15.0 （計）84.4
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（４）「とてもすばらしい（良い，おいしい，かっこいい等も含む）」という意味で「やばい」

と言う 

  

 5.1 13.1 12.9 68.5 0.4 

 （ア） （イ） （ウ） （エ） 

 よくある ときどきある ほとんどない な  い 分からない 

 

（５）いいか悪いかの判断がつかないときに「微妙（びみょう）」と言う 

  

 17.3 40.4 12.3 29.5 0.4 

 （ア） （イ） （ウ） （エ） 

 よくある ときどきある ほとんどない な  い 分からない 

 

（６）面倒臭いことや不快感・嫌悪感を表すときに「うざい」と言う 

  

 5.3 11.7 15.5 67.1 0.4 

 （ア） （イ） （ウ） （エ） 

 よくある ときどきある ほとんどない な  い 分からない 

 

Ｑ22 あなたはふだん，ここに挙げるどちらの言い方をしますか。どちらか多い方を選んでください。 

（１）〔回答票 27-１〕むずかしい／むつかしい 

79.9（ア）「この問題はむずかしい」 

14.9（イ）「この問題はむつかしい」 

4.6（ウ）（ア）と（イ）のどちらも同じ割合で言う 

0.6   分からない 

 

（２）〔回答票 27-２〕幕開き／幕開け 

6.7（ア）「新しい時代の幕開き」 

87.6（イ）「新しい時代の幕開け」 

3.3（ウ）（ア）と（イ）のどちらも同じ割合で言う 

2.4   分からない 

 

（３）〔回答票 27-３〕さびしい／さみしい 

40.3（ア）「ひとりぼっちでさびしい」 

45.7（イ）「ひとりぼっちでさみしい」 

13.7（ウ）（ア）と（イ）のどちらも同じ割合で言う 

0.3   分からない 

 

（４）〔回答票 27-４〕取るに足らない／取るに足りない 

64.6（ア）「取るに足らない出来事」 

26.2（イ）「取るに足りない出来事」 

5.7（ウ）（ア）と（イ）のどちらも同じ割合で言う 

3.4   分からない 

 

（計）17.0 （計）82.6

（計）57.8 （計）41.8

（計）18.2 （計）81.4
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（５）〔回答票 27-５〕たとい／たとえ 

3.5（ア）「たとい努力しても無駄だろう」 

93.9（イ）「たとえ努力しても無駄だろう」 

2.1（ウ）（ア）と（イ）のどちらも同じ割合で言う 

0.5   分からない 

 

（６）〔回答票 27-６〕知らなそうだ／知らなさそうだ 

39.1（ア）「あの人は知らなそうだ」 

50.5（イ）「あの人は知らなさそうだ」 

7.7（ウ）（ア）と（イ）のどちらも同じ割合で言う 

2.7   分からない 

 

（７）〔回答票 27-７〕すべき／するべき 

47.1（ア）「明日すべき仕事」 

36.7（イ）「明日するべき仕事」 

14.7（ウ）（ア）と（イ）のどちらも同じ割合で言う 

1.5   分からない 

 

（８）〔回答票 27-８〕意外と／意外に 

35.9（ア）「参加者は意外と多かった」 

39.0（イ）「参加者は意外に多かった」 

24.3（ウ）（ア）と（イ）のどちらも同じ割合で言う 

0.8   分からない 

 

（９）〔回答票 27-９〕めどがたつ／めどがつく 

50.3（ア）「復旧のめどがたつ」 

31.2（イ）「復旧のめどがつく」 

16.7（ウ）（ア）と（イ）のどちらも同じ割合で言う 

1.8   分からない 

 

（10）〔回答票 27-10〕行けない／行かれない 

54.7（ア）「明日は行けない」 

25.8（イ）「明日は行かれない」 

18.9（ウ）（ア）と（イ）のどちらも同じ割合で言う 

0.6   分からない 
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＜フェース・シート＞ 

Ｆ１ 【 性 】 

 45.1 54.9 

 男 性 女 性 

 

Ｆ２ 【年 齢】あなたのお年は満でお幾つですか。 

  3.8 16～19歳 19.5 50～59歳 

 歳 9.2 20～29歳 19.7 60～69歳 

 16.6 30～39歳 14.7 70歳以上 

 16.5 40～49歳 

 

Ｆ３ 【職 業】あなたのご職業は何ですか。 

具体的に記入の上，下の該当する項目に○をつける。 

 

 

 

 

 

 

 自営業主 家族従業者 被 傭 者 無 職 
 

1.7 6.9 1.2 0.8 2.7 0.3 3.9 2.0 17.4 16.9 25.9 5.2 14.9

農
 
林

 
漁

 
業

 

商
工

サ
ー

ビ
ス

業

自
 

由
 

業
 

農
 
林

 
漁

 
業

 

商
工
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自
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業
 

管
 

理
 

職
 

専
門

技
術

職
 

事
 

務
 

職
 

労
 

務
 

職
 

主
 

 
婦

 

学
 

 
生

 

そ
の

他
の

無
職

 

  

 

  どうもありがとうございました。 

 

 



 

 

 

 

 

 

Ⅳ  標 本 抽 出 方 法 
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標 本 抽 出 方 法 

 

地 域 ： 全 国 

母 集 団 ： 満 16歳以上の男女個人 

標 本 数 ： 3,000人 

地 点 数 ： 210地点 

抽 出 方 法 ： 層化２段無作為抽出法 

 

〔層  化〕 

１．全国の市町村を，都道府県を単位として次の 9地区に分類した。 

（地区） 

北 海 道 地 区＝北海道 （  1道） 

東 北 地 区＝青森県，岩手県，宮城県，秋田県，山形県，福島県 （  6県） 

関 東 地 区＝茨城県，栃木県，群馬県，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県 

 （1都 6県） 

北 陸 地 区＝新潟県，富山県，石川県，福井県 （  4県） 

中 部 地 区＝山梨県，長野県，岐阜県，静岡県，愛知県，三重県 （  6県） 

近 畿 地 区＝滋賀県，京都府，大阪府，兵庫県，奈良県，和歌山県 （2府 4県） 

中 国 地 区＝鳥取県，島根県，岡山県，広島県，山口県 （  5県） 

四 国 地 区＝徳島県，香川県，愛媛県，高知県 （  4県） 

九 州 地 区＝福岡県，佐賀県，長崎県，大分県，熊本県，宮崎県，鹿児島県，沖縄県 

 （  8県） 

 

２．各地区においては，更に都市規模によって次のように分類した。 

・大 都 市（東京都区部，政令指定都市） 

・人口 10万人以上の市 

・人口 10万人未満の市 

・町 村 

（注）ここでいう市とは，平成 16年 4月 1日現在市制施行の地域である。 

 

３．各地区・都市規模の層別に，更に平成 12 年国勢調査時の調査区特性の分類基準により，次のよう

に層化した。 

層化の場合，原則として大分類番号による層化を行うが，割当て標本数が 1調査地点当たり 8に満

たない場合には，近似的な特性を組み合わせ，層化分類基準に従って層化した。 

したがって，層化分類の組合せは地区・都市規模・標本数によって異なるため，原則となる表を記

載して細部の組合せについては省略した。 
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（ 層 化 分 類 基 準 表 ） 

 

層 化 基 準 平成 12 年国勢調査・調査区 

層 

番号 
区 分 

分類 

番号 
分 類 基 準 

１ 
準世帯を含む地区 

給与住宅地区 
０４ 

後置番号４（社会施設・大きな病院のある区域）と８（お

おむね 50人以上の単身者の寄宿舎・寮などのある区域）の

調査区及び後置番号が４と８以外で換算世帯数中に占める

給与住宅に住む普通世帯の比が 0.75以上の調査区 

２ 

住  宅  地  区 

 

鉱 業 

第２次産業 

就 業 者 

０５ 鉱業の就業者の比が 0.1以上の調査区 

１６ 建設業の雇用者の比が 0.1以上の調査区 

１５ 製造業の雇用者の比が 0.3以上の調査区 

２０ 製造業の雇用者の比が 0.2以上 0.3未満の調査区 

２１ 製造業の雇用者の比が 0.1以上 0.2未満の調査区 

３ 

 

 

住  宅  地  区 

 

第３次産業 

就 業 者 

１３ 公務の就業者の比が 0.1以上の調査区 

１４ 金融・保険業・不動産業の雇用者の比が 0.1以上の調査区 

１９ 電気・ガス・熱供給・水道業・運輸・通信業の雇用者の比

が 0.1以上の調査区 

１８ サービス業の雇用者の比が 0.2以上の調査区 

２３ サービス業の雇用者の比が 0.1以上 0.2未満の調査区 

１７ 卸売・小売業・飲食店の雇用者の比が 0.2以上の調査区 

２２ 卸売・小売業・飲食店の雇用者の比が 0.1 以上 0.2 未満の

調査区 

４ 商 工 業 地 区 

０８ 建設業・製造業の業主の比が 0.1以上の調査区 

０９ 卸売・小売業・飲食店の業主の比が 0.1以上の調査区 

１０ 電気・ガス・熱供給・水道業・運輸・通信業・金融・保険

業・不動産業・サービス業の業主の比が 0.1以上の調査区 

５ 漁  業  地  区 
０６ 漁業の就業者の比が 0.2以上の調査区 

０７ 漁業の就業者の比が 0.1以上 0.2未満の調査区 

６ 農 林 漁 業 地 区 
１１ 農林業の就業者の比が 0.3以上の調査区 

１２ 農林業の就業者の比が 0.1以上 0.3未満の調査区 

７ そ の 他 の 地 区 
０３ 換算世帯数が 15以下の調査区 

２４ 以下のいずれにも属さない調査区 

＊ 
右の調査区は， 

使用しない 

０１ 後置番号が５（刑務所・拘置所などのある区域），６（自衛

隊区域），７（駐留軍区域），９（水面調査区）の調査区 

０２ 人口が０の調査区 

 

（注）層化分類基準には，平成 12年国勢調査・調査区特性分類を使用した。 

調査区の特性は大分類で 24分類されているが，二つ以上の分類基準に該当する調査区につ

いては，分類番号の小さい方を優先し分類してある。 

なお，詳細については「平成 12年国勢調査・調査区関係資料利用の手引」参照のこと。 
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〔標本数の配分及び調査地点数の決定〕 

地区・都市規模別各層における推定母集団の大きさ（平成 16年 3月 31日現在の 16歳以上人口）

により，3,000の標本数を比例配分し，各調査地点の標本数が８～17になるように調査地点を決めた。 

 

〔抽  出〕 

１．第１次抽出単位となる調査地点として，平成 12年国勢調査時に設定された調査区を使用した。 

 

２．調査地点（調査区）の抽出は，調査地点が２地点以上割り当てられた層については， 

 

                層における 12年国勢調査時の人口数 

層で算出された調査地点数 

                

を算出し，等間隔抽出法によって該当人数番目の者が含まれる調査区を抽出した。また，層内での

調査地点数が１地点の場合には，乱数表により無作為に抽出した。 

 

３．抽出に際しての各層内における市区町村の配列順序は，平成 12 年国勢調査時の市区町村コードに

従った。 

 

４．調査地点における対象者の抽出は，調査地点の範囲内（町・丁目・番地等を指定）で標本となる対

象者ができるように， 

                調査地点の人口数 

調査地点抽出標本数 

                

を算出し，住民基本台帳から等間隔抽出法によって抽出した。 

 

〔結  果〕 

以上の抽出作業の結果得られた地区別標本数・調査地点数は次のとおりである。 

  

 

 

  都市規模 

 

地区名 

大 都 市 
人口 20 万人

以上の市 

人口 10 万人

以上の市 

人口 10 万人

未満の市 
町  村 計 

北 海 道 44( 3) 16( 1) 24( 2) 21( 2) 30( 2) 135( 10)

東 北 23( 2) 55( 4) 10( 1) 59( 4) 82( 6) 229( 17)

関 東 359(25) 222(14) 152(10) 130( 8) 108( 7) 971( 64)

北 陸  36( 3) 14( 1) 47( 3) 34( 3) 131( 10)

中 部 50( 3) 108( 8) 68( 5) 106( 7) 87( 7) 419( 30)

近 畿 128(10) 164(11) 56( 4) 84( 5) 55( 4) 487( 34)

中 国 26( 2) 45( 3) 31( 2) 41( 3) 39( 3) 182( 13)

四 国  33( 2) 9( 1) 27( 2) 31( 3) 100(  8)

九 州 55( 4) 75( 5) 29( 2) 82( 5) 105( 8) 346( 24)

計 685(49) 754(51) 393(28) 597(39) 571(43) 3000(210)

抽出間隔＝ 

抽出間隔＝ 

（注）（  ）内は地点数
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